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「──死んで、ほしいな？」

　未み耶やの手が、一いつ瞬しゆんで真っ黒に染まったように見えた。

　俺の胸に触れた、小さな未耶の手。それが真っ黒に染まり、ついでに妙みような回転まで伴って俺の服を巻きこんでいく。なにがなんだかわからないままに、俺はただ立ち尽つくしていた。動くことなんてできるはずもなくて、だって、未耶が。

　未耶が、俺を？

「イツキ様！」

　聞き慣れた声が、俺の首を摑つかんだ。これは。

　そのまま地面に引きずり倒される。未耶の手から放たれた黒い影はドリルのように回転して、もうそこにはない俺の胸部を貫つらぬく軌き道どうを描いた。黒い塊かたまりは自由に形を変えて、また未耶の右腕に戻る。アリスのワンダーランドで見た、自在に姿を変えるジャバウォックに似ている気もしたが──。

「イツキ様、お怪け我がは！」

「り、リヴル……お前、どうして」

「えー、そんなの決まってるじゃん。死し想そう図書館の『アカシック年代記レコード』がなくなってることくらい、メイドちゃんならすぐに気付くよね？　お節介な神様は、アカシャがあたしのとこにあることを教えてくれたはずだし、だったらメイドちゃんはすぐにイツキのとこに来るよぉ。空間でもなんでも超越してさ。だって大事なマイライターだもんね？」

　全て見透かしたように。いや、事実見透かしているのだ。全てわかっているのだ、この女は。

『アカシック年代記レコード』といえば、主にオカルトの世界で語られる、あらゆる事象を記録する架か空くうの媒ばい体たいだ。一応、死し書しよの形で図書館に収まってはいるが、本というべきなのか。もっと神がかりな、記録の集積体と呼ぶべきなのかもしれない。

　一度見た。初めて死想図書館を訪おとずれた時に、ごく普通の本として俺は読んだのだったか。確かに、あれは、俺の知りたい知識がそのまま溢あふれるように書きこまれていたが。

　矢や口ぐち未耶は、そんな、化け物めいた死書を手に入れた。

「申し訳ありません。年代記レコードの脱走に気付けなかったのは私の不注意です」

「あはは、メイドちゃんが謝ることじゃないよ？　だってアカシャが本気を出せば隙すきをつけないものなんてない。誰も見てない瞬間、誰にも見つからない時間の狭はざ間まをアカシャはわかってる。でしょ？」

「では、今の攻撃もフェイクと」

「だってメイドちゃんが助けに来るの知ってたしぃ？」

　なんで、そんな普通なんだよ。未み耶や。右手が真っ黒に染まって、ああ、今気付いた。あの右手は、フィルムだ。何な故ぜかはわからないけれど、映画で使うような黒いフィルムが、まるで包帯のように腕に巻きつけられていて。

「目的はなんですか、矢や口ぐち未耶。何故イツキ様を狙ねらったのです」

「うーん、まあ別に教えてあげてもいいけどさ、そんな上から目線？　ねえメイドちゃん、あたしのほうがイツキのことわかってるんだよ。まるで自分だけが黒くろ間まイツキの唯ゆい一いつ最高のパートナーみたいな、そんな態度されると、未耶ちゃんちょっとイラっと来ちゃうかも？」

「質問に答えなさい、矢口未耶」

「えっらそー……いーよ、イツキも知りたいよね。だいじょぉーぶ、まだ殺さない。あたしの気持ち、イツキにわかってもらわないといけないし？　さあ、それじゃあアカシャ、貴方あなたの空間に二名様ご案内だよぉ？」

　しゅるしゅると。

　未耶の右手のフィルムが蛇へびのように蠢うごめいた。屋上の焼けるようなアスファルトに落ちて、意志を持つかのように移動する。未耶はとても親しそうに、『アカシック年代記レコード』をアカシャと呼ぶ。それは、どういう。

「『アカシック年代記レコード』は全てを知るがゆえになにも望みません。他者の命など聞くはずもないのです。ただそこにあるだけで存在の意味を為なす、意志なき全知の記き憶おくです。なにかをなそうと考えるものではない」

「えー、それはどうかなぁー？　じゃ直接聞いてみたら。ここに呼んであげるから。メイドちゃんの気になってる、アカシャを、ね？」

　未耶が手を伸ばす。フィルムが更にその量を増す。彼女の腕から溢あふれるフィルムが、俺たちの周りを囲む、真っ黒な八ミリフィルムの集合体は、俺の視界を黒く染める。そこにはもう、なにもない。

　ただただ黒く染まるその世界は、誰かの心象風景のようだと思った。




　暗く染まった視界が、突とつ如じよ明るくなる。

　それは、映像だった。

　テレビ売り場に似ていると思った。無数のモニターが、てんでバラバラの番組を映している。そんな印象。テレビと違うのは、ここがまるで万まん華げ鏡きようの内部のような、異常な空間だと言うことだが。

　テレビのモニターに見えたのは、フィルムの一コマ一コマだとようやく気付いた。どうやらここは、フィルムで囲われた、円えん筒とう形けいの空間であるらしい。上を見上げても、果ては見えない。ただ周囲を、無数のフィルムのコマが覆おおい、それらがゆっくりと回転している。

「ようこそイツキにメイドちゃん！　ここが『アカシック年代記レコード』の空間でぇーすっ！　アカシャってば容量が大きすぎるから、そこに存在するためだけに一々別空間を作りださなきゃいけないんだってぇ。大変だよね？」

　フィルムで囲われた空間、端はしから端まで三メートルもないだろうこの狭さでは、未み耶やはすぐ傍そばにいるように見える。ずっとこのくらいの距離で、俺は未耶と過ごしていたはずで、それなのになんで、今はこんなに遠いんだ。

　未耶は、俺をイツキと呼び続ける。気を抜くなと警告してくる。

　いつものような、気楽で適当なあだ名では、もう呼んでくれないらしかった。

「あ、でも、肝心のアカシャは恥はずかしくて出て来れないってさ。残念。だからずらっと並んだフィルム映像で我が慢まんしてねー。デジタル放送も真っ青の超ハイビジョンでお送りしまーす。あ、ちょっとちょっとそこのイツキ！　暗い顔してんじゃねーよこれから始めようってゆーのにさぁー！」

「始めるって……一体、なにを」

「とーぜん！　初めての方にもわかりやすく、知ってる人にはもーっと楽しく！　どうしてあたしが黒くろ間まイツキを殺そうなんて思ったのかを、的確かつ面おも白しろく！　今までの総復習形式でご理解してもらっちゃおうのコーナーですっ！　レポーターはあたし、矢や口ぐち未耶でお送りしまーすっ！」

　いつもの倍はテンションが高く見える未耶は、見えないマイクを持ってポーズを決める。おい未耶、こっちは生憎あいにくお前のそんなテンションに付き合える状態じゃないんだよ。そんなことをされても、鬱うつ屈くつした気分が増すだけなんだから。

「イツキ様、お気をつけて。いつ攻勢に転じるかわかりません」

「えー、さあてそれはどうなのかなぁ？　緊張でガチガチのお二人さんに懐なつかしの映像をプレゼントー！」

　画面が。

　周囲に展開するフィルムのコマ。その映像が目まぐるしく切り替わる。俺がいた。リヴルも映っていた。未耶や、エレシュキガルや、そしてあれは『邪神秘法書ネクロノミコン』か？　暗い森の光景があった。炎の槍やりを振るうリヴルの姿もあった。これは、忘れもしない。あの。

「はぁーいまずは四カ月前ぇー！　それまでなんの変哲もなかった黒間イツキ君は、訳のわからない死想図書館の『筆記官ライター』として面倒事を押し付けられてしまいます。もー、これがホント超タイヘン！　『邪神秘法書ネクロノミコン』は見つかんないし、そのくせ邪じや神しんはたくさん出てきて邪じや魔まするし、そしてなんとびっくり！」

　また映像が切り替わる。

　なんだ。こんなことになんの意味があるってんだよ。無数にあるフィルム全ての映像がそれに変わる。あの時の映像。俺の中で未いまだ焼きついて離れない、未耶が惨ざん殺さつされた時の、邪神と一体化した、あの最悪のワンシーンに。

「可愛かわいい可愛い幼おさな馴な染じみが邪神の生いけ贄にえになって殺されちゃいましたー！　きゃー、神様がなんとかしてくれなかったら今頃自殺してたかもねぇイツキ？」

「お前、なんで、そんな……」

「わぁ、グッロ……ねえイツキ。本当にあたしこんなんになってたの？」

　ああ、そうだよ。この映像、『アカシック年代記レコード』のものなんだろ。だったらここに映ってることが全て真実だって、お前自身がよくわかっているはずじゃないか。

　そうだ、真実だ。

　俺が未み耶やを死なせた。今の未耶が笑っているのは、あの時の失敗を帳消しにしてくれた、神様姉妹のおかげだ。

「じゃあ次！　三カ月前のしゅーがくりょこー！　これもこれで大変だったよねぇ。ま、そう言っても、あたしゃなにも知らなかったわけで……」

　次に映るのは京きよう都との映像。

　そう、ここでもリヴルがいた。未耶もいた。敬けい一いち郎ろうや小こ牧まきもいた。エレシュキガルを助けるために『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』を封印しにいったのだ。そして出会った、金こん野のカナと、彼女の従者であるセットゥ・アルジャントリ。二人がいてくれなかったら、俺はきっとなにもできなくて。

「ついこないだだったはずなのになんか懐なつかしい感じー。なんでかな？　色々あったからかな？　あたしは楽しくやってたけど、イツキの本当の目的は死書の封印にあったわけでぇ……うぎゃー、あのお化けとか超キモい。よくこんなのと戦ったねイツキ？」

　あの茶坊主の呼びだした化け物たちが、やはり画面に映し出される。そしてそれと対たい峙じする、俺やリヴルの姿も。そうして二人だけで戦っていて、だからこそ、銀の武器を構える金髪の少女が、得意げな顔で最後に現れた。

「カナちゃんの力を借りてなんとか勝利！　さっすがイツキ！　そう、そんでもってここ！　ここ大事！　イツキが必死になってたの、紫の神様のために奔ほん走そうしてたのも間違いないんだろーけど、実はあたしを巻き込みたくなかったってのもあるんでしょー！　やぁん、もう、未耶ちゃん照れちゃうぜー！」

　俺の心情まで、余すところなく未耶に筒つつ抜ぬけ、か。

　イシュタルもそうだった。俺の心中、全て見抜いていた。そんな、神様みたいな芸当をしないでくれよ、未耶。思わず俺が身を守るように腕を抱くと、それを見たリヴルが更に一歩前に出た。俺を守るかのように。

「はーい次！　夏休み直前に、イツキが呼ばれちゃったのはアリスちゃんのワンダーランド！　これ、ユズキちゃんの誕生日の前日だったんだよねぇ。イツキも大変だったよねぇ。でもー、この時あたしがいなぁーいつまんなぁーい！　でもあたしの偽にせ者ものが現れてぇ、それを争って赤あか崎さきくんとイツキが大バトル！　きゃーんもうやだぁー、未耶ちゃんモテモテ？」

「事実誤認があります矢や口ぐち未耶。あの時二人が争ったのは、赤崎シン様が私し怨えんによってイツキ様を」

「はいはいメイドちゃんうっさぁーい。今はあたしがレポーターなのよけーなこと言わないの！」

　次は、『不思議のアリス・イン・国のアリスワンダーランド』か。アリスの姿、赤あか崎さきシンやユズキ、ワンダーランドの中で姿を変えられた俺たちの姿が次々と映る。自分たちが必死になっていた時は余裕なんてなかったが、こうして自分自身を、フィルムの中のドラマとして見せられると、どうしてこうまで滑こつ稽けいになるんだ。

　熱くなって、必死になっていたはずの自分自身が、三文芝居のようにすら見えてくる。

「最後はぁ、街で起きた連続傷害事件ー。あわや会長が犯人!?　とか疑って、槙まきくんも襲おそわれちゃって、一方で図書館には双子の女の子のほうが出てきて、イツキ一人じゃ全部抱えきれなぁい！　どうしよっか!?」

　また画像が変わる。緑みどりヶが丘おかユカリ、そしてヒカリ。青の双子。協力してくれた母、卯う月づき。そして『英雄エロイカ』。俺が会長に振り回され、散々な目にあって、それでも会長と協力してなんとか『英雄エロイカ』を封印し、緑ヶ丘ヒカリも『演奏家プレイヤー』となってくれた。

「そう！　ここでイツキはあたしの超ヒントによって犯人を見つけることができたのでーす！　ねえ感謝は？　感謝してくれないのイツキってばー？」

「お前は『アカシック年代記レコード』に書いてある通りの結果を導き出しただけだろうが。今まさに、この状況に、俺たちを持ってくるために」

「そだよ？　あたしは通り魔事件もイツキの役目ももう！　ほんっとーにどーでも良かった！　あたしはイツキに知ってほしいの！　あたしは！　イツキの！　敵だってことをさぁ！」

　情緒不安定気味に叫ぶ未み耶やは、そうだ、やっぱりいつもより感情の振れ幅はばがピーキーで、危なっかしい。やっぱりいつもの未耶じゃない。でも、だからといって、俺は未耶を敵だなんて思うことなんてできなくて。

「まあ実はワンダーランド事件の直後……夏休みのうちにあたしはアカシャと出会っていたわけで……メイドちゃんはちょっと気付くの遅かったのかな？　まあそれだって予定通り。アカシャが見た、必然の隙すきだったんだけど」

　一月以上も。

　未耶は『アカシック年代記レコード』を所持しながら、それを隠かくしとおしていたのか。この今まで起きた映像を見て、知らぬはずのことを全て知りながら、ごくごく普通に？　ならばそれは、とても辛つらくて、そして怖こわいことじゃないのか。

「わかりませんね矢や口ぐち未耶。こんな大おお仰ぎような『アカシック年代記レコード』の空間に連れてきて、今までの封書の経緯を映像として見せただけではないですか。その中に貴女あなたがイツキ様を怨うらむ理由があるとでも言うのですか」

「ある！　それがあるんだよメイドちゃん！」

「それは、イツキ様が貴女あなたを間違って死なせてしまったから……？　ですがあれはイツキ様の責では」

「はぁ？　そんなことで怨うらめないよ。だってあの時イツキはあたしを助けようとしてくれた。できなかったのはただ力が及ばなかっただけ。そんなことで殺そうなんてしない。ねえ、二人とも気付かない？　本当に気付かないの！　あたしはごくごくふつーで、ちょっと可愛かわいいだけの、でもイツキとずっと一緒にいたことだけは誇れる女の子だよ？　そんなあたしがイツキを殺そうなんて思う、その理由が！」

　違うのか。

　てっきり俺は、死なせてしまったことを糾きゆう弾だんされるのだと思っていた。でも、未み耶やはそれが理由ではないという。では一体なんだ？　俺が、フィルムを巻き付けた黒いドリルで殺されかけるような、そのわけは。

「あたしがいない」

　絶望の表情だと思った。

　どこかフラットな感情の浮かぶ、今の未耶の相を、人は絶望と呼ぶのだと知った。

「ねえ、なんで？　なんで？　見てよ、見てよこれ。今まで、全部イツキがいる。戦ってる。あたしのために戦ってるんだよ？　いつでもどこでも、イツキの頭の中にあたしがいた。それは間違いない。でもさ、じゃあ、なんで？」

「なにが──」

「なんでイツキの隣となりに、いつもあんたみたいな女がいるのよ！」

　映像は、また切り替わる。俺だ。俺と、リヴル。本に書きこむ俺と、戦いを続けるリヴルの映像だ。今までずっと、二人で戦ってきた。それはそうだ。だってリヴルは俺の従者なのだから。二人一組なのは当たり前で、そうしなきゃ戦うことすらできない。

「……未耶、それは。俺が戦うために」

「理由なんてどうでもいいのよ！」

　叫ぶ。頭が割れそうに痛い、とでも言うように。両手で自分の髪かみをわし摑づかんで、未耶は悲痛に叫ぶ。

「二人じゃないと戦えない？　従者だからいつも一緒？　わかってるわよそんなこと！　で？　だからなに！　だから大好きなイツキが別の女と一緒にいるの、黙だまってじっと見ていろとでも言うわけ！　あたしに応えてくれなかったイツキ。でもそれでも、まだあたしは好きなのに！　それがこんな、つい最近知り合ったばっかりの、得体の知れない気味悪い女と一緒にいるのを黙って見てろって!?　やだ、ちが、あたし、あたし嫉しつ妬とばっかりで……」

　未耶がぼろぼろと泣きだした。歪ゆがんだ顔が痛々しくて。

「お前……だって、俺はお前に」

「そうだよ、あたし、あたしイツキのこと、もう好きじゃないなんて言っちゃった！　なにそれ、おかしいでしょ、死ぬ前のあたし！　あれは、だってイツキがあたしを見てくれなくて、もう諦あきらめようと思って……でもそんなの無理！　今なら、一度死んで生き返って、あの時のことを見てきた今ならよくわかるの！　イツキが絶対に振り向いてくれなくたって、あたしはどぉーしよぉーもなく、好きなの！」

　未み耶やは後悔している。記憶にはないはずで、でも『アカシック年代記レコード』が教えてくれた確かな自分の過去を、悔いている。自分とは思えない自分のやったことに、未耶はどこまで怒ることができるのだろうか。

「だから、殺す……！　もう嫌いやだ！　もうこんな、ぐるぐるした感情は、嫌なの！　だから殺すの！　イツキさえいなくなればこんな想いも消えてなくなるから、だから……！」

「ではイツキ様が貴女あなたを愛せばそれで済むと？」

「うるっ……せぇんだよ紙かみ屑くずがぁ！」

　泣いた次は、吼ほえた。

　普段の未耶からは考えられないような乱暴な言葉で、なんだこれは、いつの間に、そこまで激しい精神の振れ幅を持つようになってしまったんだ、未耶。不安定で、危なっかしくて、それでいて目だけは力がこもっている。たとえ、そこに宿っているのが狂った力だとしても。

「はぁ？　イツキがあたしを？　ダメなんだよ！　無理だっての！　そんなことはぁ、そんなことはさぁ、あたしが、このあたしが一番よくわかってんの！　もう後には退ひけない。こんなことしてるあたしを、イツキが好きになってくれるはずなんかない！」

「いや、未耶、待てそれは」

「うるさいうるさいうるさい！　うるさい！　もう全部わかってる！　あたしはこれから起きることも、これからなにをどう選んでいけばいいかも！　『アカシック年代記レコード』のおかげで全部わかってるのよ！　あたしはイツキを殺す！　イツキを殺して、全部なくなって、あたしも死んでそれで終わり！　それで！　全部！　終わりだぁ────ッ！」

　右手が翻ひるがえる。黒く、黒く、包帯のようにフィルムが巻き付いた右腕が揺ゆれる。

　それが合図だったのだろう。空間のどこかから出現したフィルムのドリル、円えん錐すい形けいのフィルムの集団が、八方から俺たちに襲しゆう来らいした。まるで触手のようなその動きは、けれどどこにも迷いがなくて。

「イツキ様！　失礼いたします！」

「ぐ、っ!?」

　腹部を、背骨までねじるような力で摑つかまれる。リヴルは一いつ瞬しゆんで俺を抱かかえ、そのまま走りだした。リヴルの後を追うドリルは地に突き刺さるばかりで、リヴルの速さに敵わない。床の黒いフィルムに飲み込まれたドリルは、また別の場所から俺たちを狙ねらって出現する。

　ダメだ。狭すぎる。

　リヴルの機動力が活いかせるような場所ではないと、すぐにわかった。抱えられて息苦しいが、それ以上に。

　一いつ瞬しゆん見えた未み耶やの顔のほうが、苦しそうだった。

「イツキに！　汚い手で！　触らないでよぉ！」

　上。

　リヴルがどこへ避けるか、知っているかのように。リヴルがコンマ一秒後に到達するであろうその地点を先読みして配置したかのように、ドリルが上から降ってきた。軌き道どうを変える間もない。脳天から俺とリヴルごと貫つらぬかれる。それが簡単に予想できた。

　これが、『アカシック年代記レコード』か。

　気のせいだろうか。リヴルが小声で謝った、ような気がした。それはそうだ。未耶が本気をだして間もない内に、こうもあっさり敗北してしまえば。俺を助けるために現れた従者にすれば、きっと謝ることしかできなかったのだろう。リヴルが死んだら、俺もすぐに死んでしまう。あの辛つらい表情の未耶を、そのままにして。

　死んでしまったと、そう思ったのに。

「ぬるい」

　見えたのは、まず白銀。

　黒いフィルムを吹き飛ばす、銀色の旋せん風ぷう。俺たちの死体があるべき場所には、銀色の鋼はがねの塊かたまりがあった。兜かぶとの前面を下ろし、鬼神と名付けてもいいような存在感を放つ。光り輝く銀色の女。俺を殺しかけた神。
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　まるでリヴルのために道を切り開くかのように、その手にもった武器でフィルムを薙なぎ払っていた。

「イシュタル……お前、どうして」

「助けられちゃったねぇ、まあ知ってたけどぉ」

　甲かつ冑ちゆうの女神は答えない。

　対する未み耶やは、突然の女神の闖ちん入にゆうに驚いた様子もなく、ふわふわとした態度を崩くずそうとしなかった。どうせ知っていたのだ。この女神が助けに来るのだと。俺の知らない、一手先の世界を、こいつらはしっかりわかっていやがるから。

「この二人、もらっていっても構いませんね。矢や口ぐち未耶」

「えー、いっけないんだぁ。イツキ、午後の授業はサボっちゃうのぉ」

「黙だまりなさい、死にぞこない」

「……あぁ？　ちょっとしたことですぐ人殺そうとする疫やく病びよう神がみがあたしをゾンビ呼ばわり？」

　俺はもう、疲つかれていた。

　この対話の渦か中ちゆうには、俺がいるのか？　俺のせいで引き起こされたことなのか。でも、だとしたら、俺は今、なにも考えたくない。リヴルに情なさけなく抱えられたまま、イシュタルと未耶の二人がその瞳に苛いら立だちをともすのを、ただただぼんやりした瞳で見ているだけだった。

「いーよ好きにして。どうせわかってる。ねえイツキ。イツキはまたあたしのとこに来るよ？　あたしに殺されるために、あたしのとこに来るんだから」

「いいでしょう。そんなことにはならないと思いますが……従者！　『筆記官ライター』を連れて来なさい！　ここから死し想そう図書館に戻ります！」

　再び、閃ひらめく銀色。黒いフィルムを、イシュタルが日本刀によって一刀の下に引き裂さいた。

　まるでカーテンを切り裂いたかのように、空間がひらひらと歪ゆがむ。目め眩まいがしそうなその光景。いや、そもそもこの空間にやってきた時から、俺は目眩ばかりだ。逃げ出したくなる事実ばかりで、本当死にたくなる。

　今まで化け物やら死し書しよやらは散々に相手してきたが、そうだ、人間は初めてだ。

　ましてやそれが、幼おさな馴な染じみの矢口未耶だなんて、そんなことが。

「じゃあねーイツキ。明日はサボっちゃダメだぜー？」

　気楽な、それでいて酷こく薄はくな未耶の声が、俺を苛さいなむ。

　俺はイシュタルに先導され、リヴルに荷物のように抱えられてから、その空間のカーテンの向こうへ抜けた。馴染みのある、黴かびと紙の匂においがした。死想図書館の奥で眠る死書たちの匂いだ。今、俺が戻れる場所は、あの死想図書館だけだ。

　日常も異常も、その境は俺の中で意味をなくした。未耶と『アカシック年代記レコード』がつながったその時から。

　最初は忌いま々いましかったあの場所が、今はすぐにでも帰りたい場所になっていた。

「ばいばい、イツキ」




　リヴルに支えられ、俺はデスクに座った。どこも怪け我がしていないのに、まるで重傷を負った兵士のようだった。本ほん棚だなの向こうには心配そうに俺たちを覗のぞく褐かつ色しよくの死し書しよ、足元にはすり寄ってくる黒猫。それ以外にも、諸々の死書たちのざわめきが聞こえるかのようだった。当然だ、俺の目の前にイシュタルが仁王立ちしてやがるわけで。そりゃみんな怖がるだろう。

「イシュタル……助けてくれたのはありがたいんだが、顔を見せてくれないか。いつまでも戦せん闘とうモードでいられちゃこっちが困る」

「そうですか。それは失礼を」

　がしゃりと、兜かぶとが九十度、上方に回転して、冷たい目の女神がその顔を見せた。

「イツキ。無事じゃったか」

　エレシュキガルも来てくれた。ふむ、心配してくれたのはみんな同じ、ということだろうか。もちろん真っ先に駆かけつけてくれたのはリヴル・ブランシェ、俺の従者なわけで、それについてはいくら感謝しても足りないわけなんだが。

「ああ……なんのきまぐれか、そこの女神様が助けてくれたおかげでな」

　とはいえ、そうなることをすら、未み耶やは予測していたに違いないのだ。

　俺は、どうすればいいんだ。未耶は辛つらそうだった。助けられるのか？　俺が。そもそもなにをすれば、俺は未耶を助けることになるんだ。もう全て終わってしまって、なにをしても未耶を助けるなんてことはできないんじゃ。

　アイツから『アカシック年代記レコード』を取り上げれば、それで済むようなことなのか。

「先ほどから、助けた助けたと言っていますね、『筆記官ライター』」

「ん？　違うのか。いや、あんたにはあんたの思惑があったのかもしれないけどさ、あんたがいなくちゃ二人とも今頃死んでたんだぜ。だったら礼を言うのはそんなにおかしいことじゃないと思うんだが」

　リヴルが慣れた手つきで、俺の目の前にカップを置く。とりあえずここに来たら、リヴルの紅茶を飲まなくちゃ話にならない。もはや習慣だ。赤い液体を渇いた喉のどに押し込んでから、イシュタルを見た。

「そうですか。それはなによりです。こちらの行為は無む駄だにならずに済んだということですね。では──私の用件を済ませても？」

「ああ。なにかあるのか」

　もっとも、未耶のことがあった今では、イシュタルの用件など、それがどのようなものでも些さ事じに思えるのだろうが。

「死んでください、『筆記官ライター』」

「……あ？」

　眉み間けんに、輝く先せん端たん。

　長く巨大な日本刀だ。いや、寸止めですらない。わずかに反った大太刀の先端が眉まゆの中心に触れている。冷たい感覚。額から流れ落ちる、熱い血の感触。この女神なら容易たやすいだろう、この太刀を押し込んで、脳のう漿しようをズタズタにすることが。

　この場にいる誰も、それに反応できなかった。

「お、お前もかよ……どいつもこいつも……っ！」

「貴方あなたを矢や口ぐち未み耶やから助けたのは間違いないかもしれませんが、貴方の命を守ったわけではありませんよ『筆記官ライター』。処刑は私が実行します。よろしいですねエレシュキガル？　せめて安らかに死になさい『筆記官ライター』」

「ま、待てっ！　ざけんな、殺される理由が！」

「あるに決まっているでしょう」

　窮きゆう地ちを脱したと思ったら大間違いだったらしい。

　大体、いつもいつもどうしてお前はそう突然なんだよ。人に刃物を突きつける趣味でもあるのか。その全身にくくりつけた武器でしか会話できないのかイシュタル。コミュニケーション不全にもほどがあるだろう。

「矢口未耶が全てを知ってしまいました。いえ、貴方の封ふう書しよの役目を知る程度だったらまだいいのですが、自分が死んだことすら自覚した。どんなものであれ、一度死んでから生き返るなどあってはならないのです。特とく殊しゆな事例での再生を彼女は知ってしまった。自分が死んだことなど、人間が知ってはいけないのですよ。人が人として、正しく生きられなくなってしまう」

　淡々と。イシュタルは告げる。

「もはや彼女はただの人間ではありません。自ら復活を自覚した。おまけに持っているのは『アカシック年代記レコード』です。もはや、この世界の規律を崩ほう壊かいに追いやる可能性すら孕はらむ邪神と言ってもいいでしょう。その気になれば彼女に不可能はないでしょう」

「やめろ、そんな言い方……！」

「貴方が私に文句を言える立場だとでも？　原因は全て貴方にあるのですよ『筆記官ライター』。よくもまぁ、ぬけぬけと彼女に全て知らせてしまいましたね。封書に励はげんでいたのはいいですが、かといって蔵書の監視がおろそかになっていてはなんの意味もない。職務怠たい慢まんと言われても仕方がないのでは？」

「あ、姉者……相手があの『アカシック年代記レコード』では分が悪かろうよ……そこまで責めずとも」

　イシュタルは完全無視だった。

　そうか。俺は未耶に殺されるとか助けるとかそれ以前に、こいつに殺されるのか。神様だもんな。二度目はないって言ってたし。未み耶やを生き返らせる特例を使ってまで、挙あげ句くにこのザマでは、イシュタルも怒りたくはなるだろう。

　抵抗、できるか？　無理だな。少しでも反抗の意志を見せた瞬しゆん間かんに、ずぶりと日本刀が眉み間けんを貫かん通つうすることだろう。いくら頭を巡らせても、額に触れた神の刃を引き剝はがす方法は思いつかなかった。というか、この窮きゆう地ち、抜け出すことすらバカバカしいとさえ思える。

　だって相手、神だし。

「もっとも。私も鬼ではありませんし、貴方あなたに恨まれたくもありません。最初に貴方を殺してあげるのですから、その点だけでも感謝して頂きたい」

「……あ？」

　だから。

　人生なんてものを手放しかけた俺の心が、再び生きることに執着した理由は、間違いなくイシュタルのその言葉のせいだった。今、なんていった。最初にって言ったよな。てことは、俺を殺してから、また別の誰か、を。

「なんで……俺が死ねば済むんじゃ」

「誰がそんなことを言いました？　貴方の次は矢や口ぐち未耶を。知ってしまった彼女はもはや消失させる以外に手立てがありませんから。『アカシック年代記レコード』も持っていますし、邪じや魔ま立だてされることも考えられますが、まあどうにかしてみせましょう。神の名にかけて。少なくとも貴方に心配されることではありませんよ」

「なっ……ふざけんな。心配とか、そういうことじゃなくて……」

「ついでにこの死し想そう図書館の死し書しよも処分してしまいましょう。全部とは言いませんが、力あるものはそれだけで厄やつ介かいです。良い機会ですから検けん閲えつでもしましょうか。『アカシック年代記レコード』のみならず、少しでも危険と判断すれば全て処分の対象です。そうすれば今後、死書による同様の事件は起きようはずもないですから」

　空気が色めきたつのが、わかった。

　当然だ。死想図書館の死書を処分なんて。それをこの場で言うことは、敵陣の真ん中で皆殺しを宣言したようなものだ。数えるもの馬ば鹿からしいほどの無数の死書たちを相手に、正々堂々と喧けん嘩かを売りやがった、この女神。

　足元の黒猫が、毛を逆立てて威い嚇かくした。アリスに落ちつけというよりも先に、吐と瀉しや物ぶつのごとき色をした犬がイシュタルへ襲っていく。イシュタルはそれを、太刀を持たぬほうの腕で長刀を抜き、一刀のもとに切り捨てた。

　長刀を回転、曲芸のように扱って、背後の『ティンダロスの猟りよう犬けん』を両断したくせに、太刀をもつ右手はぴくりとも動かなかった。まあ動かれたら俺死ぬんだけど。

「……ちょっとイシュちゃん？　っざけたこと言ってんじゃないわよ♪　エレちゃんが必要だと思ったからここがあるんでしょ？　あんたの勝手で死書を検閲だなんて、そんなふざけたことしていいと思ってんの？」

「『邪神秘法書ネクロノミコン』。いくら貴女あなたでも問題にはなりません。不満があるなら来なさい。真っ先に処分して差し上げましょう」

　長刀で惨ざん殺さつされた猟りよう犬けんは、吐と瀉しや物ぶつの臭いを撒まき散らしながら消えていった。なんの問題もないとばかりに、イシュタルは冷たい瞳で褐かつ色しよくの死書を見る。もう必要なくなった廃はい棄き物ぶつを見るような目だ、と思った。

「待ってくれよ。死書たちは……あいつらは関係ない……！」

「お兄さん……」

「貴方あなたがいなければ、ここはエレシュキガルの望む空間であったかもしれないですがね。貴方のせいですよ『筆記官ライター』。私は不穏分子を徹てつ底ていして排はい除じよするのみです。ここにある死書、おそらく九割は危険なものでしょう。魔導書は言うに及ばず、『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』や『不思議のアリス・イン・国のアリスワンダーランド』ですら、条件さえ整えば強大な力を発はつ揮きすることが判明しました。いっそ燃やしてしまうべきだとは思いませんか？」

　思わないね。

　どこにも行く場所がないからここに来た連中だ。そりゃ閉じ込めてたんだから文句も言うし、自分勝手だし、隙すきがあれば逃げるだろうさ。でも、危ないからって全部消してしまったら、こいつらは本当に消えてしまう。誰かの想いが、死んでまでここに集つどった想いが、本当に消えていってしまうのだから。

「まあ貴方の気にすることではありません。それではさようなら『筆記官ライター』。二度と会うこともありませんが」

　鋼はがねの先せん端たんが、脳のう髄ずいをぐしゃぐしゃにかき混ぜるだろう。

　神の作りだす速度で刃が奔はしる。少なくとも俺にはそう見えて、じゃあそれを観測してこうして感情を生み出している俺はもう死んだのか？　いや。違う。この場における対抗策がただ一つだけある。俺がたとえわずかも動けなくても。

　次々と展開する状況に、ただ思考だけが追いつく。この場でイシュタルに対抗できるのは。

「それは……少し、暴論じゃろうよ、姉者」

　額に触れた刃を、それが突きこまれる前に動けるのは、神以外にない。

　エレシュキガルは俺の頭部に致命的な傷が作りだされる前に、その刃を掌しよう底ていで右方に弾はじいてずらしたのだ。日本刀の抜き身は俺の耳の横を冷たくかすめただけで、生憎あいにくと俺の恐怖はまだまだ消え去ることはなかった。

「イツキは良かろう。二度目はない。そうじゃな、余もそのことには納なつ得とくした。確かに今の矢や口ぐち未み耶やは、秩ちつ序じよという意味ではイレギュラーな存在。直接の原因もイツキにあろうな？　手助けできなかった我らの落ち度を無視すれば、じゃが」

「貴女は風か邪ぜ。私はそもそも死の施し設せつは管かん轄かつ外がいですよ。今回の責は『筆記官ライター』にあると言えるでしょう」

　いつかの、ハートの女王を思い出す。あの時のイシュタルは可愛かわいらしく着飾っていたが、俺を糾きゆう弾だんするその姿勢を見れば、結局中身は一緒だったってのが今更ながらによくわかる。

　そしてそれを、目の前の小さな女神がかばってくれるのも、また同じ。

「だからと言って、死し想そう図書館の検けん閲えつなど。唐とう突とつ過ぎる」

「今回のことに死し書しよが大きく絡んでいるのもまた事実。他の書がこのようなことをしないと言いきれますか？　まだ逃げている死書もある。再封印したものならばともかく、それ以外はまた隙すきをついて逃げる可能性があるでしょう？　まだエレシュキガルの力は完全ではない。この図書館は隙だらけなのですよ？」

「んな事するのは『アカシック年代記レコード』だけでしょ！　最初に封印が緩ゆるんだ時に出て行かなかった死ヤ書ツらは、そもそも逃げる気がないんだから！　あのアカシャのフィルムは、エレちゃんやリヴルちゃんがそう考えているから、それを逆手にとったのよ！」

『邪神秘法書ネクロノミコン』の言っていることは、正論だ。

　だがそんな正論がこの女神様に通じるとは思えなかった。だって、相手は神だ。神はいつでも、誰よりも、正しいのだ。神のやることに間違いなどありはしないのだ。なぜなら神様だから。俺たちが掲かかげる程度の正義、正論なんて、こいつの前ではなんの意味もないのだ。ふざけんな。

「そこをどきなさいエレシュキガル。私が殺さなくても、矢や口ぐち未み耶やによって死ぬ男です。様々なものが消える様は見たくないでしょう？　だったらここで消し去ることこそが、神の慈じ悲ひと言えるのではありませんか？」

「既すでに何冊も死書を封印したイツキの実績はどうなるのじゃ。矢口未耶が死んでおればできなかったことじゃ。あの事実を帳消しにしたからこそ、死書が帰ってきたのじゃろう。なあお主ら！　そうであろうな！」

　図書館がざわめいた。死書たちがエレシュキガルの言葉に呼応するように、本棚の隙間からその声を巡らせる。なあどうするイシュタル、ここではお前がアウェイだぞ、それでもお前はただただ神の名前で、神の判断を貫つらぬき続けるのか。決して壊れない鋼はがねのように。

　それはもはや、誰も近づけない抜き身の刃で。

「姉者、頼む……少しで良い。猶ゆう予よをくれぬか」

「それで事態が解決するのですか」

「せめて、あがくことくらいはできよう」

「溺おぼれる者があがいても辛つらくなるだけではないのですか？　ならばいっそ一息に沈しずめてやるべきでは？　どちらが楽だと思いますか、エレシュキガル」

「どちらがより辛いのか、という話ではない。あがくこともできぬ無む惨ざんさを、姉者とて知っておろう」

「あがくことの無意味さも、よく知っているつもりですよ」

　神の対話だ、と思った。

　俺はこいつらの意見一つ、意志一つでどうとでもなる、なってしまう。リヴルすら動けぬ二人の女神の気迫にあてられるだけで、目め眩まいがしそう。変えられぬ運命とやらの大きさに、圧倒され、呆ぼう然ぜんとする。

　ふざけるな。てめえらまとめて黙れ。

　俺はもう見たくない。未耶のような酷ひどい光景を見たくなかっただけなのに。

「……退かぬつもりですか、エレシュキガル」

「姉者の心が変わらぬのであれば」

「わかりました、では」

　だから見たくねえって、言っているのに。

　イシュタルの大太刀が閃ひらめいた。ざくり、ぐぢゃん、と二回だけ。エレシュキガルが動かなかったのか、動けなかったのか、そんなことも俺にはわからなかった。わかるはずもなかったのだ。

　だから。

　薄い紫むらさきの布を裂さいて、心臓から肩甲骨の中心まで抜けた鋼はがねの刃は、そのまま引き抜かれ、小さなエレシュキガルの肢し体たいが倒れこむ前に、イシュタルは大上段に振りかぶった太刀を、まるで薪まきでも叩たたき割るように、自分の妹の脳天に落とした。

　入った。

　反った刃は、頭ず蓋がいを半分まで斬きりおろした。きっとあれは、眉み間けんから鼻までをも断ち切ったことだろう。

「では、これでいいですね。エレシュキガル」

　ぶしゅぶしゅと、穴のあいた胸から血を撒まき散らして、紫の女神はその場に倒れた。

　そうか。神の血も、人のように赤いのか。

　血なんてもう、嫌いやなのに。

「て……めぇ……！」

「エレシュキガル様！」

　リヴルが素早く女神に駆かけ寄った。俺もすぐさま立ち上がって、惨ざん殺さつされたエレシュキガルの息があることを確認して、そのままイシュタルを睨にらみつけた。良かった、ここまでされても、神ってのは死なないことに、少しだけ安あん堵どしたけれど。

「なんでだ、イシュタルッ！」

「神がこの程度で死ぬものですか。神の消しよう滅めつは世界の消滅ですよ？」

「ンなこと言ってんじゃねぇ！　どういうつもりだ！」

「やっと、死相が消え去りましたね『筆記官ライター』。その生意気な顔でこそ貴方あなたです」

　イシュタルは全く動じない。

　未み耶やと対たい峙じして忘れかけていた人間らしい感情が、一気に噴ふん出しゆつするのを感じる。怒気を声に含ませてみても、イシュタルはやはりただ淡々と告げるばかり。エレシュキガルに人間らしい感情を全部取られたみたいに。

「なに、単なるけじめです。少しは痛い目を見て頂かないと。我わが侭ままばかりの妹ですからね」

「あぁ!?」

「五日、としましょう。短いなどとは言わせませんよ」

　五日。なんだ、それは。

　その間、俺はエレシュキガルの望むままにあがいて、あがき抜いて、それでもどうしようもなくてお前に殺されろというのか。ただ五日、先延ばしにしただけで？　五日で一体、なにをしろと。だったら今すぐ殺してくれたほうが。

　いや、ダメだ。

　そうしたら未耶は？　図書館はどうなる？　俺が死んだ後、イシュタルはどれだけ好き勝手をする？　俺は、それを防がなくてはいけないんじゃないのか。俺が死んだら、誰が守れるんだ。いや、俺はもう、守れなかったのか？

「謝れよ……」

「はい？」

「五日、いいだろう。わかった。もらうからよ、俺の寿命は残り五日、神様からきっちり頂いたぜ。だからお前も信義を見せてくれ。頼むよイシュタル。せめて妹にくらい、一言、謝ってみせてくれよ！」

「なにをですか」

「妹に刀ぶっ刺したことに決まってんだろうがよぉ！」

　しばらく、間があった。図書館に響ひびくのは、ただエレシュキガルの呻うめくような声ばかりだった。どんな理由があっても、たとえ神だろうと、それは俺とユズキの関係とはまた違うのかもしれないけど、だからって妹に刀を突き刺すのは、やっちゃいけないことだろう、なあ、イシュタル。

「……なるほど。それはすみませんでしたね、エレシュキガル」

　血まみれのエレシュキガルが、吐と息いきを漏もらしてなにか言ったようにも聞こえなかったが、そこから意味のある言葉が出てくることはなかった。あるいはそれは痛みに呻くエレシュキガルの呼気でしかなくて、そもそも言葉ですらなかったのかもしれないが。

「では、五日後に。私の軍勢がここを訪れます。精々抗ってみせなさい。しかし手間をかけさせないであげてくださいね。私の部下は融通がきかないのです」

「軍……勢？」

「今、融通がきかないのは私もだ、と思いましたね？　間違ってはいませんが、まあ良い機会です。見せるのも悪くないかもしれませんね。私の軍、あまねく神の使いを。人の考える御み使つかいとは姿形もいささか違うでしょうが、特別ですよ『筆記官ライター』？」

　イシュタルは、槍やりを取り出した。穂先に近い部分を持って、鋭するどい先せん端たんを顔に近づける。自殺でもするのかと一いつ瞬しゆん考えたが、違う。槍の穂先を口元へと持っていく。そして、軽い動作で嚙かんだ。

　カナじゃねえんだから。無機物を食うな。

　イシュタルは先端を嚙み砕き、口に含んで更に粉ふん砕さいする。金属同士の擦こすれる音、歯によって粉々にされる鋼はがね。高い音はそれだけで不快で、可か聴ちよう音域ギリギリのそれに俺は逃げ出したくなってしまう。

　その内、イシュタルは、口に含んだ金属片を吐はき出した。唾つばでも吐くように。

「失礼」

　一連の儀式は天あま照てらす大おお神みかみの占いを連想させる。『古こ事じ記き』の女神はそれによって新たな神を生み出したが、イシュタルの場合はどうなのか。

　吐きだされた金属片。床に落ちたそれが、突然に質量を増した。増える。増ぞう殖しよくする。しかし生き物ではなく、まるで機械が変形するように、システマティックな動きで別の形を作り出していく。金属の中に歯車やシャフト、あるいはネジやゼンマイのようなものまで見えた。

　人型、ではある。全身が金属で成形された人型。甲かつ冑ちゆうとは違う。どちらかというとオートマタ、からくり人形を連想した。頑がん健けんそうな装そう甲こうの隙すき間まから、内部のからくりが見えている。それだけならば脆ぜい弱じやくにすら見えるが、イシュタルの使いであれば甘く見ることはできない。

　顔はない。つるりとした頭部には、直線の溝が刻まれていた。その単なる模様のような溝に表情を見ることができる気もしたが、所しよ詮せんは気のせいかもしれなかった。腕に構えているのは、先ほどイシュタルが先端を嚙み砕いたそれと全く同じ形状の槍だった。

「我が兵です。五日もあれば、同様の兵を、ここの蔵書と同じ程度には創りだすことができるでしょう。存分に待っていなさい、この図書館の終わる日を。二度とこのようなことが起きぬように、危険な死し書しよを全て排します」

　からくり兵は、動かない。イシュタルの命令があれば、この名もない兵隊は軍勢となり、この場所を襲おそうのだろうか。イシュタルはやると言えば必ずやるだろう。とんでもない数の軍を呼び出してくる。

「あと五日、精々あがいてみせなさい。その絶望的な状況で、限られた時間を有効活用し、貴方あなたがなにをなそうとするのか、その点について私は少しばかり興味を持っています。もっとも、なにかできるはずもないのですが」

　俺ではどうせなにもできないってことかよ。そりゃどうも。

「別に貴方だけではありません。そうですね、もし黒くろ間まイツキ、貴方のその絶望的な状況に解が存在するというのであれば、私も知りたいですね。今までの事件のように、どこかに解決策があれば良いのですが……どうでしょう？　考えれば考えるほどに、あがけばあがくほどに、泥沼の状況に沈み、なにもできないという答えばかりが突きつけられるはずですよ」

　神様がその千里眼で見通したのならば、そうなのだろう。俺にはなにもできない。神様が決めたことに逆らえるはずもないのだ。俺なんかに。

　未み耶やを助けられなかった、俺なんかには。

「そう、五日でなにができるはずもないのですよ、『筆記官ライター』。もしそのことを貴方あなたが再確認すすために必要な期間が五日であるというのならば、それを貴方に与えるのもやむなし、というところでしょうか」

　無力さを痛感させるための五日？　なにもできないのだと知らしめるための？

　なにが慈じ悲ひだイシュタル。結局俺を痛めつけるための処置じゃないか、それは。そうでもしないといけないのか？　そこまで俺を追い詰めて、そうまでしないと神の務めというのは果たせないものなのか。

「では」

　イシュタルはそれで役目を果たしたとばかりに、がちゃりと踵きびすを返していく。鋼はがねの兵も無言でそれに続く。『邪神秘法書ネクロノミコン』が今にも殺しそうな瞳でイシュタルとその使いを睨にらみつけても、肩に埃ほこりが乗った程度にしか感じていないようだった。冷たい瞳の鋼の女神は、俺とリヴルと、無数の死書たちの敵意を知っていてもなお、悠ゆう然ぜんと歩いたままで。

　誰も、なにも言えなかった。

　俺も動けなかった。リヴルが手早くエレシュキガルの応急処置を始めていて、神様に治ち療りようが必要なのかどうかなんてわからなかったけれど、俺はただ深く椅い子すに身体からだを沈める。未耶に殺されかけて、イシュタルに殺されかけて、お前の命はあと五日なのだと告げられた。なんだこれは。この悪夢の連れん鎖さはなんなんだ。

「くそっ……こんな、なんだこれ……」

　呟つぶやきには、誰も答えてくれず。

　これからどうするべきか、なにをすればいいのかさえもわからず、俺はただ身体を深く椅子に沈めた。全てが夢であったらいいのにとすら思ったのだが。

　生憎あいにく、ここがもう既すでに、夢の中なのだった。




　どのくらいそうしていただろうか。

「イツキ様。エレシュキガル様の治療が完了しました。応急処置程度ですが」

「手当てなど必要ない。余は神じゃぞ」

　強がるエレシュキガルだが、ミイラみたいに顔に包帯巻いてる状態で言われてもな。頭部を半ばまでかち割られたわけで、ならばこうして喋しやべっている時点でその強がりはあながち間違っているわけじゃないのかもしれないが。あと包帯のせいで声がくぐもっている。

「それ、自然治ち癒ゆするんだろうな？」

「一時間もすれば戻るじゃろ。見た目はな。余は神じゃが、傷をつけた姉者も神じゃからの。中身はちょっと……ただでさえ風か邪ぜじゃ。中身まできちんと回復するには時間がかかるじゃろうな」

　ふん。

　イシュタルの行為もただの脅おどしではない、ということか。命をとらないにしても──神に命という概がい念ねんがあるのかという疑問もあったが──あの刃は、エレシュキガルの身体からだにきちんと影えい響きようを残したってことなのか。

「この身体では手伝えまい。すまんイツキ。余は、本当に、情なさけないのう」

「手伝うって、なにを」

「決まっておるじゃろう。この状況の打破じゃ」

「……相変わらず無茶ばっか言うお子様だな」

　状況の打破って、なんだそれ。なにをすれば解決したことになるんだよ。

　片や、俺を狙ねらう幼おさな馴な染じみ。『アカシック年代記レコード』の力を借りて、全てを知った矢や口ぐち未み耶や。説得なんて聞いてくれる風でもなかったし、じゃあ無理に死し書しよを奪うのか？　どうやって？　全ての未来を知りえる死書を相手に？　それで問題が解決するわけでもないだろう。

　片や、俺を殺す鎧よろいの女神。神だぞ？　妹共々その力のデタラメぶりはよく把握している。五日で神に対抗しろって？　こちらはある意味簡単で、イシュタルを撃退してしまえばそれで俺が殺されることはなくなるのだが、さて、神を超える力はどこにある？

「なにをしたら解決になるんだ？　あの二人が考えを曲げるのか？　未耶は、もしかしたら、まだ説得が可能かもしれない。でもイシュタルは無理だろ。あの神様、五日後にはどんな手段でも俺を殺しに来るぞ」

「……どうかの。あの小娘のほうが、余には姉者より厄やつ介かいに思えるがの」

　厄介どころの話じゃねぇっての。どっちに向かっても行き止まりだ。さっきから怖こわがりすぎて心臓が痛いんだけど。たかが一日で命の危機を何度も迎えなきゃいけないんだ。こんな思いするならイシュタルに一息に殺されたほうがいくらかマシだとすら思う。

　ただし──。

　イシュタルが、妙みようなことを言わなきゃ、だけどな。

　死し想そう図書館の死書の検けん閲えつってのは、つまり、焚ふん書しよか。ふん、イシュタルにとっては厄介な本を処分する程度の感覚でしかないかもしれないが、俺にしてみれば虐ぎやく殺さつ行為の宣言に等しい。俺が死んだ後にそんな結末が待っているとわかって、誰がむざむざ殺されるものか。

　ましてや、未耶もかよ。

　俺がイシュタルに殺されれば、その後に待っているのは、未耶とイシュタルの殺し合いか。そして、その結果は、イシュタルがある程度苦戦するかもしれないにしても、結局は女神様の一人勝ちなんだろう。あの無表情で、別段、難しいことでもないという顔で。

　なんだよ、その未来は。

　それで一体、誰が得をするんだ？　誰が救われるんだ？

　みんな死んだバッドエンドを誰が望むっていうんだよ。

「イツキ様」

「なんだ」

「今後のことについて、ご命令を」

　命令だと。

　この状況でなにを命じろって？　いっそ憎むような瞳で彼女を見ても、従者の顔は変わらなかった。いつもの通り。動じていない。内心はあるいは怒り狂っているかもしれないが、こいつはそれを表に出せない。出したくても、難しい。

　案外不器用なヤツだとわかっているのだが、今はそれすら腹が立つ。

「なにを命令しろってんだ。お前に、イシュタルを止めろと言えばいいのか？　未み耶やと戦えって指示すればいいのか？　相手はどっちも、どうやって勝てばいいのかすらわかんないヤツらだろうが」

「それがご命令であれば私は従います。心よりその命令に従属できることに感謝して」

「待ってくれよ、今、俺はどうすればいいのか……わからないんだ。五日でできることって、なんだ？　たった五日で……なにが、できるんだよ、俺なんかに」

「僭せん越えつながら申し上げますイツキ様」

　淡々と言う。俺の脳のう漿しようの隙すき間まに入り込むその声が。

　どこか心地良くて、けれどそら寒い。リヴルのことを未耶は、得体の知れない気味悪い女、と言っていた。その感覚は、確かにリヴルと初めて会った時に俺も抱いたけれど、でももしかして、それは今も払ふつ拭しよくできないままなのか。

　でも、全面の隷れい属ぞくを誓うこの女に。

　俺も、リヴルのことなんてろくに理解していないまま、信頼を置いていたはずだろ。

「イツキ様。やることはなにも変わりません。いつものイツキ様のようになさればよろしいかと存じます」

「いつもの……俺？」

「はい。『筆記官ライター』の責務としての死し書しよの封印。私は従者としてこれを提言します……が、例のごとく、イツキ様はあまりこちらには熱心ではないでしょう。それよりも、イツキ様の周辺に危害が及ぶことを、なによりも怖れていらっしゃるはず」

「おいリヴル……お前、知った風な口を」

「ご無礼をお許しください。ですがイツキ様と出会って半年近く。共に在った私の見立て、そう大きくは間違っていないかと考えています。だとするならば、今回もまた、封書のついでに……いいえ、封書をついでとして、イツキ様が守ってみせればよろしいのではないでしょうか？」

　俺は未み耶やを守れなかったのに？

　一度失敗して、その帳消しにされた過去は、全く別の形で再燃して、でもまた神様に助けられて。でも死んでいない。まだ俺は生きているのだ。それは、どうして？　決まっていた。まだ死ねないから、死んでいないんだろ。

　でなきゃこんな状況、イシュタルが殺すまでもなく、俺が自分で舌した嚙かんで死んでるだろ。

「…………そうだな。いつもの俺のやり方でやるしかないのか。それでいいなリヴル」

「イエス、マイライター」

　やるならば失敗はしない。

　絶対に成功させる。まあ、なにを目的とするか、っていうことも含めてこれから考えなくちゃいけないんだけどな。状況はいささか複雑で、整理をしなければ目的も果たせないかもしれないしな。

「エレシュキガルはもう寝てろ。そんな状態、見てるだけで辛つらい」

「すまぬ、イツキ……余にもっと力があれば」

「『邪神秘法書ネクロノミコン』。頼む」

　死し書しよに指示を出すと、彼女は無言でエレシュキガルを担ぎあげた。目に見えて不ふ機き嫌げんそうな彼女だったが、まああれだけイシュタルに好き勝手されたのだから、陽気になれなんて言うほうが無茶だろう、とは思う。それでも文句一つ言わず、エレシュキガルを神様の部屋にまで運んでいってくれた。

　エレシュキガルの姿が見えなくなってから、俺はリヴルに向き直った。

「整理、するか」

「はいイツキ様。目下、敵対する存在は二人です。矢や口ぐち未耶と、イシュタル様。どちらも狙ねらいはイツキ様の殺害であることは間違いありません。矢口未耶は個人的怨えん恨こんですが、イシュタル様は女神の責務によって、という点が違うでしょうが」

「まだある。さっきの、機械兵隊。あんなのが大挙して死し想そう図書館にやってきたら、対処できるのか？　あれだけじゃ、強いとか弱いとかはわからなかったけどよ」

「あれはイシュタル様の使い魔、式神というべき分身ですね。一体一体はそう強力ではありませんが、とにかく数が多い。イシュタル様お一人に対してすら勝てるかどうかわからないというのに、それと同時に何千万という機械兵をも相手にできるでしょうか？」

「……お前、俺に勝ってほしいって思ってる？」

「もちろんですイツキ様」

　ネガティブなことばっかり言いやがって。気が滅め入いるっての。この鉄面皮が。

「五日後か。イシュタルが来るのは。なんなんだアイツは。なんでそこまで秩ちつ序じよとやらにこだわるんだ」

「無論、秩ちつ序じよの女神ゆえでしょう」

「それも聞いたことあるけど、よくわからん」

「了解いたしました。今まで様々な神話や伝説の講習を行ってきましたが、イシュタル様、エレシュキガル様についての話はまだでしたか。では、お二人の領分、司つかさどるもの、その存在の意義についてお話いたしましょう」

　また、大おお仰ぎような話になってきた。五日しかないのだから、今すぐにでも動きだそうと気が逸はやるのだが、その感情は窮きゆう屈くつな胸の奥に閉じ込める。時間がないからこそ、無む駄だなことは一つだってできない。敵を知った上での最上手を見極めなくてはいけないんだ、と自分を説得した。

「まず、世界のあらゆる概がい念ねんは二つに分割されます」

「おい、いきなり二元論か？　ゾロアスターはマイナーすぎるだろ」

「二元論の例としていきなり拝はい火か教きようを挙げるイツキ様も相当かと思われますが……ともあれ、宗教的な善悪による二元論ではありません。極と中ちゆう庸ように分かたれるのです。たとえばエレシュキガル様は、善と悪、光と闇やみ、陰と陽、生と死といった、対立構造にある二つを司る女神なのです。お互いに極致にあるものは裏を返せば同じものであり、だからこそエレシュキガル様は極の女神。互いに異質すぎるものが一つとなる混こん沌とんの女神なのです」

　抽象的すぎてよくわからなかった。確かに、エレシュキガルは子供じみたところがあったかと思えば妙みように老けたような部分を見せることもあって、それが極、混こん沌とんの理由だと言うのならば、その振れ幅はばの大きさにも納なつ得とくがいくような気もするけれど。

　そういえば、イシュタルはブレないな。

「……じゃあイシュタルは」

「はい。完結にいえば、エレシュキガル様ではないものを司ります」

　手て抜ぬき解説だった。

　いや、リヴルに限って手抜きとか有り得ないわけで、つまり本当にそうなのだろう。イシュタルの領域は、エレシュキガルのそれが決まることで決定する。

「中庸。対極図で言うならば陰と陽を分かつ線そのもの。人生で言うならば死と生の間──つまり生きる過程そのものです。中心であり、中核であり、過程、道中を司るのがイシュタル様なのです。過程は正しい道筋を辿たどらなければ、定められた結末へと辿りつけない。イシュタル様が秩序にこだわるのもそれが理由です。始点から、定められた終点へと向かう際に、その中途にあるイレギュラーはなるべく少ないほうが良い。なにかが進む時には、そこに必ず一定のルールが存在しますから」

「……真ん中、中間？　あの融通のきかない女が、それを司っているのか？」

「はい。むしろ自らの領分が曖あい昧まいであるからこそ、イシュタル様は鋼はがねのごとくに強固なのだと思われます。始点と終点は決まっている。それは先に決められていることですから、ほとんどの場合揺ゆらぐことはない。しかし常に変動し、曖あい昧まいな領域は、統制者がいなくてはきちんと機能しないのです。イシュタル様が一度言ったことは、決定事項。間違いなく実行されると考えて間違いありません」

　その割には結構前言撤てつ回かいしている気もするが、あるいはそれは、常にそこにエレシュキガルの懇願があるからだろうか。妹に甘いのか？　本当に？　その妹に日本刀をぶっ刺しておいて、か？

「秩ちつ序じよそのもの。世界を動かすために、曖昧な領域の中で進行を見守り続ける。まさしく女神でしょう。イシュタル様にしてみれば、決めるべきことを早々に決め、あとは寛かん容ような態度を崩さないエレシュキガル様は、いささか適当とも見えるかもしれません」

　そのエレシュキガルの適当のおかげで、こっちの仕事は楽だった、とも言えるがな。確かに初め、俺を『筆記官ライター』に引きこんだやり口はかなり強引だったのだが、その後はピンチ以外はほぼ不ふ干かん渉しようで、やりやすい半面頼りなくもあったが。

　関係ないくせに出しゃばっては、ぐちゃぐちゃに状況をかき乱すイシュタルよりはマシだった。

「勝てるのか？」

「正面から戦せん闘とうを行った場合、勝ち目はないでしょう。どのような状況に持って行ったところで、イシュタル様を凌りよう駕がする結果を出せるはずがありません。そもそも勝つか負けるか、という次元ですらないでしょう。戦せん闘とうに入ったその瞬しゆん間かんに私は塵ちりも残らないやもしれません」

「励はげましといてそれかよリヴル……」

「申し訳ありません。ですが神というのはそれほどまでに圧倒的です。どのような死書から力を借りようと、イシュタル様の前には無力でしょう。世界の名だたる武神、戦神が束を為なしても、イシュタル様に一刀のもと斬きり伏せられます」

　どうやって勝てばいいんだ。そんな相手に。いざ全力を出しあう勝負となれば、あの女神は絶対に手加減なんかしてくれないだろうし。もしそんな遊びに付き合ってくれるのだとしたら、それはきっとアイツが目的を果たした時に他ならない。それでは本末転倒だろう。

「じゃあ、勝てないじゃねえか」

「いいえ、イツキ様。勝てない相手に対処する方法はございます。主に二つ。まず一つは、勝てるようになること。相手を上回る戦闘力を得ることです。しかし神を超えるには神になるしかない。イツキ様が五日で神となるにはどのような手段を用いても無理でしょう。即そく身しん仏ぶつという方法もございますが、五日では」

「ミイラになったところでイシュタルに勝てるわけねえだろ。とぼけたこと言うな」

「ではもう一つ。勝てない相手と無理に戦わず、目的を達成してしまえばいいのです。イシュタル様の撃げき退たい、排はい除じよが我々の目的ではありません。死し想そう図書館や矢や口ぐち未み耶や、そしてイツキ様を殺すというイシュタル様の意志を変容させればいい。あるいは、それができないほどにまでイシュタル様を無力化するか、ですが。とにかく、戦せん闘とうの勝利だけが唯ゆい一いつの方策とは考えませぬように、イツキ様」

　そう、その通りだ。あんな女神様、最初から勝てるはずもない。では、俺や図書館を狙ねらう理由をなくしてしまえばいい。ルールに固執する秩ちつ序じよの女神。逆に言えば、俺を狙う確固たる理由がないのであれば、わざわざ殺しはしない、と思いたい。

　では、未耶から『アカシック年代記レコード』を取り上げれば、それで済む話だろうか？　まずそれ自体が難しい上に、それをしたところで、結局イシュタルは俺を潰つぶしにかかる気がする。危険因子は全て排はい除じよ、とか言いそうだ、いかにも。

　考えれば考えるほど、深みにはまる。イシュタルに言われた通りじゃねえか。ある意味こんなにわかりやすい未来予想はなくて、しかしどれもこれも自分の死を暗示するもので嫌いやになってくる。俺の望みはとても明快なのに、そこへ至る道筋は複雑怪かい奇きだから。

　イシュタル。未み耶や。『アカシック年代記レコード』。それぞれのこと。複雑に絡み合った因果関係を、どう解きほぐせばいいのか、見当もつかなかった。

「はいー、ただいまー♪　……ってなによもう、二人とも辛しん気き臭くさいわねー。どっかの茶坊主じゃないんだからそんな顔しないでよぅ♪」

　エレシュキガルを送ってきたらしい『邪神秘法書ネクロノミコン』が、帰ってくるなり陽気な顔で笑いかけてきた。こいつさえいなければ、こんなことにはならなかったかもしれない、とも思う。一方で、京きよう都との時に力を貸してもらったことも忘れられない。アリスの世界で、偽にせ者もののイシュタルに言い放ったことも、俺は当然覚えている。

　そうだ。今更彼女を糾きゆう弾だんしたって、事態は解決しないのだから。

　俺が望んでいたのは、いつだってたった一つだろう。

「なあ『邪神秘法書ネクロノミコン』」

「はーい♪」

「俺が死ねと命じれば、お前は死ぬことができるか？」

　たとえば、リヴルにはそれができる。

　では、死し書しよたちは？　どいつもこいつも利己的で、自分のことしか考えてなくて、なまじ様々なことができる分プライドも高くて、だから考え方も十人十色で、時に人を人とも思わないようなことまで平気でする、この図書館の住人たちは？

「やあよ、そんなの」

　ややあって。俺の意図がわからないというトーンで、『邪神秘法書ネクロノミコン』が言った。そう言ってくれて、俺は安あん堵どした。だって今のは、俺の聞き方がミスリードを誘うようなものだったからで、つまり意地の悪い質問だったのだ。

「なんでそんなこと聞くの、お兄さん♪　私はお兄さんのこと気に入ってるけど、でも」

「ああ、わかってるよ。それだけ聞ければ十分なんだ」

「違うわよ♪　死ぬつもりなんてない。私を誰だと思っているの♪」

　あん？

　今度は俺が、意味のわからない顔になったことだろう。呆ぼう然ぜんと褐かつ色しよくの死し書しよを見つめると、彼女のエキゾチックな顔立ちが、わずかにひきつっているのが見えた。いつもの能天気な笑みに隠かくしきれない怒気が混ざっている。それはつまり。

「アンタたち、いつまでビビってんの♪　まさか女神様に脅おどされたくらいで、消えてもいい、なくなってもいい、なんて思ってんじゃないでしょーね♪　こっちは人類の叡えい智ち！　神様すら怯おびえる禁断の宝庫なのよ！　知恵の実が一個どころか百も二百も揃そろってる冒ぼう瀆とくの死し想そう図書館！　イシュちゃんに好き勝手言われたくらいで黙るようなお人ひと好よしばっかじゃないでしょうが♪」

「無論────」

　本棚から白い湯気を上らせ、現れたのは『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』だった。俺もリヴルもなにも言わぬ間に、茶坊主がベリーダンサーに食ってかかる。

「茶を飲めぬのは拙せつ僧そうの本意ではない。ここから出られぬ以上、ここで永えい劫ごうを過ごすしかあるまい。それより褐色の死書、拙僧の顔が辛しん気き臭くさいとはどういう意味だ」

「そのまんまじゃない♪　アンタみたいな雑ざ魚こはお呼びじゃないのよ。もっと強い奴やつは──」

「アリス！　ねえアリスをお忘れでなくて？」

　エプロンドレスの小さな少女が、とてとてとやってくる。さっきまで黒猫だったはずの彼女は、今ではきちんとした人の姿だった。『不思議のアリス・イン・国のアリスワンダーランド』は、こんな時でも状況をわかっているのかいないのか、ご機き嫌げんな顔つきで。

「アリスはチェスだって強いのよ！　ポーカーだけじゃないわ！　イシュタルといえばバビロンよねやっぱり！　アリスは今度こそ負けないのよ。バビロンハウ・メニー・マイルスまでは・イズ・イツト・何マイルトウ・バビロン？」

「うるさいぞ小娘」

　今度は、不機嫌そうなフロックコートの男が、銃じゆう剣けん片手に現れた。『英雄エロイカ』だ。

「マザーグースなど低俗な庶民の歌。俺の耳が穢けがれる。今すぐにやめろ」

「べーっだ！　音楽家気取りの失敗作さん、よく言うわ。英雄にもなれなかったくせに。英雄の踏み台にしかされなかったくせに。あのね、今アリスと帽子屋ハツターさんは大事なお話をしているの。協力しない人は邪じや魔まだからバビロンの女王様に食べられちゃえばいいんだわ！」

「貴様！　俺を愚ぐ弄ろうするのか童話の分際で！　身の程をわきまえろ、俺は英雄だぞ！」

「あっそ。ねえ『英雄エロイカ』♪　知ってる、古今東西の英雄は必ず没ぼつ落らくするのよ♪　邪神に食べられた英雄は未いまだいないけれどちょっと試してみる♪　つーかいじめたらアリスが可哀想でしょこの子逃げてたのに自分で帰って来たのよアンタら男どもと違って！」

「お主も無理矢理封印されたのであろう。自分のことを棚に上げおって」

「くすくす。グリーンティーのおじちゃん、面おも白しろい言葉遊びね？　本だけに棚にあげるのね？」

「や、アリス。このじーさんそこまで考えてないから♪」

「黙だまりなさい貴方あなたたち！　状況がわかっているのですか！」

　やたら騒がしい死し書しよに痺しびれを切らしたのか、リヴルがその声を張り上げた。鞭むちに似た声音はぴしゃりと死書たちを打つのだが、こう、口は閉じても顔は反省していないというか、意に介していない、というか。

「……うるさいな、お前ら。どういうつもりなんだよ」

「協力するって言ってるの♪」

　くた、と身体を折り曲げて『邪神秘法書ネクロノミコン』が俺の顔を覗のぞきこんできた。こいつの目はなるべく見たくない。俺に害意がないとわかってはいるのだが、その瞳どう孔こうの奥に吸い込まれそうになる。ブラックホールのような深しん淵えんが、錯さつ覚かくだとわかってはいても。

「お兄さんに死ねと言われたところで、私たちは死ぬつもりなんてない。そこのリヴルちゃんとは違うの♪」

「ああ、それは、俺にもわかってる」

「でも、だからって、死し想そう図書館が危ないのに黙って見ているつもりもない。ねえ、お兄さん、私たちは逃げられないの♪　お兄さんが閉じ込めたんだものね♪　お兄さんは私を怨うらんで憎んで許せないかもしれないけれど、ここから出してくれないお兄さんを、私も怨んでいるわよ♪　エレちゃんとイシュちゃんがああいう仲なのは知ってたし、私のような力の強い死書は真っ先に消されちゃうわ♪　だから、協力してあげる♪」
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『邪神秘法書ネクロノミコン』の言葉に、ざわざわと棚にしまわれた死し書しよたちが応じていく。全て、同意の声であると考えてもよさそうで、だからこそ心強い。何百冊、何千冊の、ここにしか居場所のない本たちが。

「力を貸すわ♪　私のせいでもあるって、わかってる。どんな言うことだって、どんな酷ひどいことだって聞いてあげるわよ♪」

「……だけど、お前、死ぬつもりはないって」

「ないわよ♪　だって私が手を貸すのは、私たちが私たちの住すみ処かを守るためなのだもの。そのために、私たちを助けるために、なんでも言ってね、『筆記官ライター』♪」

　勝ち目がない、という話は聞いていたはずだ。

　それでも、クトゥルフの魔導書も、茶の効用書も、少女幻想の童話も、天才音楽家の逸いつ話わも、等しく立ち向かっていく。現実に居場所の消えたこいつらは、そうすることでしか居る場所を守れない。そりゃそうだ、そんな息苦しい状況にあったのなら、逃げ出したくなる。

　俺は退ひけない。

　タイムリミットが五日だからって、逃げ出すことは許されない。ここにいる、無数の死書たちのためにも。

　当然だが。

　その死書たちの中には、リヴル・ブランシェも含まれる。

「…………リヴル、今、何時だ？」

「現実の時間では午後二時頃と思われます。ここには時計がないので正確ではありませんが」

　そうか。未み耶やと話して、襲おそわれたのが昼休みくらい。一時間近くも死し想そう図書館にいたってことか。いや、とりあえず、誰と戦わなきゃいけないかを一時間で把握できたのは、むしろ早いのだろうか？

「よし、一いつ旦たん戻るぞ。今日の夜には、作戦会議だ」

「会議……ですか？　構いませんがイツキ様、ならば今すぐに始めても」

「アイツらはすぐには来れねえよ。そりゃできるなら今すぐが一番良いんだろうけど、今の状況を話して考えをまとめておいてほしいしな」

　リヴルは、俺の言いたいことがわかっていないようだった。察しが悪いな俺の奴ど隷れい。俺は、俺になんでもできるなんて思っちゃいない。こういう状況で一番欲しいのは、他の連中の賢かしこい意見だよ。

「シン、あと生徒会長とその弟。今すぐ学校に戻って、状況を話してくる。お前は従者どもに、だ。今日の夜みんな、死想図書館に集めてくれ」

「……他の施し設せつの主らを？」

「俺一人じゃ抱えきれねえ。未耶のことも、イシュタルのこともな」

　単なる僥ぎよう倖こうか、それとも神様の配剤かはわからないが、ありがたいことにアイツらは全員未み耶やと面識がある。どころか、それなりの親交も思慕も尊敬もある。少なくとも、話さずに済ませようなんて不義理は俺には無理だ。

「やるぞ、リヴル。全員、誰一人欠けることなく力あわせて、必ず生き延びてやる」

「イエス、マイライター」

　リヴルの、静かなそれ。

　俺に対する従順の言葉に、死想図書館の死書たちが、一斉に応じた。それは、これから戦争を始める時の、鬨ときの声にも似ているような気がして、俺はようやく気付いた。

　これから始めることは、戦争なのだと、やっと理解したのだ。
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　授業が終わる、五分の休きゆう憩けいという隙すきを見て、教室へと戻る。

　時間的にはこれから六限目が始まる、という時間だった。昼から色々なことがありすぎてもうなにがなんだかわからないのだが、結局まだ半日も経過していない。そんな短い時間で俺の命運がぐらぐらに揺ゆさぶられた事実に、薄ら寒いものすら感じていた。

　五日後に死ぬかもしれないというこの状況で、のこのこ学校に戻るバカもそうそういないだろうが、俺は、なるべく顔面に平静をはりつけていた。いくつか目的がある。まずは早急にシンや会長に、事の次第を全て話さなくてはならない。その上で協力を仰ぐ。どこまで手伝ってくれるかはわからなかった。シンならば迷いなく、俺に死ねと言い放つかもしれないが。

　アイツらと仲違いしている時間さえも惜しいのだ。全員を集めての対話は今日の夜。カナは現実の世界では遠く京きよう都とで生活している以上、今すぐの作戦会議は難しい。これからどうするか、少なくとも今日中に決めておく必要がある。一応、三人に宛ててメールは送ったのだが、それだけで事態を理解しきってくれるとはとても思えないしな。

　もう一つは未み耶や。

　未耶のことが気になって、仕方がなかったのだ。俺を殺すと告げた彼女のぼろぼろな叫び声。あの『アカシック年代記レコード』の空間の中で、俺は確かに聞いた。イシュタルの件だって火急だが、それより俺は未耶のほうが心配で。

　あれだけ圧倒的だった相手を心配するなんて、どうかしてると思うんだが。

「おっかえりぃーイツキぃ！」

　自分の席に着く俺に、陽よう気きな声をかけてくる。

　隣の席に座る未耶は、何事もなかったかのように頰ほお杖づえをついてにやにやと笑っていた。

「サボりなんてイツキにしてはめっずらしー。でもちゃんと戻ってきたからいーんちょーとしては許してあげる。んじゃんじゃ未耶ちゃんと楽しくおしゃべりしよぉーぜ？」

　いつも通り。少なくとも、表面上は。

　だが、つい数時間前までは泣いて、叫んで、喚わめいて、俺を殺すとまで言い放ったはずなのだ。そんなそぶりすら見せず、未耶は顔を近づけて俺に言う。周りの人間に気を遣っているのか、小さなひそひそ声で。

「あと五日しかないんだから、さ」

「……やっぱり、知ってたのか」

「あたしはなんでも知ってるの、だって未耶ちゃんだよ？　イツキのことならなんでも知ってるんだってばぁ。神様の相手大変だったねぇ、あ、でもでもこれからイツキちょっと頑がん張ばるんだよねー。ちゃんと考えてる？　どうすればいいのか、ってことをさ」

　未み耶やも、ただにこにこと笑う。隠かくそうとしても、無む駄だなのだろう。あの場にいなくても、見てきたかのように全て知っているに決まっている。

「考えてる」

「うん。待ってるよイツキ。五日後に、イツキはきっとあたしのとこに来る。あー、楽しみだなぁ、ねえこれってデート？　あ、やば、どーしよー、ドキドキしてきたぁ」

　くねくねと軟なん体たい動物を思わせる動きで、未耶が身み悶もだえる。

　俺がどれだけ真剣になっても、どれだけ必死になっても、今の未耶にはそんなものが伝わるはずもないのだ。この浮ついた態度は、自分には関係ないと思っているからで、つまるところモニターの向こう側を見る感覚と一緒。そこで事件が起きれば、それは騒ぐ、興奮する、驚く、けれど自らの身の危険を感じたりはしない。結末のわかっている物語だから。

　あだ名で呼んでくれないな、と思った。どれだけ外面を取り繕つくろっても、結局未耶の心は、あのフィルムに囲まれた空間に置き去りのままなのか。

「まあそこであたしに殺されるんだけど」

　うなぎのようなのらくらした態度から一転、一いつ瞬しゆんだけ、早口で意味を伝達する機械的未耶が登場する。俺がその言葉にぎょっとして顔色を変える頃には、また元のようにくねくねとして、五日後になにを着ようかなんて呟つぶやいていた。

　誰かがもしその言葉を聞いたとしても、こんな未耶の態度を見てしまえば、聞き間違いだと思ってしまうだろう。

「あたしもさー、最近頑がん張ばってんのよ。読書。色々読んでる」

「なにを、だよ」

「アカシャだよ。色々書いてあるから面おも白しろくて。あたしの知りたいことがなんでも書いてあるんだもん。アカシャと知り合ってから本当に物知りになっちゃった。さすが宇宙の全記録。ねえねえ、あたしこれで超能力者ってことかなぁ？　予言も失せ物もなんでもばっちし！」

『アカシック年代記レコード』。

　元々は神智学における、書物というよりも超越的な概がい念ねんであり、場合によっては神そのもの、あるいは世界を取り巻く蛇へびそのものと解釈されることもある。哲学的かつオカルト的な、神智学の思想の象徴とも言える。

　それが、アメリカの超能力者エドガー・ケイシーによって、微び妙みように形を変えて今のそれとなる。いわく、この世のあらゆることが記される記録媒ばい体たいである、と。もっともニューエイジ思想だの輪りん廻ね転生だので、その『アカシック年代記レコード』も必要以上にカルトな様相すら帯びてくるわけだが。オカルトからカルトへと変化した『アカシック年代記レコード』は、形を変えていくごとにその超越性にも磨みがきがかかる。

「考えてること、わかるよ」

　言葉にせずとも、未耶の目は俺の思考を読み取れるのだろうか。それとも、とっくにそんなものは読破したのだろうか。

「まあ確かに？　『アカシック年代記レコード』自体は神話なんかじゃない。現代のグノーシス、とでも言えばいいのかな？　オカルトでありカルト、あるいは異い端たん？　普遍的、超越的な存在の設定は、どんな形にもなって世界中の信仰を超越する。巣穴に潜もぐり込む蛇へびのようにね？」

「なにが言いたい？」

「アカシャさえあれば、他の死し書しよなんていらないんじゃない、って思ってさ？」

「そうだな、全部書いてるもんな」

　煙けむに巻かれそうなその言葉に、俺は適当に話をあわせる。内心はそんなわけねえだろと反発していたが、どうせ裏も表も全て知られているのであればわざわざ口に出すこともない。

「なにがそんなに、気に入らない」

「さあて？　どうしてでしょー、考えてみてよぉ、イツキ。あ、でもどうせ五日で死んじゃうから関係ない？」

「死なねえよ」

「そのためにカナちゃんや赤あか崎さき君や生徒会長に言うんだよねー？　ん？　あれ、もう言ったのかな？　このままじゃ殺されちゃうから助けてくださいって」

　小さな、囁ささやくような声。周囲に気取られぬように毒づく幼おさな馴な染じみに、どういう顔をすればいいのかまだ俺はわからない。

　これから俺があがく様も、彼女には滑こつ稽けいにしか思えないのか。結果がわかっているというのならばそれもまた当然で、もし全てが無む駄だに終わると知ってまで生きることに全力になれるやつはそうはいない。ましてや結果は五日後。すぐに出る。

　無駄だなんて思っちゃいない。だからこそ、ここに来た。

「お前の顔が見れて良かったよ、未み耶や」

「噓うそばっかぁー」

「噓じゃない。本当だ。こんなことで噓なんかつかねえよ。ていうかお前なら噓か本当か、わかるんだろ。なんでも知ってる未耶ちゃんなんだろ」

「…………ふん」

　未耶は面おも白しろくなさそうに吐と息いきを漏もらしてから、がつんと自分の机に額をぶつけて突っ伏した。糸の切れた人形のような仕草だったが、つまるところ俺と話すのはもう飽あきたってことなんだろう。

　一つの用事は済んだ。授業なんざこの状況で真ま面じ目めに受けるつもりもない。携けい帯たいを取り出してみれば、シンと会長からさらに詳しく聞きたいというメールが届いていた。もともと『製作者メイカー』となってからサボり癖ぐせの目立つようになってきた赤崎シンはともかく、会長は授業を抜け出せなんて言っても聞いてくれないかもしれない。まあそれならそれでいい。放課後、二人と話す時間を設もうければいい。

　返信には、詳くわしいことを話すから図書館に来てくれ、という内容を書き込んだ。恋こい池いけ先生は見逃してくれるだろうか。馴な染じみだから大丈夫だと思うが、あの人も立場があるだろうしあんまり良い顔はしないかもしれない。まあ、そんなことに構っている場合ではないのだが。形なり振ふり構わずに動くのは、今しかない。

「形振り構わないで上う手まくいくぅー？」

　心を読む幼おさな馴な染じみは、やはりどこかの神様によく似ている。

　超越してくると、言動からなにから似てくるのかもしれない、とすら思う。

「上手くいくさ。ケリは、俺がつけなきゃ。俺の播まいた種だろ？」

「そう。全部イツキのせいだよね。ぜーんぶ、全部、なにもかも、イツキのせい」

　にこりと笑う幼馴染は、いつもと同じ、いつもと変わらぬ様子を真ま似ねるのがとても上手くて、この演技に俺は騙だまされていたのかもしれない。未み耶やがなにか考えていても、俺は少しも読み取れなかった。幼馴染だからと思っていたら大間違いだった。

　その末路が、まさに今。

「……だから俺が、なんとかする」

　呟つぶやいた言葉は未耶に届かなかったかもしれない。けれど俺が口にしただけで、なにか思っただけで、未耶にしてみれば聞こえたのと同じ。だからそれはどうでもいい。決意は自分自身にかける催さい眠みん術じゆつのようなものだ。

　絶対に、解決しなくちゃいけないんだ。




　ただいまを告げると、家の中から重奏でお帰りと返事があった。

　未耶には委員長の仕事があるから手伝ってー、と言われた。からかっているのか、それとも本気で言っているのか。どちらにしても俺は怒りで叫びたくなって自己嫌けん悪おで死にたくなったので、その未耶の申し出は一いつ蹴しゆうした。

　その後は、シンや生徒会長と図書館での打ち合わせを行った。もっとも、今俺が置かれている状況を詳しく説明しただけで、その場でなにか案が出るなんてことはなかったのだが。それはある意味当然で、俺だって絶対勝利の作戦なんかが思いついているわけではないのだ。二人には数日間じっくり考えてもらうしかないだろう。

　こっちもこっちで、考えておかなくてはならないし。カナにも詳しいことを伝えなくてはいけない。電話でもしてみるか。確かカナは、先日イシュタルの攻撃を受けてダメージを負っていたはずで、その程度はわからないが、すぐに動ける状態ではないのかもしれなかった。

「兄あに様さま、お帰りなさいです」

　やらねばならないことばかりで辟へき易えきしている俺に、とてとてと寄ってくるユズキ。少し身長が伸びただろうか？　もう肉体的に緩ゆるやかな成長しかない俺と違って、今のユズキは成長期だ。ちょっと目をこらしただけで、その多彩で急激な変化に気付く。

「母さんいるのか、珍めずらしいな」

「うぃー……っす」

　リビングのソファでだらぁっと寝そべっているのは母親だ。

　彼女はまだ忙しいはずだが。緑みどりヶが丘おか双子の弟のほう、ヒカリが原因であった連続傷害事件は表向きではまだ終わっていない。俺や会長たちの間で決着はついたが、それはつい二日前。無論、公表なんてできるはずもなく、世間、特に警察は次の事件が起きないかとひやひやしているだろう。

「いや、またすぐ行かなきゃならないんだけどねぃ。ちょっと休きゆう憩けい、つかサボり？」

「おい不良警官」

「いーのいーの」

「よくねーだろ税金泥棒。次の通り魔事件が起きたらどうする？」

「んー……こりゃ勘かんだが、もう起きない気がするんだよねぃ。マジ勘なんだけど。なんつーか、調べてても犯人の痕こん跡せきが出てこない。ああ、そうだ、緑ヶ丘んトコの隠かくし子が、事件の犯人だって被害者に謝りに行ったって話があったじゃん？　自白してんのに証拠が一つもなくて捕まえられないアレ。案外マジかも……とか思っちゃったりするんだよねぃ」

　意外と鋭いな。刑事の勘というヤツは侮あなどれない。それ大正解。

　今日はあの犯人、緑ヶ丘ヒカリも来るだろうか。どうせ姉にくっついているだろうから、またどちらがどちらかわからないままで俺の前に現れるに違いない。だがまあ、単純に会長が二人いると考えれば、これ以上心強い味方もいないのだ。問題は素直に味方をしてくれるかどうか、だが。

　できればもう眠り、死し想そう図書館へ向かいたいところだ。シンや会長たちと、今後の話をしたい。が、なにかと忙しい二人のことだから、こんなに早く行っても意味がないだろう。リヴルと相談してもいいのだが、さて。

「兄様？」

　ユズキが、不思議そうな顔で俺を見上げていた。今後のことばかり考えていたせいか、リビングでぼけっと突っ立ってしまっていたらしい。心配させてどうするんだ俺は。ユズキの顔を見て、理り不ふ尽じんな死刑宣告に対する怒りが自分の中からこみあげてくるのを感じた。

「……なあ、ユズキ。今日、未み耶やに会ったか？」

「え？　えっと、昨日の夜、姉あね様さまと電話でお話しましたです。また料理教えてくれるって。明日お隣に行きます……けど？」

「そうか」

　それは、日常。それも、演技。

　いつも通りを演じるつもりか、未耶。そんなことをしてどうなるんだ？　俺が死んだ時、この家には母さんとユズキだけ残る。なんで俺はそんな簡単なことを忘れていたのだろう。二人だけじゃ、この家はちょっと広すぎる。

　俺は荷物をその辺に置いて、ソファに腰を下ろす。だらだらしていた母親が、占有していた領域を奪うばわれて顔をしかめるが、生憎あいにくとサボり警官に気を遣ってやるつもりはなかった。夕方やってるテレビ番組は大して面おも白しろいものもなく、ふと見ればユズキは冷蔵庫の中身を確認している。年頃なのにテレビより料理というのが良いのか悪いのか。

　なんとかする、と俺は未み耶やに言った。では、この事態。五日で殺されてしまうこの状況を、果たしてどうやって打破してみせる？　今日一日で起きた嵐のような出来事を前に、俺には吹き飛ばされる以外の選択肢しがあるのだろうか。

　一番手っ取り早いのは未耶とイシュタルを殺すこと。なのだが、もちろんこんな選択肢は却きやつ下かだ。未耶を殺すなんて考えられないし、イシュタルに到っては女神様である。そもそも殺害できるような相手なのかも疑わしい。どちらも、そもそも真っ向勝負がバカバカしくなるような存在だというのは、よくわかっているつもりだ。

　ただ、未耶のほうは、ちょっとだけ光明が見えてきたかもしれない。

　色々読んでいる、と未耶は言った。『アカシック年代記レコード』の記述を読んでいる。

　自分のものにしている。

　確かに強敵だ。未耶に立ち向かっても、アイツはわかっている。俺がどう攻撃をして、どう回かい避ひするか、どう防御するか、全て理解している。あのフィルムで作られた円えん錐すい形けいのドリルが俺の胸を刺し貫つらぬくその瞬間をも、きちんとシミュレーションしていることだろう。

　それを出し抜くには──やはりもうちょっと、情報が欲しいところだな。

「なあ、母さん」

「あん？」

　場所を奪われて不機嫌そうだ。縄なわ張ばりを荒らされた野生動物なんかに近いかもしれない。

「例えば相手が自分よりも強かった時って、どうするんだ？」

　少し黙だまる母親だった。こちらは単なる世間話のつもりで聞いたのだが、鋭するどい母親はその裏にある俺の意図に気付いたのだろうか。彼女の目が鋭く変わる。どんな答えが返ってくるのかと、多少なりとも期待したのだが。

「逃げる」

「おい」

「や、だってそれしかないじゃんよぅ。相手は自分より強い、ってもうわかっちゃってんだろぅ？　そもそも喧けん嘩かなんかしても得なんてない。三十六計逃げるに如しかずってことわざ知ってるかぃ？」

　脳筋のくせにことわざなんぞ持ちだしてくる母親だった。そう言っている割に、自分は腕っぷしに自信があるせいかどこでも飛びこんでいくだろうが。なんだか矛む盾じゆんしてねえか？

　キッチンの向こうではユズキがリズミカルに野菜を切る音が聞こえてくる。料理はわからない俺だが、日に日に手際が良くなっている気がする。これもまた、ユズキの数ある成長の一つだろうか。

「逃げられなかったら？」

「そりゃ、戦うしかないわなぁ。でもほら、要は逃げられるようになればいいわけでよぅ、本気全力のガチバトルする必要なんか全然ないんだぜぃ。ぶん殴ってひるんだ隙すきに逃走すりゃあそれでいいんだっての」

　意外に消極的、というべきか。順当に戦せん闘とう慣なれしている、というべきか。

　母親の意見は参考にするべきだということは理解しているが、どう俺の状況に応用すればいいのだろう。相手は殴ってひるむような連中ではない。しかし、だからといってこのままでいれば殺されるぜ。

「ま、こっちは警官だからよぉ、仕事柄、逃げることが許されない状況ってのもあるよねぃ。そういう時は応援呼ぶとか、助けが来るまで時間稼かせぐとか、まあ色々あるしな。相手ぶん殴ってはい終わりってほど、世の中簡単じゃねーのさ。あ、それ以外だと、もっと良い手があるぜぃ」

「良い手？」

「こりゃ私の場合なんだがよぅ、アンタの親父……死んだ旦だん那ながそりゃあ強くて強くて、私には優しかったが、ムカつく奴やつには容よう赦しやしないタイプでよぅ、よく二手に分かれて喧けん嘩かしたねぃ若い頃は。背中を預けるってのはちょっと違うか……でもそういうことだ」
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「仲間がいれば心強いってことか？」

「愛があれば負けないってことさねぃ」

　くけけけと笑ういい年した母親から、もう亡くなった親父とのノロケ聞かされても息子としては困るだけである。包丁の音が不規則なものに変わったことから推察すると、ユズキも聞いていたのだろう。小学生に聞かせるなバカ親。

　愛ね。

　とても便利な言葉で、だからこそ蹴けり飛ばしたくなる。そんなもので人が無敵になれるというのならこの世界は超人ばかりで、絶対に負けない戦いばかりで、家族を思って戦場で死ぬ兵士なんか一人もいなくなるだろう。それでも世界はラブ＆ピースで一つになろうとするのは、その綺き麗れい事ごとを否定することが誰にもできないからだ。

　神様に博愛は届くのだろうか？

　愛してくれないと嘆なげいた幼おさな馴な染じみに、綺麗事は通用するのだろうか？

「性しように合わなそうだ」

　母親は特になにも言わなかった。それじゃ、『俺は』勝てないってことを、この人もわかっているのかもしれない。じゃあ一体何が性に合うのか。なにも考えていないような顔で、母親がそう問うてきたような気がした。

　今まではリヴルのおかげで勝ってきたから、今度もアイツを頼りにするしかない。リヴルの力を借りて、負けないための戦略を作り上げなくてはならない。

「頑がん張ばれよぅー。なにすっか知らねーけど」

　勘かんのいい我が母は、俺の命のリミットがあと五日だなんて気付いているだろうか？　さすがにそこまでは無理だろう。いくら彼女であっても。

　夕食を食べたら、死し想そう図書館へ行かなくてはいけない。

　そこで決定的な勝利への道筋を導くことができなければ、意味がない。死ぬわけにはいかないのだ。父親がいないこの家で、その代わりになると決めた。ユズキの成長を見届けないままに死ぬことは許されない。あの世で、顔もうろ覚えの親父にぶん殴られてしまう。

　負けられない理由にもう一つ、気付いてしまった。




　長かった一日が終わる。図書館での静せい寂じやくを持って。

　昼から今までノンストップで、心休まる暇なんてわずかもありはしなかった。未み耶やを問い詰めて、知らず逃げ出していた『アカシック年代記レコード』が彼女の手にあることを知り、その窮きゆう地ちから脱したと思ったら今度はイシュタルに殺されかけた。その現状を知って、シンなどはあからさまに俺を見み下くだす表情を見せていた。

　この状況で勝つには、俺一人では無理だ。そんなことはよくわかっている。だから、今日この図書館に、皆に集まってもらったのだ。

　そうそうたるメンバー。

　いつも静かで、墓地のごとき静せい謐ひつが心地いい死し想そう図書館なのだが、今夜ばかりは人口密度が多かった。エレシュキガルの創った死の施し設せつの管理人と、その主たち。最初から味方だった奴やつらはむしろ少数で、なにかと反目したり、あるいは俺を本気で殺しにきた奴もいて、どいつもこいつも我とクセが強すぎる。

「……一人いねえな」

「カナ様はこのような場所にお出いでになれる状態ではないので。あの鎧よろいの女神め。なんならそのままカナ様に食われてしまえば良かったものを。無為に抵抗したおかげでカナ様が怪け我がをする羽目になってしまった。私は代役を仰おおせつかったのですよ。カナ様に全て報告せねばなりません。構わず続けたまえ死に体の『筆記官ライター』」

「カナはまだダメか」

「軽い打ち身と捻ねん挫ざ、裂れつ傷しよう。女神もかなり手は抜いていたようですが……従僕としては容認できませんな。どこぞの紙かみ屑くずの主、その失態のために危険な目にはあわせられませぬ。どうせ我が主にろくでもないことを頼むつもりだったのでしょう？」

　見透かされている。

　銀髪のオールバックに片眼鏡モノクル、燕えん尾び服ふくの男。セットゥ・アルジャントリ。死し食しよくレストランにおける従者だが、今日は主はいない。本棚に寄りかかって腕を組んでいる。仕方ないからここにいる、という態度が表情からも溢あふれだしていて、用が済んだら真っ先に退散しそうだった。

『主賓客イーター』たる金こん野のカナは、以前イシュタルに向かっていって返り討ち。その傷はまだ癒いえていないらしかった。生命力、というか食欲の塊かたまりみたいな女だから心配はしていないが、カナでも勝てない相手にこれから立ち向かうのかと思うと、正直泣きたくなってくる。

「話は大体聞いたけどね。まだ肝心なこと、君がどうするか、ということを聞いていないんだが？」

「それはこれからだ」

「時間がないのにのんびりしていていいのかい」

　セットゥとはまた別の形で、皮肉的なことを言ってくるのは『製作者メイカー』赤あか崎さきシン。リヴルの用意してくれた簡素な椅い子すに腰をかけて、怨うらんだような視線を向けてくる。のんびりしているつもりはないのだが。

　彼の従者、寡か黙もくな壮年の男、黄おう銅どうは、床に直接あぐらをかいていた。瞑めい想そうでもしているかのように目を閉じている。髭ひげ面づらの巨人が、どのような性格を持っているのか、寡黙なせいで俺は詳くわしく知らないが、ここにいるということは協力的と考えていいのだろう、多分。

「ずっと貴方あなたを見ています」「早朝に奏でる音楽のリズムも」「真昼に行う労働の全ても」「夕ゆう闇やみで食した生のリストも」「深夜に読んだ書籍の文も」「全て覚えているのです」「だからこそ憎いのです」「好きなのに？」「殺すのですか？」「いいえ」「好きだから」「殺すのです」「死者は死んだままに死の国へ」「向かうは冥めい界かい、ヨミの国」「「死なぬ者こそ死ぬべきなのに」」

「二人とも、お静かになさい」

「「シ、ミオ、パドゥローネ」」

　ここはオペラの舞台ではないのに、それでも綺き麗れいに背を伸ばして立つのは双子の従者。ジュモ・ブルとジュメル・ブル。その言葉が気味が悪いだけの意味の羅ら列れつなのか、なにかの予言なのか、俺を貶おとしめているのか、それとも逆で励はげましているのか、未いまだにわからない。

「お姉様、よろしいの？」

「なにが、かしら？　ヒカリ」

「あんな男の言う通りにしてしまって」

「黒くろ間ま君だって大事な後輩ですわよ。それに矢や口ぐちさんも。赤あか崎さき君と同じで、私がここにいる理由はどちらかといえばそちらね。矢口未み耶やさんは本当に良い子だから、恋愛で話をややこしくさせた黒間君のほうがむしろ悪かもしれないけれど、それでも彼女を助けるためにはとりあえず話を聞いてみないといけませんわね」

　余計なお世話だった。二人いる生徒会長。緑みどりヶが丘おかユカリとヒカリ。従者を伴う二組の双子は誰一人欠けることなく出席していた。一心同体を体現するような奴やつらだからさもありなん、とは思う。正式な『演奏家プレイヤー』は弟のほうらしいが、

「それではイツキ様？」

「ああ、始めるぞ──っても、大体のことは全員に話したよな。俺は今、ちょっと迎げい撃げきしなきゃいけないのを二つ抱えてる。未耶と、イシュタルだ。どっちも俺の命を狙ねらってるし、それだけじゃなくて、イシュタルのほうは死し想そう図書館の本まで狩ろうと考えていやがる。俺はそれを食い止めたい」

　デスクに座って、俺は告げる。リヴルはいつものように、俺の斜ななめ後ろで控えていて、口を出すことはしなかった。

　今の時間は、大体午後の九時くらいだろうか。シンや生徒会長たちを待っている間に、俺は既すでにリヴルと打ち合わせを済ませてある。上う手まくいくかはわからないが、ある程度の考えは詰めることができた。特に、未耶、『アカシック年代記レコード』への対策はどうにかなるかもしれない、と思っている。

　一つの賭かけ、ではある。が、それを成功させるための下積みも賭けばかりだ。まずは皆の協力を取り付けることが最優先だ。

「まあ……ちょっと強欲ではありませんの？　あれもこれも、というのは。黒間君、貴方あなた、それができるほどに優秀でして？」

「だからアンタらに頼みたいと思ってる。会長……まあ姉か弟かどっちか知らないが。とにかく俺一人でなんでもするってのは無理なんだ。それはアンタら双子の事件の時に痛感してる。だから力を貸してほしい」

「具体的にはどうするんだい？」

　赤あか崎さきシン、緑みどりヶが丘おか姉弟は随分積極的に俺の話に耳を傾けてくれている。表情のない双子や、目を閉じて動かない黄おう銅どうはなに考えているかわからないが、はっきりと興味なさげなのはセットゥだけだった。全く、従者ってのはどいつもこいつも自分の主のことしか考えてねえのか。

「まず、未み耶やから『アカシック年代記レコード』を取り上げる。それをやんなきゃ話にならねえ。俺の仕事でもあるわけだし、きちんと死し書しよは封印する。できれば今すぐやりたいくらいだが、シンに作ってもらいたいものもあるしな」

「なにを作ればいいんだい」

「とりあえず、俺が未耶と戦うための武器だ。『神通布メギンギヨルズ』が欲しい。北欧の文献は借りてったし、わかるよな。何日かかる」

「それなら、確か……以前の主が作りかけていたものが倉庫の奥にあっただろう。もちろんすぐに使えるようにはできない。リミットは五日だったっけ？　五日目にはギリギリ完成させることができるとは思うが」

　シンは顔をしかめながらも、そう答えてくれた。時間がないことは、誰よりも彼がよくわかっているのだろう。だがやってもらわなくては困る。俺が死んでしまうから。シンはもちろん、そんな理由で必死になることはないだろうけど。

「あともう一つ、リヴルのために剣を用意してもらいたい」

「……待て。五日で武器を二つ作れっていうのかい。おいイツキ、そんな簡単にいかないことくらい、君だってわかっているだろう」

「わかってる。だがお前が武器を完成させてくれないと、こっちも攻めることができないんだ。まずお前の仕事が五日で終わることが最低条件なんだよ。わかってくれシン。期限ギリギリで連中を迎え撃うたないといけないんだ」

「ちょっと……相談させてくれ」

　シンが難しい顔で、黄銅となにやら相談を始めた。どちらも表情が厳しいことから察するに、やはり俺の提案には相当の無理があるのだろう。だがしかし、まずは五日で準備を整えなくてはいけない。終わらせることができなければ、五日後にイシュタルが軍勢を率いて襲しゆう来らい、つまりゲームオーバーだ。

「……五日というのは確か、銀色の女神様の決めた期限ではなかったかしら？」

　その間に、今度は会長がそう言った。彼女の頭の中にもきっと、とてつもなくタイトなスケジュール表が浮かんでいることだろう。頭の良い会長のことだ、昼間に状況を説明してから今までで、それなりの策は浮かんだことだろう。

　問題は、その作戦が俺の受け入れられるようなものか、という点だが。

「そうだ。できるならもっと早めに、こっちから仕掛けたいくらいだが……シンが五日なら、それ以上は延ばせないんだろう。五日目に、未み耶やと、イシュタルを同時に止めるしかない。しかも、二人が一緒になって俺を狙ねらってきたら厄やつ介かいだからな」

「つまり、それぞれお二人を別々で相手にすると？　戦力が分散してしまう代わりに、邪じや魔まをされる心配がない、というのが狙いですわね？」

「ああ」

　その通り。戦力分散できるような相手じゃないのは重々承知だが。それでも。

　エレシュキガルの作ってくれた俺の残り時間。刃を突きこまれた女神はこの場にはいない。あの紫色の小さな部屋で回復しているのだろうか。期限はあと五日。俺は未耶の相手をする。その邪魔をされぬように、イシュタルの相手をするのは──。

「あの女神様の相手、頼めるよな、リヴル」

「イエス、マイライター」

「お待ちなさい。そこのメイドさんが戦うというのなら……黒くろ間ま君？　矢や口ぐちさんの相手は、本当に貴方あなたが一人でする、ということかしら？　『筆記官ライター』としてではなく、ただの一般人として？　それで勝てるほど甘くないということ、おわかりになっているのではなくて？」

「わかってますよ会長。でも勝算はある。少なくとも『アカシック年代記レコード』のほうは」

　俺は頷うなずいた。会長はこれ見よがしにデカい溜ため息いきをつく。話にならないとでも言いたげだった。

　会長の言いたいことはわかる。彼女の考えでは自分か、でなければカナか、いずれか戦せん闘とう能力の高い人間が従者と共にイシュタルと戦うべき、という思考だったのだろう。それはそれで間違っていない。だが、今回はダメだ。

「言いましたよね。俺は会長にもシンにもやってほしいことがあるんですよ」

「では、それを聞きましょうか」

「死し想そう図書館には、イシュタルの配下の軍が大量に来ます。おそらく期限の時刻になれば、すぐにでも。会長にはそれの相手をしてもらいたいんです。もちろん数が圧倒的だし、手勢はこちらからも出しますけど」

「話になりませんわ」

　見下すような表情だった。やっぱり、一ひと筋すじ縄なわではいかないか。このドリル双子も。弟のほうは黙だまっているが、それは別に話す必要がないからだろう。姉のほうが全て代弁しているからだ。いかにもらしいとは思うが。

「ねえ、黒間君？　貴方の失態ですわよ。別にそれを責めるつもりも、貴方一人に解決を押しつけるつもりもありませんでしたけれど。でもさっきから貴方の言っていることは、つまり大事なことは自分一人に任せてくれと言っているのですわよね？　矢口さんのことを。一度失敗した貴方に一任して、それで上う手まく事が運ぶのかしら」

「……信用できないって？」

「貴方が私くらい完かん璧ぺきだったら任せても良かったのかもしれないけれど」

　無茶を言う。あんたみたいになんでもできたとしたら、そもそもこんな失敗はしないだろうに。

　同じような溜ため息いきは、別の方向からも現れた。セットゥである。もう話は終わったか、とばかりに、つまらなそうに目を細めていた。だるそうなその顔つきからは、協力の意志は感じられない。もっとも俺だって手伝ってほしいのはセットゥではなく、カナだったわけだが。

「では黒くろ間ま君。もう一つ聞きたいのですけれど……メイドさんがあの女神様と戦って、勝てる算段はあるのかしら？　どれだけ叩たたきのめしても、よしんば貴方あなたが上う手まく『アカシック年代記レコード』を取り戻すことができたとしても、きっとあの女神様、納なつ得とくなんてしてくれませんわよ」

「それについては考えてる。そっちはカナと、あとはシンの作る武器の出来次第だ。でも会長、アンタに頼みたいことはそれじゃない。わかってくれないか」

「全体像もわからない作戦に与くみすることはできかねますわね」

　会長の隣で、弟のヒカリも同じような顔で頷うなずいてやがった。アンタらに作戦の全体なんか説明した日には、その場で指し揮き権けん奪うばわれて全然俺の思い通りにならないことが目に見えているんだよ。それで事態が解決するならそれでもいいが、俺にはそれが許せない。特に未み耶やに関しては、俺がケリをつけなきゃいけないはずなんだ。

「もうお話は終わりですかな。では、私はこれで退散するといたしましょう」

「おい、待てよ」

「おや、まだなにか？　察するところ、『筆記官ライター』が全て解決してしまわれるのでしょう？　ならば我々に用はない。ましてや我が主はお怪け我がをなさっている身。そのような中途半はん端ぱな態度では協力できかねますな。勝手にそちらで解決なさればよろしいのではないですか？」

　セットゥと相性の悪いリヴルがなにか言いたげだったが、俺はそれを手で制す。こんなところでこじれさせても仕方がない。一分一秒が惜しいのだから。セットゥは説得しなくたっていいのだ。

　カナさえ動かすことができれば。

「単なる役割分担だ。お前らも、もちろん会長も、やることなければ呼んだりしねえ」

「ほう？」

「カナに伝えとけ。五日後、美う味まいもの用意してあるから必ず来いってな」

「……良いでしょう」

　苦々しそうに顔をしかめて、セットゥは退散していった。アイツもわかっているのだ。レストランの中心はカナだし、アイツを押さえられればセットゥとて従わざるを得ない。どこに行けばいいかなんてことは、後々カナにメールしておけば済むことだ。

「では我々も行きましょうか、ヒカリ？」「はいお姉様」

「おい会長。そっちにはまだ話が……」

「こっちにはありませんわ」

　一刀両断に、切り捨てる。相変わらず有益無益を判断するのがとんでもなく早い。

「黒くろ間ま君に任せるくらいなら、私たちは勝手にやったほうが成果はあがると思いますの。だって私たちのほうが万能で、完かん璧ぺきで、疑う余地もないくらいに優秀ですもの。特に矢や口ぐちさんのことは、私たちに任せて頂いたほうかよろしいかも。失恋した女の子のとこに、当の男が出張っていって、一体どうするつもりですの？」

　確かにそりゃそうで、痛いところを突つかれた俺は黙だまりこむしかなかった。あの時とは逆だ。ヒカリの事件の時は、会長が全てやらせろと言って、俺はその我わが侭ままを条件付きで飲みこんだのだけれど、逆の立場になれば会長はそんな我が侭を切り伏せてしまう。

　どいつもこいつも、少しも俺の思惑通りに動いてくれない。それはまあ、わかりきってたことではあるんだがよ。

「じゃあどうすんだよ、会長。勝算があるってのか？」

「貴方あなたが女神様を抑えていてくださるのなら、やりようはありますわ。いくら『アカシック年代記レコード』だって、使っているのは矢口さんですもの。避けるのが難しいほどの、音符と五線譜の応おう酬しゆうならば」「そうですわね。わかっていても、見えていても、避けられない攻撃なんていくらでもありますものね」

　どうだろうな、それでも無理なんじゃないか。今、この会話だって、あるいは矢口未み耶やは聞いているかもしれない。それにアイツは言った。五日後、『イツキはアタシに会いに来る』と、未耶自身が言ったのだ。だったらそれはきっと現実になる。

　未耶と戦わなきゃいけないのは、きっと俺なのだ。

「それでは」

　もう用はないとばかりに立ち去る緑みどりヶが丘おかの双子。あの性格なら今すぐにでも未耶に会いにいくかもしれないが、いくら完かん璧ぺきを標ひよう榜ぼうしても、やはりイシュタルは怖いのだ。誰かが女神と戦って、その介入を防がなくては、会長といえど未耶とは戦えないのか。

　ならばそこに、付け入る先はある。きっと。

「…………で？」

　最後に。

　その場に残り、結局立ち去ることをしなかったのは、『製作者メイカー』の赤あか崎さきシンだけだった。無理だと言っておきながら、それでも残ってくれていた。

「正直、お前は真っ先に、俺に言いたいことを散々ぶちまけると思ったんだがな。相談は終わったのか」

「お望みなら今すぐそうしてやるけどね、こっちは君よりも時間がないんだ。今作ってあるものでどうにかならないかと考えたが、時間がないことだけはよく確認できた。すぐに幻想の武器を作り出せる君には想像もつかないかもしれないけどな、こっちの仕事は繊せん細さい微び妙みような職人芸なんだよ。ちょっとでも設計とズレただけで完成品は全然違うものになる！　正直今すぐにでも始めたいんだよ」

　苛いら立だつ様子。シンは目線を俺やリヴル、黄おう銅どうの間で交こう錯さくさせている。本人の言う通り、溜たまりきった自身の中の鬱うつ憤ぷんを、今すぐにでも吐はきだしたいと思っているようだった。しかしそれでも、まだ赤あか崎さきシンは動かない。

「あと五日。普通のペースで作ったんじゃ、なに一つ間に合わないことはよくわかったよ。君のズタズタの作戦に文句を言う時間も、手出しをさせない傲ごう慢まんぶりを責める時間も、全てが惜しい。君がやるというのなら僕は製作するまでだ。第一、僕じゃ戦えない。どんなに矢や口ぐちさんを助けに行きたくても、僕じゃそもそも無理だ。君がやるというんだから君に任せるしかない」

　そうだ、シンは戦えない。

　シンの戦場はここではなくて、自分の工房であるべきなのだ。そんなことは誰よりも本人がよくわかっているはずで、だったら俺がじたばたしている様子すらじれったいのだろう。それでも従者と共に、不動の覚かく悟ごでここにいてくれることは、そうだな、やっぱり素直にありがたいとしか思えない。

「もっとも？　それで無む惨ざんな結果だったらぶっ殺してやりたいが、まあ失敗したら僕がなにをするまでもなく君は死んでしまうわけだから、結果は見えているよね。精々あがいてみせろ。無様な死に際でも安心しなよ、君を散々嘲あざ笑わらったその後に、僕が華か麗れいに矢口さんを助けだしてやるからさ」

　軽口を言っているが、目は笑っていない。俺が失敗したら、本気でこいつは動きだすかもしれない。戦えないのに？　それでも数多くの手製の魔導具があれば、どうにかなるのかもしれない。女神を出し抜くことも。

　やらせないけどな。

「とにかく、『神通布メギンギヨルズ』は絶対に間に合わせる。それだけは僕のプライドにかけて約束するよ、イツキ。でも従者の武器まではさすがに無理だ。倉庫の在庫をかき集めても、『神通布メギンギヨルズ』に加えてもう一つ神話の武器を作り上げるなんて難しい。そっちのほうは君の高速筆記でなんとかしてほしいところだね」

「そこを曲げて、頼む」

「君も聞きわけがないな。無理なものは無理だ」

「だったらどうすりゃいい？　お望みなら土下座でもなんでもしてやるが」

「しつこいな！　なにされたってできないものをできるとは言えないんだ！　五日でいくつ頼むつもりだい君は！」

「ハッタリを利かせたいんだよ！　融通のきかない俺の武器の中に、お前の武器を混ぜこむから意味があるんだ！　イシュタル相手じゃそれでも潰つぶされるかもしれねえけど、だからこそ可能な手は全て打っておきたいっての！」

「『神通布メギンギヨルズ』すら在り合わせのものでギリギリだぞ！　これ以上請うけ負えるか！」

「てめ、必要なものを今すぐ作るって言ったのはそっちだろうが！」

「なんでもかんでも作るとまでは言ってない！　こっちにも可能と無理があるぞイツキ！」




「騒がしい。半人前の小こ童わつぱども」




　俺たちの不毛な言い合いが止まったのは。

　重低音の、戦車のキャタピラでも連想させるのは、従者というには余りに尊大、というかオーラの在りすぎる黄おう銅どうだった。こいつが喋しやべるのを聞いたのはいつ以来だろう。夏休みの間には覚えがないから確実に二カ月は経たっている。

「若。受けよ」

「はぁ!?　正気かい黄銅！　間に合うと思っているのか！」

「そのような。考えでは。絶対に。間に合わぬであろうがな」

「ぐ……っ!?」

　シンが鼻白む。そもそも諦あきらめていては事は成らない、と黄銅は言いたいらしいが、それでも主に対して手厳しい。そもそも無理な注文だというのは、俺でもわかっている。それでも黄銅の、髭ひげと蓬ほう髪はつの間から見せる瞳に、一切の揺らぎはない。

「若」

「ああ！　ああもう、わかったよ！　ちくしょうイツキ、良いだろう、絶対に間に合わせてやるさ！　僕を誰だと思ってる！　君みたいな才能も、カナみたいな欲望も、会長みたいな完かん璧ぺきも持ち合わせていないけれど、それでもお前ら化け物と同じ位置まで立ってやるさ！」

「それでこそ。無能。無能は。無能なりに。意地を見せねば。ならぬ」

「うるさい！　イツキもそれでいいな!?　僕が五日眠らなければ解決する話だ！」

　半ばヒステリー気味に、シンは立ち上がる。これで話は終わったと言いたげだった。まあ確かに、シンの約束を取り付けた時点で、話は九割方完了しているのだが。この状態のシンに任せてもいいものか。

「おい、なにを作るか聞かなくていいのか」

「武器ということはさっき聞いた！　あとはそこのメイドにでも言って僕に伝令させろ！　とにかく時間がない。今すぐ『神通布メギンギヨルズ』にとりかからなければ本当に間に合わない。おいイツキ、僕にここまでさせて、それで矢や口ぐちさんを助けられないなんてことになってみろ！　僕はお前を許さないからな！」

「は──それは、お前の武器が間に合うかどうかだ」

「間に合わなかったらどうする気だい」

「思いっきりバカにしてやるさ」

　図書館を抜けて出て行こうとするシンが、そこでこちらを振り向いた。相変わらず卑ひ屈くつな瞳だが、今は闘とう志しに燃えて輝いているような気さえした。それは太陽の光というより、炉ろの中で極限まで熱せられ、明あか々あかと輝く金属のような、重厚さをともなう光だ。

「もう、お前に見下されない。僕とお前は同格だ。僕は『製作者メイカー』だ」

「あ、ああ……わかってる」

「いいや！　お前はまだわかってない！　僕は君のように才能があって、選ばれてこの場にいるわけじゃない！　それがどれほどの労苦を伴うかわかるかい！　エレシュキガルは『製作者メイカー』であることが懲ちよう罰ばつだと言った！　そうさ、才能がなくて、努力だけで勝負しなきゃいけない人間っていうのは、本当に苦しむんだ！　それを飛び越えてしまった君には一生わからないだろうが！」

　右の掌てのひらで、左の拳こぶしを受け止める。俺たちの中で最も早く戦いに赴くシンは、誰よりも闘気をみなぎらせていた。

　暑苦しいとは思うが。

　滑こつ稽けいだとは、間違っても思わない。

「才能は既すでにあるものだ。どうやってもそれを得ようとすることはできない。でも努力は蓄積できる。労苦は糧かてにできる。スタートラインが違うだけだ。イツキ、お前が自分の才能に慢まん心しんしている内に、僕は眠らずに努力を続ける。いつかお前を追い越せる。そう信じてるからだ。結果を見せる時は今だと思う。これを間に合わせることができたなら、僕はようやく、あのワンダーランドで見たくだらない幻影から抜け出せるはずだ」

「シン……お前」

　努力できるのも才能のうち、なんてくだらない言説があるが。

　それは本当にそうか？　努め、励はげみ、務めを極めるのは、才能なんて安っぽいもので可能になる芸当なのか？

　才能だ、というのは簡単だ。でも簡単だからこそそれが意味するものはデカいし、諦あきらめる言い訳にも、安易な賛辞にも利用できる。こいつはそれを飛び越えると言った。俺を、努力だけで越えてみせると断言した。その覚かく悟ご。

　もう、俺、シンに負けてねえ？

「……頼む」

「もちろんだ。君こそ、絶対に勝ってくれよ」

　それを最後に言い残して、シンは去って行った。物言わぬ巨木のごとき黄おう銅どうも後に続く。

　静せい寂じやくさを取り戻した死し想そう図書館に、残されたのは俺とリヴルだけ。言い知れぬ敗北感に、俺は、なにも言えなかった。俺を越すとか、与太話にも程があるだろ、シン。あれだけ芯の強い言葉を聞かされたんだ、とっくにお前は俺なんか追い越してるっての。

　俺は？

　もしかして俺はまだ、ワンダーランドで見た未み耶やの幻影に、囚とらわれたままなのでは？

「イツキ様」

　リヴルが静かに、俺を呼ぶ。

　誰よりも幻想の化身で、なによりも曖あい昧まいな存在のくせに、いつもリヴルは俺に、現実を意識させてくる。その冷水のような言葉を浴びせて、強引に。

「お気になさらず。イツキ様にはイツキ様の戦い方、やり方がございます」

「俺のやり方だ……？　おい、リヴル、それを見つけるのが難しいって知らねえのか」

「拗すねているのですか、イツキ様」

　いつの間に主の心中にまでずげずげと入りこむようになった従者だった。すっげえ殴りてえ。殴りてえんだけど、多分殴ったらリヴルは喜ぶだろう。

「ふざけたこと言ってないで、会議続けるぞ」

「はい？　ですがイツキ様、他の施し設せつの主は、もう」

「アイツらはいい。カナはまだ頼りにしなくてもいいし、会長は……まあ、そっちもなんとかする。俺たちが直接戦うんだ。相手のこと知らなくちゃ話にならないだろう。イシュタルのことはもうある程度聞いたし……だから聞きたいのは、『アカシック年代記レコード』のほうだ」

「イエス、マイライター」

　シンは眠らないと言ったが。

　俺にも眠る時間なんて、ほとんどないかもしれない。未耶とイシュタルに立ち向かう手段は、いくらあっても足りないくらいで、しかも期間は五日だ。間に合わないといえばそうなのだが、しかし間に合わせる。絶対に。

　シンの決意に似たそれは、俺にだって存在するのだから。

「そもそも聞きたいのは、『アカシック年代記レコード』の目的だ。未耶の目的は俺を殺すこと。それはいい。アイツに恨まれてるのはわかってる。じゃああの死し書しよの目的は一体なんだよ。未耶を介して、一体なにを企たくらんでるんだ？」

「不明です」

　返ってきたのはシンプルな回答だった。いやまあ、リヴルがなんでも知ってるなんてもちろん思ってないけれど、今まで死書のことに関してはほとんど淀よどみなく答えることが多かったので、正直肩を落としてしまった。

「ですが、確かなことは一つあります」

「なんだよ？」

「あの『アカシック年代記レコード』には、なにかを欲する、なにかを得ようとする、などということは有り得ません。企み。望み。目的。そういった言葉から一番縁えん遠どおいのが、あの全知の死書です。まかり間違っても、我々の思うような目的があるとはとても思えません」

　リヴル・ブランシェの言動が意味不明なのはいつものことなのだが。

　ますます言っていることがわからなかった。そういや未み耶やと屋上で対たい峙じした時も、似たようなことを話していた気もするが。どういう意味だ。目的がないってのは。死書だからといって、それぞれ個性もあるし、目的もあった。だからアイツらも逃げ出したわけだが。

　リヴルはどこからかティーセットを一式持ちだしてきて、話を続ける。

「全て、知っているからです、イツキ様。全て知るものはなにも望みません。自分のためのものは、なにも」

「そう……なの、か？」

　俺は生憎あいにく、神様のごとく全知じゃないから、そんな心境が想像できなかった。

「わかりませんか」

「ぴんとこないな、いまいち」

「具体例は……では、イツキ様が全知であるといたしましょう。たとえば行動の一例として、読書があります。しかしイツキ様は読もうと思えない。読む前から内容が全てわかっているからです。ゲームもしない。そのゲームの内容が全てわかっているから。なにかを欲しいと思うこともない。手に入れる前から、それがどんなものなのか、どういう存在なのか、わかりすぎるほどにわかっているからです」

　俺でたとえるのはやめてほしい。いきなり世界全体がくすんで、全て灰色になったように感じてしまう。やる前から全部わかってる。それがどんだけつまらないことか、急にありありと想像できるようになってしまった。

「……いや、待てよ。前にエレシュキガル、本読んでたことがあったぞ。あとは菓子食ってたりとか。あれはどうなるんだ」

「ほぼ、単なる暇ひまつぶしかと推察されますが」

「そういう、ものなのか？」

「はい。全知とは、内容を丸暗記しているようなものです。読む行為自体は可能です。なんの意味も持たないとは思われますが。読んだ文章も、読んだ記き憶おくも、読んだ経験も、全て知っているからこその全知。なんの意味も為なさぬ行為は暇つぶしとしか言えないかと」

　そうか。だから、なにも望まない。その結果は全てわかっているから。

　経験も、記憶も、全て知っている。一歩も動かなくても、この世の全てを体験できる？　一人で完全、一人で全知？　『アカシック年代記レコード』が望めば、自分の世界の中で永遠の理想郷すら体験できる。ただ一人で、あらゆる欲望が満たされる。完結している？

「だったら、なんで、未耶を。俺を殺そうと」

「わかりません。そもそも『アカシック年代記レコード』が逃げ出したことが意味不明です。図書館にいようが、現実世界にいようが、彼にとっては意味がありません。できることは変わりませんから。イツキ様を殺したいのなら図書館の中で機を待てばいいだけのこと。隙すきをつくなど、あの年代記レコードには容易たやすいことですから」

　やはり、そうか。

　未み耶やの目的と、『アカシック年代記レコード』の目的は合致していない。アイツにはまた別の意図があるのだ。それがなにかはわからない、が。というかそもそも、リヴルの言う通り、全てを知る死し書しよが望むものっていうのは、一体なんだ？

　下へ手たしたら、未耶だって危ないかもしれない。

「ただし、例外があります。行動を起こさず、満たされているはずの『アカシック年代記レコード』が、なにかを望む時。それはイシュタル様やエレシュキガル様も同じ。完結している神々ですが、だからこそ動く理由があります」

「…………」

「自分の益ではなく、他者の益のために行動する時です。たとえば、『アカシック年代記レコード』が、ごくごく単純に矢や口ぐち未耶を気に入り、そのために力を貸している、という推測は成り立つかと思われますが」

　なるほど。一見、無理はない。未耶も、死書をアカシャなんて親しげに呼んでいた。もっとも無理がないだけだ。あの死書と未耶に接点なんてないはずだし、未耶のことだって熟知しているはずの『アカシック年代記レコード』が、誰かを気に入る、好むなんてことがあるのかどうか。

「イツキ様のお考えは？」

「……俺に振るのかよ。わかんねー、そんなもん。でも今、目立った動きをしてないんだ。未耶が俺を殺そうとしてるのも、イシュタルが死し想そう図書館を潰つぶそうとしてるのも、ある程度までは『アカシック年代記レコード』の思惑通りってことだろ。アイツが未来をわかってるなら、目的もいずれわかる。辿たどりつく先にアイツの意図があるんじゃないのか？」

「未来。確かに、全て理解しています、『アカシック年代記レコード』は」

　そもそも勝ち目がある相手なんだろうか。

　悩んでも仕方がないのはわかっている。未耶は既すでに手に入れている。勝つまでの軌き跡せきを。それを覆くつがえすにはそれこそ奇き跡せきでもないと不可能だろう。もっとも奇跡なんてのは、自分で起こすものだ。待ってても起きやしねえしな。

「一つ、勝てるかもしれないことを言ってもよろしいでしょうか？」

「……マジか。おい。そんなのあるなら早く言え」

「はい。矢口未耶はおそらく『アカシック年代記レコード』を読んだことでしょう。もちろん膨ぼう大だいな宇宙の記録であり、全てを読むことはできないでしょうが、自分の目的を果たすために必要な部分は、余すところなく目を通したと考えられます。しかしそれは、『アカシック年代記レコード』になんの意図もない、と仮定した場合。もし、かの全知の死書が、意図的に矢口未耶に与える情報を操作していたとしたら、話は違います。出し抜く隙すきがあるかもしれません」

　ちょっと期待したが、なんつーか。

　仮定と想像の上に成り立つ話で、ちょっと拍子抜けしてしまった。逆に言えばリヴルでもその程度の対策しか打ち出せないほどに、『アカシック年代記レコード』は厄やつ介かいだということだ。その仮定が成立するためには、死書が未み耶やではなく、俺たちの味方だということになる。

「俺たちが出し抜ける。それはつまり、出し抜くことすらもあの死書の掌てのひらの上ってことだろ。『アカシック年代記レコード』は全部わかってるんだから」

「仰おつしやる通りです……イツキ様。そのようにあからさまに残念な表情をされますと、私としても」

「嬉うれしいんだろ」

「イエス、マイライター」

　認めやがった、このマゾヒスト。

　こいつの悪あく癖へき、隷れい属ぞく主義とコスプレ趣味にはもう慣れたつもりだったのだが、空気も読まず言われてしまうとまた疲つかれてくる。楽しそうだな、こいつ、こんな状況だったとしても。

「申し訳ありませんイツキ様。しかし管理する私としても、やはり『アカシック年代記レコード』だけは別格なのです。かの記録は、もはや世界そのものとまで言ってもいいほど膨大な規模。あらゆる情報の集積は、それ自体が巨大な存在となってしまいます。もしイシュタル様やエレシュキガル様ら、神々にも並ぶ死書があるとすれば、それは『アカシック年代記レコード』しか有り得ないでしょう」

　もし、『アカシック年代記レコード』になんらかの思惑があるとするなら──リヴルはそんなものはないと言うが──未耶を都合よく利用している可能性はあるかもしれない。それは俺たちの利益にはならず、むしろもっと悪い結果を引き起こそうとしているのかもしれないが。だがそのために、未耶が本当の全知を手に入れてないのだとしたら、そこに付け入ることはできるか？

　未耶をどうにかできれば、年代記レコードの思惑も同時に粉ふん砕さいできるかもしれない。

「『アカシック年代記レコード』は、読まなきゃ話にならないんだよな？」

「はい。事前に目を通しておかねばなりません。いくら矢や口ぐち未耶が死書の力を借りているといえど、読まなければ持っていないのと同じことです。もっとも、そんなことは向こうも承知のはず。必要な部分には余さず目を通しているかと思われますが」

　だよなぁ。

　そもそも未耶が言っていたのだ。今はまさに勉強中だと。なにを読んでるか知らないが、出し抜く方策すら見抜かれている可能性もある。というか、今まさに俺の心だって読んでたりするんじゃないのか。だったらなにを考えても先手を打たれるじゃないか。

「……イツキ様のお考えは？」

「言わねえ」

「私にも仰ってくださらないのですか」

「ああ、今回は別々に戦うしな」

『アカシック年代記レコード』相手になんの意味もないのはわかっているのだが。

　どこかで未み耶やが、その全知でもって聞き耳をたてているような錯さつ覚かくがある。だからリヴルにも教えたくないのだ。俺の心を読まれてしまえば結局は一緒なのだが、単なる気分の問題。いや。ジンクスとでも言えばいいのだろうか？

「イシュタルとの戦い方も考える。全部『真白き本』に、あらかじめ書きこんでおく。そりゃ、細かい部分は臨機応変にやってほしいけどな。戦略は、俺の指示に従ってほしい。いいな、リヴル。相手はイシュタルなんだ、気を抜くなよ」

「もちろんです。全てイツキ様のご意志のままに……。ですが、やはり私は、イツキ様がお一人で戦うことが心配です」

「お前の身体からだは二つないだろ」

「裂さきましょうか？」

「裂いたところで意味なんかねえだろ……」

　凄せい惨さんな死体が一個転がるだけである。リヴルの場合、両腕をもぎ取られても生きていたくらいだから、頭から真っ二つになったところで──いや、さすがに死ぬよな。絶対に、リヴルには死んでほしくない。

　生きていて、ほしい。当たり前のことだ。

「以前、言ったよなリヴル。お前は、死んでるって」

「はい。私は死し書しよですから。初めから死んでいる、白紙の死体です」

「もう一つ、覚えてるか。ワンダーランドでユズキに言ったこと。なにもできないヤツを、死者と呼ぶって」

「はい。はっきりと覚えています。なにもなし得ない存在を、どの国と時代でも、死者と形容するのだと、私はユズキ様に対して述べました」

「だったら、俺にとってお前は、死んでなんかいねえよ」

　当たり前だ。何度も助けられた。大だい分ぶ慣れてきたとはいえ、俺は従者なんて持つような柄がらじゃないんだ。リヴルに助けてもらったことを当然だなんて思えない。感謝してもしきれない、今更なんだけどな。なにもできないなんて、そんなことはない。

「死書おまえらも聞けよ！」

　声を張り上げ、届かせる。

　この図書館。静せい寂じやく満ちる夜の大気。数多あまたに蔵された死んだ書しよ籍せきに呼びかける。

　主たる俺の声に応えるかのように、無数の本たちのざわめきが満ちていく。

「はっ。死し想そう図書館？　死書？　てめえら、それでいいのか!?　ああ、確かにさ、現実こつちにはどこにもないお前らは死者っていうべきなのかもしれない。ここは冥めい界かいかもしれない。けど、だからってお前らまで幽ゆう霊れいみたいになるこたぁねえだろ！　逃げ出した奴やつらだって、そんなのはゴメンだと思っていたんだろうが！　俺はまだ死んでねえぞ！」

　そうだ。エレシュキガルが管理していた頃はいざ知らず、もうここの主は俺なんだ。成り行きで強引に任されて、脅きよう迫はくみたいな手で戦わされて、俺は確かに未み耶やのために、理り不ふ尽じんな綱つな渡わたりを続けていたはずだ。だからって今更、放棄するつもりはさらさらない。

「散々、俺に迷惑かけてくれたんだ。それで、お前らが死者なんて思えねえっての。てめえら生きてて、あれだけ好き勝手やらかしただろうが」

　今だって変わらない。未耶と、図書館のために。

　ざわめきは、波のようにさざめく。図書館全体へ、書籍の小さな声が響ひびいていく。

「俺はこの図書館を、死に体にする気なんてさらさらない」

「イツキ様」

「お前も、死んでるなんて思わないからな、俺は」

「はあ」

　自分で言うのもなんだが、俺は今、それなりにかっこつけたセリフを言ったつもりだったのだが。

　当のリヴルはなんかとぼけたというか、ぴんと来ない表情をしていた。もちろん噓うそなんかじゃない俺の本心だったのだが、リヴルの反応はとても鈍にぶい。そんなことを言われても、という顔つきだった。

「……いや、お前、そこはありがとうございますとか、言うことあるだろ？」

「と、言われましても、私は死し書しよですので」

「融通きかねえなお前」

　この無表情の人形従者には、いまいち届かなくても。

　図書館の死書には、きっと響いたに違いない。声の通りにはまあ自信がある。お前らはなにもできない死者なんかじゃない。少なくとも、現実で人の力を借りているのは確かだろうが、それだけできるんだ。あとはなんでもできるだろう。

「よし、決めたぞ、シンに作ってもらう武器」

「……まだお決めになっていなかったのですか？」

「候補はあったけどな。シンに伝令頼む、リヴル」

「イエス、マイライター。なにを作って頂きましょうか？」

「ああ、それはな────」

　あと五日。間に合わせるとシンは言った。

　俺も間に合わせる。勝利への道筋を描いてみせる。あとは会長とかカナとかにもきちんと協力を取りつけて、『アカシック年代記レコード』の予知しただろう、ふざけた未来をぶっ壊してみせる。その先にあるのは、俺が死ぬ世界なんかじゃない。

　この図書館は、死んだヤツの墓標なんかじゃないと、全知万能の連中に、改めて教えてやろうじゃないか。




　約束の期限。

　秩ちつ序じよの女神イシュタルが、黒くろ間まイツキを殺して、死し想そう図書館の検けん閲えつを行うと定めた日。矢や口ぐち未み耶やは、そこにいた。フィルムが覆う円筒形の世界。無数の映像が周囲を包む、『アカシック年代記レコード』の空間の中に。外から見れば、空中に立っているように見えたかもしれない。

　今日の学校はもう終わっている。黒間イツキは午後九時三十二分。死想図書館を経由してこの空間へとやってくるだろう。たった一人だ。未耶はそれを知っている。

　好きだった。

　本にしか興味のない、無愛想な幼おさな馴な染じみのことが、未耶はずっと好きだったのだ。

　彼が来るのはあと三十分程度。まるでデートの待ち合わせ。早めに来てしまった彼女のようだと、未耶は思う。心は高鳴っている。イツキのことを思っただけで、周囲の映像が切り替わる。全て黒間イツキの、けれど一つ一つが違う映像だ。無数の黒間イツキを、未耶はゆっくりと眺ながめていく。

「アカシャ……」

　年の頃は、中学のくらいだろうか。そのくらいのイツキをフィルムの中に見つけて、思わず未耶は懐なつかしく思ってしまった。

「これで、良いんだよね、アカシャ？」

『アカシック年代記レコード』は答えない。

　好きだったのは、そう、この頃。未耶の回想に追つい随ずいするかのように、またも画面が切り替わる。今度は未耶も、それらの映像の中にいた。中学時代、今よりもまだまだ子供だった頃。未耶とイツキの付き合いは長くても、未耶がイツキを好きだと気付いたのは、こんなつい最近だったのだ。

　別に、劇げき的てきなことではない。

　未耶は、憧あこがれていた中学の先輩に告白した。中二の頃だ。そしてフラれた。彼女がいたそうだ。未耶はショックで、三日間学校を休んだ。痛い日記なんかも書いて傷心の自分を慰なぐさめていた。

「わわ、ダメダメっ、アカシャそれダメっ」

　とっくに処分したはずの、その痛い日記が画面に映りそうになったので、未耶は慌あわててそれを押しとどめる。今、そんな文面を思いだしたら恥はずかしさで死にたくなってしまう。

　とにかく、そうやって泣き腫はらして、三日後、やっと学校に出てきたのだ。やっぱりイツキは、あの時もクラスメイトだった。ただ、互いに思春期真っただ中だったこともあり、小学校までのような近しい距離ではなかったと思う。不思議な距離感があった頃だ。

　おはよう、と未耶は声をかけた。

　そこでイツキは、いつもの無愛想で特になにか言ったわけではなかったけれど、差し出してきたのはルーズリーフだった。得意の高速筆記で、未耶が学校を休んでいたぶんのノートを取ってくれたらしい。イツキにとっては授業中に二人分のノートを作成するのは難しくないのだそうだ。

　全く単純な話で、傷心の時に優しくされてしまって、未み耶やはイツキに惚ほれてしまったのだ。もっともイツキ本人には優しくしたつもりなんてないかもしれない。どうせ見せてと頼まれるだろうから、みたいなことを言っていた。幼おさな馴な染じみだから、よくわかっていたらしい。

　それで気付いたのだ。イツキはずっと近くにいて、自分のことを見ていてくれたのだと。

　もしそこで、イツキを好きになっていなかったら？　きっとその頃から段々疎そ遠えんになって、いつの間にか話もしなくなっていたかもしれない。異性同士で、小学校から高校まで変わらずに仲良くしているなんて滅めつ多たにないことだろう。当然だ、未耶がイツキを好きだったのだ。ずっと変わらないまま、関係を保たせようと、未耶が必死だったのだ。

　矢や口ぐち未耶がその気になれば、大抵のことはできてしまうから。

　緑みどりヶが丘おかユカリほどではなくても、未耶だってそれなりに万能だから。

　でも、その後のことは、既すでに未耶がイツキとリヴルに語った通り。

「ねえ、アカシャ……」

　映像は、イツキの姿を映写し続ける。それらのコマの中に、リヴルがわずかにも映っていないのは、『アカシック年代記レコード』の配はい慮りよだろうか。

「なんで、あたしのとこなんかに来たの？　なんであたしに全部教えたの？」

　宇宙の記録は答えない。

　この死書が、未耶の質問に答えたことなどない。未耶の問いかけに、彼は全て文字記録と映像記録でもって回答していた。だがそれは、彼が書いてある記述を読ませているだけ。未耶は一度も、アカシャ自身の言葉など聞いてはいないのだ。

「あたしはそんなの知りたくなかったのにさぁ！　イツキ、頑がん張ばってればいいじゃない！　あたしはなにも知らないまま、イツキに守られていれば良かったじゃない！　あたしが知って、それで一体誰が得するのよ！　あたしを傷つけてなにが楽しいのよ、アカシャぁ！」

　独白の叫びは、映像に飲まれて途絶える。

　知らないままなら、イツキはただひたすらに『筆記官ライター』の職務を全まつとうできたことだろう。未耶を守れたんだと、満足できたことだろう。でもアカシャが未耶の元を訪おとずれた時点で、もうイツキは未耶を守れなかった。彼女が死んでしまった過去から。彼女の溢あふれだす嫉しつ妬とから。未耶を守りきれなかったのだ。

　リヴルさえいなければ嫉妬はしなかった？

　アカシャさえいなければ平和だった？

　イツキさえいなければ恋心は生まれなかった？

　全部違うのだ。そんなのは、押しつけにすぎない。本当の原因は。

「あたしなんか……あたしなんかあの時、触手にくっついて死んでれば良かったのよ……！」

　汚いぐちゃぐちゃの感情は、もう黒くろ間まイツキに見られてしまった。

　優等生で、明るくて、ちょっとお節介なイツキの幼おさな馴な染じみ？　そんな偶ぐう像ぞうはどこにもない。

　ここにいるのは、ちょっとしたことで嫉しつ妬として、好きな男さえも殺そうとする、腐りきった乙女心の残ざん骸がいだ。

　触手に惨ざん殺さつされた、動く死体だ。

「やめよ。くっだらない……」

　この空間に時計はない。

　イツキはまだかな、と思った。感傷に浸ひたりたくはない。渦巻く黒い感情と付き合い続けるのはもうごめんなのだ。イツキを殺してしまえばいい。そうだ、ここにリヴルは現れない。ここでイツキを殺してしまえば、あの目ざわりな従者のいないところで、未み耶やは嫉妬を覚えることなく消えることができる。

　早く来てほしい。殺されに来てほしい。

　なにもかも終わりにしてほしい。

「まだかなぁー、まーだかなぁー……」

　助けてと言った。

　今の未耶は覚えていないけれど、下半身を失ったグロテスクな死体もどきの自分は、あの時イツキに助けてと告げた。イツキはなにもできなかった。なにもできないままで、未耶が死に行くのを見ているしかなかったのだ。可哀想なイツキ。ざまあみろイツキ。

「まーだーかーなぁー……」

　その時の言葉はまだ有効だろうか？

　意地があるなら、助けてみせろと思った。

　イツキに助けてほしい。自分を、このくだらない感情の塊かたまりである、矢や口ぐち未耶自身から、助けてみせろ、黒間イツキ。

「できねーだろぉーけどぉー」

　独白は、イツキが訪れるまで続く。

　自分は絶望した。一度目は邪じや神しんに殺された時。二度目はアカシャのせいで全て知った時。さあ、その絶望をイツキにも味わってもらいたい。それが、自分の恋心に気付いてくれなかったイツキへの罰ばつだ。




「……なにができないって？　未耶？」




　やっと来た。

　未耶は見下ろす。円筒の空間。その床部に、黒間イツキが立っていた。見慣れた姿。不ふ機き嫌げんそうな顔つき。制服なのは、それが彼なりの正装だからだろうか？　右腕に巻いているのは黒いバンデージのような布だった。あれが赤あか崎さきシンの製作した『神通布メギンギヨルズ』。持ち主の力を高めるという北欧の神器。

　かくいう未み耶やも制服。もっともそれは、イツキの着てくるはずの服にあわせたのだが。

　未耶はなんでも知っている。これから起きることも、全て読んだのだから。

「待たせたな」

「ううん、大丈夫。待ってないよ。ちょっと昔のこと思いだしてただけ。イツキは時間通り、あたしの読んだ時間と、一秒だってズレないで来てくれたよ。やぁーん、もう、イツキってば女の子待たせたくないんだねぇー」

「戯ざれ言ごとはいらねえぞ、未耶」

「……つまんない男」

　吐はき捨てる。もう外そと面づらを取り繕つくろうのもバカバカしかった。

　リヴルはいない。それは知っていたが。本当にイツキは一人で自分と戦うつもりらしい。全能に近い力をもっている、未耶に。『アカシック年代記レコード』は死し書しよの中では別格中の別格。対等に戦えるのは神様姉妹二人だけだろうに。

　未耶は思う。嬲なぶって嬲って、殺そうと。

　イツキは、フィルムのドリルに勝てず、押され、無数の牽けん制せいに隠かくれた本命の一撃に怯おびえ続けて、全身を血で濡ぬらしながら、最後には未耶に言うのだ。助けて、と。未耶がかつてイツキに言ったように。

　未耶は、やはりそれを、イツキがしたように、見捨ててやる。それが、アカシャの教えてくれて、未耶が選んだ、これから起きる未来なのだ。

「もうちょっと、恋人ごっこを味わわせてくれてもいいじゃない？」

「ごっこじゃ不満なんだろ、お前は」

「は？　なに？　本当の恋人にでもなってくれんの？　こんな薄汚いあたしを？　ねえイツキ、どうせあっちの、綺き麗れいななんでも言うこと聞いてくれるドＭ女のほうが良いんでしょ？　あっちのほうが美人だし、胸も大きいし？」

「ちょっと口が悪いな。お前らしくないぞ、未耶」

　お前らしくない？

　ふざけるな。矢や口ぐち未耶がどんな人間だったかなんて、もうとっくに忘れてしまった。イツキに対する感情が渦巻きすぎて、アカシャの伝える真実が重すぎて、かつてあった未耶なんてもう跡形もないのだ。そんな簡単なことに、どうしてイツキは気付いてくれないのだろう。どこまで鈍にぶいのだ、この男は。

　イツキは、『神通布メギンギヨルズ』を巻いた右みぎ拳こぶしで、空を殴りつける。

「ユズキの教育にも悪いしな。グレちまった幼おさな馴な染じみには、ちょっとおしおきしてやるよ」

「勝てないよ。誰も今のあたしに勝てやしない。イツキ、多分触れることもできないよ？」

「そいつはどうかな」

　不敵。

　イツキの顔には、闘とう志しがみなぎっている。大丈夫、ここまでだって読んだこと。これからこの顔は、歪ゆがんでいくのだ。好きな人のそんな表情を見るのも、また未み耶やの中の恋心を誘発してくれる。早くいじめてあげたい。助けてと懇こん願がんしたところを串くし刺ざしにしたい。

「言いたいことは色々あるが、まずは一発殴らせろ」

「だから無理だってば……」

　さあ、始めよう。くだらない矢や口ぐち未耶の、これが最低の幕引きだ。

　未耶の周囲に、フィルムが浮かぶ、無数のドリル。これが未耶の唯ゆい一いつの武器。別に特とく殊しゆな力などないが、これで十分だ。これで殺せる。予知能力に勝る未耶の武器など存在しないのだから。

「さっさと死ねよ、鈍どん感かん男」

　様々な感情をないまぜにして、イツキに吐はき捨てる。

　イツキが『神通布メギンギヨルズ』を構えたのと、そこに十を超えるフィルムのドリルが襲おそいかかっていったのは、ほぼ同時だった。

　未耶の読んだ、イツキの死まで、あと二時間弱だった。
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　さらさらと、水の音が響ひびく。

　ここは音楽堂。オペラ座の地下にある、大理石の屋内庭園。つい先日までは『英雄エロイカ』などが住みついていたせいで、かなり酷ひどい有あり様さまだったのだが、『演奏家プレイヤー』たる緑みどりヶが丘おかヒカリが丁てい寧ねいに演奏してくれているため、今ではその白い輝きを取り戻している。

　神殿のようにも見える白色の大理石の壁かべ。ところどころには緑色の樹木が配置され、さわやかな印象を更に強めている。澄んだ水が、落差を造られた水路を通り、絶え間なく音を奏で続けている。これぞ調和。人の手によって完かん璧ぺきに整備された世界。

　ユカリは進む。隣のヒカリは、ヴァイオリンを奏でている。音楽堂の調律、もはやそこまで熱心にしなくても良いのだが、ヒカリは暇ひまさえあれば音色を奏でている。先日の事件の償つぐないであるかのような必死さがあった。なんの代償行為にもなり得ないはずなのに。

　ユカリは、レストランを知らない。金こん野のカナという『主賓客イーター』のことも。四つの死の施し設せつは異次元に、正方形を描く形で配置されているらしい。図書館の対極には工房が。そして音楽堂の反対側にはレストラン。カナを知らないのは、ユカリにとって一番遠い相手だからだろうか、と思った。もしかしたらシンとイツキのように、喧けん嘩かばかりする相手になるかもしれない。

　もっとも、それはそれで悪くない。喧嘩することは、完璧の緑ヶ丘ユカリにとってあまり経験がなかった。誰もユカリと同じ土ど俵ひように立つことができないのだ。イツキも嫌うだけで、喧嘩なんてしてくれなかった。ヒカリの事件の時だって、結局妥協し、交こう渉しように切り替えたのはイツキのほうだ。

『アカシック年代記レコード』ならば、少しは相手になってくれるだろうか。

「傲ごう慢まんな女」「しかし我が主」「利己的な男」「しかし我らが主」「臆おく病びような女」「けれど我が主」「神経質な男」「けれど我らが主」「僕らは主を選べない？」「初めから決められていたこと」「僕らはなにを嘆なげく？」「それは言うまでもなく」「「ただ和音の不在が許せない」」

「ちょっとお二人とも。誰が男ですって？」

「怒った、パドゥローネ」「我らのパドゥローネがお怒りだ」

　戯たわむれている従者と弟。三人の言葉を聞きながら、けれどユカリは油断していなかった。

　今日が期限。黒くろ間まイツキが神か、あるいは神に似た本に殺される、その日だ。

　普段は使わぬ音楽堂の地下を訪れたのも、それが理由だ。ここからまた双子の力を借りて、様々な道を通り、矢や口ぐち未み耶やの元へと辿たどりつく。楽器の調律など、準備があったために音楽堂に立ち寄ったが、あまり長い時間はかけていられない。

　レスポールを引っ提げて、ユカリは大理石の庭園を進んでいく。神秘的な美しさをもつ地下庭園なのだが、室内であるせいか、植物の中に当然いるであろう小さな命の気配がないのが、不気味だった。

　人工的であるがゆえに、自然的なものは廃されたのだろうか。

「ジュメル、ジュモ？　そろそろかしら？」

「扉の向こうは」「夏？」「天国？」「明日？」「楽園？」「「地じ獄ごくかもしれません」」

「わかりましたわ。お二人とも、そしてヒカリも、気を抜かないで」

　当然とばかりに、ヒカリはヴァイオリンを震わせる。

　イツキはまだ、未み耶やの元に辿たどりついていない。ギリギリまで準備をしているのは確認したのだ。今頃は図書館で、必死になって速記をしているはず。イツキは未耶と。そして従者のリヴルは、本に書きこんだ指示の通りに、イシュタルと戦うはず。

　ユカリは考えていた。やみくもに未耶と戦っても、もしイシュタルが手を出してくれば面倒なことになる。ならば、自分が動くならこのタイミング。イツキが全ての準備を完了させる、それよりわずかに早く。イシュタルが自分とヒカリの動きに気付く頃には、彼女はリヴルの相手をせねばならないはずだ。

『筆記官ライター』とて無能ではない。イシュタルに対抗する手段を、きちんとリヴルに与えているはずだ。ならば自分は、その間に未耶を説得、それが無理ならば多少強引だろうが拘こう束そくすればいい。最終的に『アカシック年代記レコード』さえ取り上げることができればそれでいい。

「「パドゥローネ」」

「……どうしたの、二人とも？」

「緑と」「青の中に」「赤と」「黄が」「「調和を燃やしつくす炎の色が」」

「敵が？」

　双子の重奏が、危機を伝えてくれる。そこにがしゃりがしゃりと混ざりこむのは鎧よろいの音。ユカリはもうイシュタルが来たのかと身構えたが、違った。水路を踏みしめて現れたのは、あの冷たい銀色の女神ではない。

　赤だった。

「……そこは通路じゃありませんわよ」

「知らないよ」

　真紅の鎧の内側から、くぐもった声が聞こえた。

　和風の甲かつ冑ちゆうが、二人。片方は普通の人間だが、もう一人は有り得ないほどの巨大だった。背には日本刀を携たずさえている。顔は、具足の特とく徴ちようでもある面めん頰ぼお──顔面を覆おおう鉄製の仮面によって隠かくされているが、声でわかる。この二人は。

「赤あか崎さき君に……黄おう銅どう……ですわね？　お姉様」

「寝不足でしょうにご苦労なことですわ。まったく。どうしてわざわざ」

　巨大なほうが黄銅。普通の背丈が赤崎シンだろう。さすが『製作者メイカー』だけあり、素晴らしい作りの赤あか備ぞなえだ。黄銅に到ってはそのまま関せきヶが原はらにでも突進できそうな貫かん禄ろくがある。職人のくせに戦いくさが似合うとはどうしたことだろうか。

「お姉様、暑苦しいわ」「同感よヒカリ。見てるだけで熱気が漂ただよってきますわ」

「だったら帰ってくれないかい。生憎あいにくここは通せないんだ」

　濡ぬれた具足を気にもせずに、シンは通路を塞ふさぐように立つ。元々それほど大きくない地下庭園。管理を怠おこたれば迷宮のようになってしまう場所だ。巨大な黄おう銅どうがいるだけで、通路は簡単に阻まれてしまう。

「黒くろ間ま君の指示かしら」

「まあ、そうだね。僕としては今すぐ帰って寝たいんだけどさ。これが最後の頼みだっていうから」

「通りゃんせ」「通さんぜ」「ちっと通して下しゃんせ」「御用があれども通しゃせぬ」「あの子の慕ぼ情じようのお祈りに」「お歌を歌いに参ります」「行きは怖こわくて」「帰りも怖い」「怖いからこそ」「「ここは我らが押し通る」」

　手をつないだ『青の双子』が、か細い声で告げる。童どう謡ようの替え唄うた。歌を歌いに、と双子は言うがユカリは、未み耶やに失恋の慰なぐさめなんてするつもりはなかった。そんなことは後でいい。今はまず、攻撃的になっている未耶とイシュタルを無力化することだ。

「……間に合いましたの？」

「僕を誰だと思ってる」

「可愛かわいい子ブタさんではないの？」

　バカにしたように笑うヒカリだった。ユカリもほぼ同意だ。イツキはシンに対して、かなり無茶な要求をしたと聞いている。ここで平然としているということは、おそらく彼は『製作者メイカー』としての責務を果たしたのだろう。泥のように眠りたいのではないのか。

「ふん。通り魔が言ってくれるね。僕を覚えているかい、弟君。一度だけ会ったことがあるはずだけどね」

「……そんなこと、ありましたかしら？」

「まあ僕も小学校低学年だったか。緑みどりヶが丘おか家でやってたパーティで、一度だけね。というか通り魔事件と関係があるなんて思わなかったし、そもそも君が出てくるまで忘れていたけどね。そういえば姉の陰に隠かくれるように、臆おく病びような弟がいたな、と思いだしたんだよ。僕が豚なら、君は日の光が嫌いなモグラかなにかかい？」

　声の中に疲ひ労ろうが滲にじんでいるのがわかる。ろくに寝ていないだろう。ユカリとシンは何度か面識があるが、話し方はいささか変わったな、と思った。もっと卑ひ屈くつに、厭えん世せい的てきに喋しやべる男だったはずだが、今は散々働いて疲れたのか、言葉の中に毒が少ない気がする。

　ユカリは甲かつ冑ちゆうへと向かう。口くち喧げん嘩かをしている時間はないのだ。

「どいてくださいな、赤あか崎さき君」

「だから、頼まれたんだよ。ここは通せない。会長と弟君には、死し想そう図書館へ行ってもらいたいんだ。イツキの言う通りに、イシュタルの軍勢を迎げい撃げきしてくれないか。あ、僕には期待しないでよ、この状況で戦ったら、敵の前に眠気に殺されるよ」

　赤い甲かつ冑ちゆうの前に立つ。シンらしい、少々コミカルな外見は見る影もない。全身を赤い武む者しや鎧よろいで覆おおい尽つくしている。よくもまあこんな重いものを、とユカリは思う。

「これも作りましたの？」

「そんな時間はなかったよ。当然だろ。これは工房の倉庫にあったものをそのまま持ってきた。ああ、ちなみに今の僕の装備、これだけではないからね？　これ自体はなんの特とく殊しゆもない、死し作さくですらないただの甲冑だが、この下に歴代の『製作者メイカー』の精せい髄ずいを身につけている。小型の装飾品だけどね。数だけはある。君たちが対抗できるかい」

「何な故ぜそこまでなさいますの？　黒くろ間ま君はいわば恋こい敵がたきでしょうに」

　シンを押しのけようと、ユカリは彼の肩かた鎧よろいに触れた。当然のようにびくともしない。どうやら本気らしいが、シンがイツキのために、ここまでするとは思わなかった。ワンダーランドでの一件は双子から聞いていたが、それを含めて考えても、とても協力し合う間あいだ柄がらには思えないのに。

「そんなことまで聞いてるのか」

　触るなといわんばかりに、シンがユカリの手首を摑つかむ。存外、力が強い。脂し肪ぼうばかりの体格と思っていたが、見誤ったか。武器や魔道具を製作するのに、確かに膂りよ力りよくは必要だろう。だがしかし、それでも。

　今更に気付く。シンの体格が、こんな武者鎧に収まるものだろうか？

「……貴方あなた、もしかして少し瘦やせまして？」

「やつれたっていうんだよ、これは。食事もろくに取らないで、五日間眠らないで働き詰めだった。それでも間に合ったのは正直奇き跡せきだ。絶食ダイエットっていうか、ほとんど苦行の域だよね。我ながらよくやったよ」

　ユカリの腕がひねり上げられる。手加減はしてくれないらしい。少々痛い。

「君たちがどんなルートで、矢や口ぐちさんのとこに行くかは知らないよ。でも逆に言えば、音楽堂の中で待ち伏せしていればいつかは通ってくれると思っていた。まあ、僕の考えじゃない。僕はイツキの指示に従っただけさ。もしかしたらエレシュキガルの入れ知恵もあったかもね？」

「……怪け我がをしていても、口出しくらいはできますものね？」

　外に出るためには、ここを通らなくてはいけない。オペラ座の正門は来客を迎えるためのものであり、『演奏家プレイヤー』自身が出入りする場所ではない。その点では、レストランや工房は音楽堂よりも遥はるかに単純な造りでうらやましかった。

「まさか、こんな風に邪じや魔まをされるとは思いませんでしたわ」

　誰も喧けん嘩か相手になんてなってくれないと思っていたユカリに、思わぬところから立ちはだかってくれた。限界状態のくせに、それでもまだイツキに言われて自分の足止めまでするのか。過労で死んでしまわないか心配だ。

「では、ヒカリ？」

「はいお姉様。ごめんなさいね子ブタさん？」

　けれど、それが敵として相応ふさわしいかは、また別の問題。

「ぬ」

　所しよ詮せんは職人。自分たちとは畑が違うのだ。『製作者メイカー』は、会話にばかりに意識を向けて、その間に張り巡らされていた黒糸に気付いていなかったようだ。シンがわずかにも動く前に、彼の背後、巨大な黄おう銅どうが声をあげる。だがとっくに遅いのだ。

　鈍にぶい音。肉と神経と血管、そして骨ごと全て断ち切る、人体両断の音。

「ぐ。ぬう────ッ!?」

　既すでにジュメルの五線譜は、黄銅の右足に絡ませていた。それは双子には造作ないこと。

　黄銅が血を撒まき散らして倒れこむ。その前に彼は背中の太刀を引き抜いて、それを右足の代用として地面に突き立てた。太刀を支えに、横倒しになることは避けたが、そこまでだ。武器を杖つえとして、それでも戦える戦士はいまい。

「黄銅っ……」

「若。前を。他に。気をとられるな」

　その通り。シンに後ろを向く余裕などない。ヴァイオリンの音色はまだ響ひびいている。

　今度は五線譜、黒色のそれがシンを襲おそう。この職人が、もし今のような疲ひ労ろう状態ではなく、完全な状態だったら、五線譜に対処することができただろうか？　いや、無理だ。そもそも戦せん闘とうのできる人間ではないのだ。彼の真価はもっと別の部分にあるのだから。

　四し肢しを絡め取られ、シンの動きが停止した。わずかの身じろぎも許さない、音階による束そく縛ばく。

「腕と足をもぎとるのは、難しくありませんわよ」

　ようやく手首をシンの手から解放され、ユカリは言った。手首には青黒い痣あざが形成されている。女性の扱あつかいがなっていない、と思った。

「……そうかい。ならやれよ」

「私たちは、ここを通してくれればそれで構いませんの」

「だから、通せないって」

「なんでそこまでなさいますの。貴方あなた、黒くろ間ま君にどのような義理があるんですの？　むしろ怨うらんで嫌って、殺そうとまでしたはずでしょうに」

　シンは動かない。本当に四肢をもぎとらなければ、動いてくれないのだろうか。

　背後の従者とは違う。生きていて、そして簡単に修復はしない現実の人間だ。そうそう傷つけたくはない。ヒカリも、双子も、さっきから押し黙だまっている。ユカリの指示を待っているのだろう。

「別に、黒間のためじゃない。矢や口ぐちさんのためだよ」

「なら、なおさら。あの優柔不断な男では」

「どうせ、聞きやしない。今の矢や口ぐちさんは。ねぇ、会長？　矢口さんが『アカシック年代記レコード』を手に入れたのは夏休み中って話だ。君は何度も矢口さんに会ってるよね？　なにかわかったかい？　矢口さんがあんな酷ひどいことになっているって、完かん璧ぺきな会長は気付いたのかい？」

　気付くはずがない。相手が全知の記録なのだから。

　未み耶やが望まなければ、いくらユカリでもその不穏さえ感じとれない。そういう相手なのだから。表情からユカリの言いたいことを読み取ったのか、シンは小さく頷うなずいてみせた。

「そういうことさ。矢口さんは結局、自分の豹ひよう変へんを、イツキにだけ見せたんだ。それだけのこと」

「……もう少し、具体的に説明してくださる？」

「わからないかい？　もしかしたら、会長より弟さんのほうがわかるんじゃないのかな？　怨うらまれているのはイツキだけ。感情をぶつけたい相手はイツキ一人だけ。そこに僕らがお邪じや魔ましても、野や暮ぼなだけってことだよ。どうせ聞きいれてもらえない。今の矢口さんにはイツキしか見えていない。僕らのことなんてどうでもいいんだ。溢あふれる『アカシック年代記レコード』の知識に流されて、僕らのことなんか忘れてしまっているかもしれないね？　たった一人に全ての感情をぶつけて嬲なぶり殺しにしたいっていう、感情。弟さんなら覚えがあるだろう？　僕もワンダーランドでそうだったからね」

　どうして、こうまで余裕があるのか。

　シンは先ほどの、黄おう銅どうの足が切断された光景を見ていなかったのか？　ユカリが一言命じればそれだけで、彼の身体は五つに分割されてしまう。それが怖こわくはないのだろうか。それともヒカリに同情を呼びこむ作戦か？　無む駄だだ。多少は動揺しているかもしれないが、それでもジュメルの五線譜に震えは見られない。

「……端たん的てきに言って、矢口さんを救えるのは、イツキだけってことだ。だから僕は協力している」

「そうかしら、戦せん闘とう能力であれば彼一人よりも」

「誰が戦いの話をしてるんだ。僕は、矢口さんの話をしてるんだよ？」

　時間を取られ過ぎている。ここで時間を失うわけにはいかないのだ。

「『アカシック年代記レコード』も、イシュタルも、僕はどうでもいい。イツキなんて死んでも構いやしない。ただ僕が気にしているのは、全部が全部終わった時に、矢口さんが今まで通り、明るい笑顔で日常生活を送ってくれるかどうか、それだけだ」

「……そのためには黒くろ間ま君とも手を組むと？」

　シンは頷いた。なんとも、失恋したはずなのに見上げた根性である。

　しかし、理にかなっている。ユカリではダメか。矢口未耶には目をかけて、それなりに親しい関係になっていたつもりだったが、向こうはそうは思っていなかったのか。シンの話を聞く限りでは、自分は赤あか崎さきシンと同じくらいにしか見られていなかったのかもしれない。

　つまるところ、未み耶やの関心はイツキ一人。

　他の誰が、なにを言っても、まともに取り合ってはもらえない？

「イツキが矢や口ぐちさんの相手をすれば、彼女は溜ためこんでいたものを吐はき出せる。それで矢口さんが救われるならイツキなんて、僕にはどうでもいいさ。あとは勝手にやってくれ、という感じだよ。僕は僕の役目を終わらせたからね。会長、だから僕はアンタたちにも、イツキのために戦って欲しいだけなんだよ」

　シンは動かない。

　ユカリは、手を挙げて背後のヒカリへと合図する。シンに絡んでいた五線譜はそれだけで、しゅるしゅるとジュメルの手に戻っていった。鎧よろいが音を鳴らすが、シンはやはり動かない。そこにずっと立っている。

「お姉様、よろしいの？」

「よろしいもなにも、これでは通れませんわ。知人に怪け我がを負わせるなんて、私はゴメンですわよ、ヒカリ」

　黄おう銅どうはともかく、シンの両腕両足をもぎとるつもりなど、初めからなかったのだ。

　シンがそこまで見抜いていたのかはわからないが、いずれにしても実行力を伴ともなわない脅きよう迫はくは、退かないシンの前では無意味だった。逆に言うならば、ユカリとて、知人を攻撃するほどの覚かく悟ごはなかったということ。この場に立つ覚悟は、シンと自分で圧倒的に違った。

　ならば、退たい却きやくすべきは自分のほうだろう。イツキに負けたつもりはないが、シンには敗北した。

「お姉様、良いではありませんの。彼だってずっとここにいるわけでは」

「しばらくは動きませんわよ、彼。彼が動く頃には、状況はほとんど終わってますわ」

「そんな」

「だって彼、もう寝てますもの」

　ヒカリは気付いてなかったのか、絶句する。

　立ったままの鎧、その奥から寝息が聞こえてくる。この武者鎧も、その下に魔道具の装飾を施ほどこしたから、ユカリとも渡り合えるといった。それはきっと噓うそではないのだろう。しかし、本当の意味は違う。鎧に簡単な細工でもして、直立不動のまま、眠ってもここを動かずにいられるような仕掛けをしたに違いない。あるいは、その鎧に元からあった機能か。

　そこまでした赤崎シンを、一いつ蹴しゆうするつもりはユカリにはなかった。

「そこのおじいさん？　あとは頼みましたわよ」

「無論。未熟な。若の。面倒は。見る」

　黄銅は、腕の力だけで立ち上がり、足からだくだくと流れ落ちる血を気にした様子もなく、シンの背を守るようにあぐらをかいてみせる。片足がないというのにあぐらをかくとは器用な話だが、そういえば職人が器用なのは至極当たり前の話だった。

「では行きましょうか、ヒカリ？」

　どこへ、とは言わなかった。ヒカリもわざわざ伝えずとも理解したらしい。踵きびすを返したユカリに付いてくる。無論、従者の双子は言わずもがな。

「どこへ。行く。ここからは。出られぬ」

「お望み通り図書館へ行って差し上げますわ。どうせこちらの入口は封ふう鎖さしているのですから、オペラ座の正面に迎えでも用意してあるのでしょう？　違う？」

　黄おう銅どうは答えるまでもないとばかりに無言だった。それが答えだ。片方の出口はシンによって阻はばまれている。ならばもう一方から図書館に向かうしかないのは道理だろう。もしかしたら以前に乗った、あの真っ赤なスポーツカーが用意してあるかもしれない。

　急いで戻る。赤の甲かつ冑ちゆうは二人、未いまだに動く気配がない。シンには存分に寝かせてあげようと思った。

「……お姉様？」

「なに、ヒカリ？　急ぎますわよ。時間がないの」

「なんだか嬉うれしそうね？」

「そんなことはありませんわよ」

　容易たやすく弟に見破られるようでは、自分もまだまだだなと思う。

　嬉しいというのなら、ユカリは負けたことが嬉しくて、自分の考えた方策だってそうそう隙すきのないものだったはずなのに、シンの理屈もなにもないような、ただ限界の身体に鞭むちを打つだけの博打ばくちのようなやり方に負けたことが、嬉しいのかもしれない。喧けん嘩かで負けたのは、ユカリはほぼ初めてだ。

　もっとも、ユカリが負けたのは、実力ではない。強行突破は容易いことだ。シンが勝ったのは、ユカリに、実力行使をしなくてもいい、負けてもいいと思わせたから。大体、立ったまま寝ている門番を、強引に起こすのはやはり可哀想だろう。

　自分に、こうまで譲歩させた以上。

　イツキには絶対に、編みだした作戦を成功させてもらわねば、割に合わないと思った。




　私の名前はリヴル・ブランシェ。

　名と役と意義ばかりのある、死んだ白紙の本でございます。

　常日頃より我が『筆記官ライター』の従僕としての役目を全まつとうしている私ですが、今こ宵よいばかりは我が主、イツキ様のお傍そばを離れねばならぬことが心苦しくてなりません。たとえそれが、イツキ様の命令であろうとも。

　私、リヴル・ブランシェ、使命と存在意義の二に律りつ背はい反はんに心悩ませる乙女でございます。

　その場所は、真しん鍮ちゆうの城でした。

　巨大な城は、イシュタル様の象徴です。エレシュキガル様の空間が狭く苦しい紫の部屋であるのと同様に、イシュタル様の空間には城がありました。レンガを積み上げた普通の城ではなく、まるで型を抜き真しん鍮ちゆうで造りだしたかのような、銀色の城。無論、居住のために造られた城でないのは明白です。

　それは象徴。

　銀。金属による、権威と権力と法律と暴力。すなわち秩ちつ序じよの象徴。

　もっとも、今私がいるのは、その城へと続く橋の上でしたが。やはり真鍮で形成され、表面が滑なめらかに輝く橋は、正直足場としては心許ないものです。橋に手すりは、あるにはありますが申し訳程度。橋から落ちれば、流れの急な川に流されることでしょう。どこに辿たどりつくかは想像もつかないことです。

　イシュタル様は、そんな橋の奥、城門の前にいらっしゃいました。

　彼女の周囲には、無数の鋼鉄の兵が跪ひざまずいています。彼女は槍やりを振るい、自らの腕を傷つけていました。そのまま、血に濡ぬれた槍を叩たたき折り、一瞬で武具の残ざん骸がいを創り出すのです。神の体液に濡れたその金属片から、また再び、新たなからくりの兵が生みだされていました。

「──ようこそ我が城へ。『筆記官ライター』の従僕」

　イシュタル様は、また新たな武具を微み塵じんに帰して、別の鋼鉄兵を創り出します。

　私もエレシュキガル様に創られた身。言ってみればこの兵たちと同様の存在であり、創造主に立ち向かうことの無む謀ぼうさは理解しています。しかしそれは戦いを躊ちゆう躇ちよする理由にはなりはしません。なんといっても、イツキ様の命で私はここにいるのですから。

「さっきから、その心中の独白は一体なんなのですか？　誰に向けて話しているのです？」

「はい。イシュタル様との戦せん闘とうの記録を、全て『真白き本』に記入しています。イツキ様のご命令です。イツキ様が確認できるようにとのことです。本日は、イツキ様はここにいらっしゃいませんので」

「本人も、『アカシック年代記レコード』との対決に赴いているのでしょう。ならばそんな記録を読む暇ひまなどないのではないですか？」

「私はただ命じられただけですので……それと、僭せん越えつながら訂正させて頂きます。イツキ様は『アカシック年代記レコード』ではなく、矢や口ぐち未み耶やとの戦いに重きをおいています」

　イシュタル様は、くだらないとばかりにツヴァイハンダーを引き抜き、私に向け突きつけます。それが命令だったのか、鋼鉄兵たちは立ち上がり、橋を渡っていきます。思わず身構えましたが、私のごとき従僕に似る鋼鉄兵は、私には目もくれず通りすぎていきました。

「部下にはやらせませんよ。私に一人で挑んだのです。私もただ一人で戦うことこそが礼儀というものでしょう」

「恐縮です、イシュタル様」

　部下。あの鋼鉄兵らが死し想そう図書館へ襲しゆう撃げきをかけることは容易に想像できます。

　イシュタル様は、巨大なツヴァイハンダーを構えました。武具はその他、和洋も東西も問わぬ、金属製の武具を十数種。一つ一つをとってもかなりの拵こしらえですが、それ以上に扱あつかう方が破格でございます。光り輝く両手剣の先端は、この世ならざる神の光。

「ですが、命令しか聞けぬ貴女あなたが、私に挑いどめるのですか」

「既すでに命令は頂いております。イシュタル様、お考えを改めることはないのでしょうか？　イツキ様が今まで封書のために働いたことは、一定の評価を頂いてもよろしいかと」

「答えのわかりきっている問いにどのような意味があるのですか？」

「形式。儀礼。ひいては呪術、というのはいかがでしょうか？　イツキ様は私に、よく意志の確認をしてくださいます。私はイツキ様の命にイエスと答える以外の選択肢しは有り得ませんが、だからこそイツキ様は私の言葉をお聞きになりたいのだと思います。イエス、マイライターと」

「なるほど。一理あるでしょう。しかし無意味に違いはありません」

　本来ならば両手で扱うはずのツヴァイハンダーを、軽々と片手で持ちあげるイシュタル様は、それだけで戦神の名に相応ふさわしい畏い怖ふを纏まとっていらっしゃいます。兜かぶとを下ろし顔を隠かくした彼女はもはやどのような手段を持っても止まらぬことでしょう。

　ですが私は止めねばならない。それがイツキ様の意志ですから。

「『炎と嘆きの杖レーヴアテイン』、『天あま之の尾お羽は張ばり』、『ヴォーパルブレイド』、『神雷銃ケラウノス』。よくもまあそこまで揃そろえたものですね。使い慣れたものばかりですか。一つ、妙みようなものがあるようですが……」

「全てイツキ様の想像による産物、幻想を形にした魔法の武具らでございます」

「真の幻想たる、実在の神に通用すると？」

　いいえ、イシュタル様、私も、我が主も、そのようには考えておりません。

　邪神と戦った、炎の槍やり。古都で扱った、神殺しの剣。異次元で一つだけ用いた、戦士の短剣。英雄を駆く逐ちくした、審判たる雷いかずち。今まで用いた四種の武具を、イシュタル様にならうかのように身体からだにくくりつけ、私はこの場に立っておりました。革のベルトで身体に固定するには、いずれも強力すぎる武具ではあるのですが。

　そして、見慣れぬ武具がもう一つあることに、イシュタル様もお気付きになったようです。

　腰に佩はいた、一つの剣。妙なのはすぐに理解できるでしょう。この西洋剣、刀身が木製となっているのです。材木を削けずった摸も造ぞう剣けんは、一見したところはただの彫刻のようですらあり、女神と相対するにはいささか不安になる武具でございます。

　ですが、私はイツキ様の命に従うのみ。この五種の武器でもってイシュタル様のお考えを粉ふん砕さいしなくてはなりません。

「では、始めましょうか。私に挑む以上、上半身と下半身が別々に吹き飛んだとしても文句を言わないでくださいね」

「かしこまりました。しかしイシュタル様、始める前に一つだけ、よろしいでしょうか？」

「まだ、なにか？」

「はい。今回の、一連のこと、イシュタル様はどのような感情でもって受け止めていらっしゃるのか、と。それだけ、我が主の懸念でございます」

　真しん鍮ちゆうの城。鋼鉄兵のいない中、女神と相対する図書館の司書。

　今日の服装は、いつものメイド服でございます。私とて女性型である以上、服装の選択もまた数少ない楽しみの一つです。いつもの服装で良いのか、とイツキ様に訊たずねたところ、どうでもいいと一いつ蹴しゆうされました。イツキ様にそのような扱あつかいをされるのもまた従じゆう僕ぼくの喜びでございます。

　ゆえに、聞いておかねばなりません。

　神の感情を。そしてそれをまた我が独白に混ぜ、『真白き本』によって主に伝えねばなりません。たとえ主が今、矢や口ぐち未み耶やと戦うために、本を読んでいる暇ひまなどないとしても。

「……全て、貴女あなたと同じなのですよ、紙の従者」

「はい？」

「決められているのです。私もそう。私は、私の存在意義に逆らえない。神が神であるために、私と妹はその役割を二つにわけました。中ちゆう庸ようと両極です。その定めに逆らえない。イシュタルも所しよ詮せん仮の名です。天あま照てらすでもアテナでもセクメトでも構いませんが、私は私の領域がある。エレシュキガルでないものを私は守らねばならないのです。同じですよ、従者。自分でないものが自分の在り方を決定するのですから」

　まるでこんなことはしたくないのだとでも言いたげな、イシュタル様のお言葉でした。

　ですが、そんなはずはないのです。どれだけ嫌いやがろうと、イシュタル様の行動は彼女の中から表れるもの。それが神の存在意義としても、私の意志決定とは根本的に異なるのです。私はイツキ様のなさることに、否を唱えたことはないのですから。

　あるとすれば、その命令がイツキ様を危険にさらすような場合のみ。

「私は、私の使命に従うのみ。責任も私が負います。ゆえに私は、私の行動に疑問も感情も持ちません。似ていませんか、従者？」

「いいえ。他者に依存せねばならない私とは、根本的に異なるかと思われます」

「そうですか。そうかもしれませんね。どうでもいいことですが」

　兜かぶとを下ろしたイシュタル様が、今はどのような表情をなさっているのか不明でしたが、おそらく私よりも更に冷たい無表情であろうことは推察できました。以前、喜怒哀楽などほぼ排はい除じよされているとイツキ様に語った私ですが、イツキ様をはじめとする表情豊かな皆様に感化されたのか、今では私、驚くほど千変万化の表情を見せていると自負しております。

「それを回答としてよろしいですか？　リヴル・ブランシェ」

「はい。かしこまりました」

「では────いざ」

　右手には、ツヴァイハンダー。本来は両手で扱うべき、剣身が一メートル半もある巨大剣を、戦神は右手のみで支えていらっしゃいました。そして、自由な左手で新たに引き抜いたのはパルチザン。槍やりの一種でありながら斬ざん撃げきに特化した、非常に特異な形状の槍でした。

　来る。

　中距離による戦せん闘とうだと、瞬しゆん時じに判断できました。

「ッ!?」

　ですが、その判断よりも早く、イシュタル様は動いていらっしゃいました。

　およそ十五メートルはあろうかという距離を、文字通りの神速で駆かけ抜け、甲かつ冑ちゆうの女神は私の身体を貫こうとなさいます。パルチザン、その幅広の穂先でもって。

『炎と嘆きの杖レーヴアテイン』で受け止められましたが、さすがにひやりとしました。

　いくら被ひ造ぞうの従者といえど、痛いものは痛く、そしてまた痛いのは怖いのです。人と同じく心臓を貫かれれば、おそらく死ぬでしょう。死が怖くないわけではありませんが、それよりイツキ様のために死ねる喜びが勝るのですから、やはり私は人ではないのでしょう。

　人外の思考。正しい生命であれば、自らの命を優先するのが当然でしょうから。

「まだですよ」

　パルチザンを『炎と嘆きの杖レーヴアテイン』に押しつけたまま。私の両手が炎の槍にあることを見越したかのように、イシュタル様は続いてツヴァイハンダーを構えました。右手を歪ゆがみなく伸ばし、やや下段から持ち上げるように私の脇わき腹ばらを狙ねらってきます。

　神らしい、定石を無視した攻撃でした。重量でおしつぶすための両手剣でもって斬きり上げるなど。神でなければそもそも不可能な一撃でございます。

　私は迷わず『炎と嘆きの杖レーヴアテイン』から手を離し、代わりに腰のベルトから『ヴォーパルブレイド』を引き抜きました。短剣の柄つかを、鞘さや走はしる勢いでもって、私を狙うツヴァイハンダーに激突させます。わずかにそらした剣筋の下を潜くぐり抜けるように、私は体勢を低く沈しずめると、頭上を間一髪で巨大剣が通過いたしました。

「ほう」

　当然、大きな一撃を狙ったイシュタル様は、今こそ隙すきをさらしていらっしゃいます。

　私は『炎と嘆きの杖レーヴアテイン』が地に落ちる前に摑つかみとります。素早く回転、旋せん回かいさせ、高熱の軌き跡せきを描くその槍の穂先をイシュタル様に叩たたきつけました。そのまま反撃の暇ひまも与えずに刺し突とつによって炎をお見舞いいたしました。三連に重ねて五連、あわせて八撃。

　しかし、手ごたえはほとんど感じられませんでした。

「終末の槍、その最高出力ですか。もっとも私は太陽に投下されても無傷でいられますが」

「では、これならば？」

　背から抜き取るは、『天あま之の尾お羽は張ばり』でございます。

「ほう。神殺し？」

「カグツチは首を刎はねられて死にました。イシュタル様はいかがでしょう」

　十拳とつかの剣つるぎは、神が神を殺した、それ自体が神名である剣。

『炎と嘆きの杖レーヴアテイン』は左手に構えたまま、右手の『天あま之の尾お羽は張ばり』にてイシュタル様の首を狙ねらいます。イシュタル様の着ている鎧よろいは所しよ詮せん飾り物であり、鎧だろうと生身だろうと、その防御力に大差がないことは理解していましたが。

　あらかじめ『真白き本』に書かれているのです。弱い部分を狙えと。

「ふん」

　両刃の古剣。その突きを、イシュタル様は首をそらして回かい避ひなされました。

　私は間を置かず、刃を傾け斬ざん撃げきに移行。イシュタル様の首を執しつ拗ように狙います。しかし、そのお身体に触れた『天之尾羽張』は、甲高い音で弾はじかれました。

「全て意味はない。貴女あなた自身がよくわかっていることでしょう」

「…………」

「所詮、人たる身で、いかに武具や魔ま獣じゆうの力を借りようと、その幻想、創造の程度はたかが知れています。神殺しの剣も私には通用しない。誰も勝ちえないからこそ、私は神を名乗ることができるのですから」

　存じています。

　ですが、イツキ様の命令ですので。なにがなんでもイシュタル様の足は止めねばならないのです。そう、勝つ、あるいは殺すなど、最初から不可能であると、我が主とてお考えなのですから。

「リヴル・ブランシェ。貴女をこの場で消し去ります。仕えるべき主あるじ亡なき後一人に生き残るなど、貴女にとっては悲劇でしかないでしょうからね」

　どこに収納していたのか、外がい套とうの下よりイシュタル様が取り出したのは、ジャマダハルでございました。Ｈ型の握りと、刃からなる特異な武器。殴ることで刺し突とつと同様の効果が得られる武具。

　イシュタル様は、それを横なぎに用いました。

「なっ……」

　まるで刃を使わないと決めているかのような、やはり本来の用法からはかけ離れた戦い方でございましたが、私はそれに対応できずにいました。ジャマダハルですくいあげるように、私の身体を、イシュタル様の無限の膂りよ力りよくが投げ飛ばしたのです。刃部を使った攻撃ではなく、単なる投げ技。小手調べから、ほんの少し本気を出したとみるべきでしょうか。投げ技といっても、そこは神、人一人をボールかなにかのように扱あつかうことは容易たやすいでしょう。

　無論、私は為なす術すべなく、神力によって吹き飛ばされました。遥はるか後方まで。直線状の真しん鍮ちゆうの橋上を平行に滑かつ空くうしていきます。その途中、空中で姿勢を制御、どうにか足を橋に下ろし、安全な着地を試みますが。

「ぐ、ぅッ……!?」

　予想以上の力で投とう擲てきされた、とみるべきでしょうか。

　私の非力な脚力では、投げ飛ばされた勢いを殺しきれず、私はそのまま真しん鍮ちゆうの橋を転がり続けました。抵抗の少ない橋の上を何度も叩たたきつけられ、数十メートル吹き飛ばされてようやく停止いたしました。

　傷は、受けてしまいました。イツキ様には、後ほど工房まで苦情を言って頂きたいと思います。

「くっ……『神雷銃ケラウノス』っ！」

「無む駄だです」

　遠距離戦のための、審判の雷いかずち。身を起こさぬままに抜ぬき撃うったそれは、生憎あいにく、立派に外してしまいました。元より、狙ねらいのつけづらい雷。低い姿勢からの攻撃など通るはずもなく、ましてや『戦神の高座フリズスキヤルヴ』もないまま、下から撃っても当たるはずはないのです。

「この程度ですか」

「はい、申し訳ありませんが、この程度でございます。そもそも、敵かなうはずもないのです。勝負にすらなりません」

「でしょうね」

　互いに、いくつもの武器を交こう錯さくさせる戦いでしたが、圧倒的でございました。

「これが貴女あなたの『筆記官ライター』のあがいた結果ですか」

「よくやったとお褒ほめいただけますか？」

「別に？　上々でも期待以下でもありません。まだ立てるのでしょう、リヴル・ブランシェ。完かん膚ぷ無なきまでに破壊しつくしますので、かかってきなさい」

　イシュタル様が容よう赦しやのないことは、私もよくわかっておりました。

　真鍮の城での戦いはまだ続きます。おそらく私が、四し肢しをもがれ、どのような形でも一切の抵抗を許されない状態になるまでに。イシュタル様が無用の情なさけをかけるはずもなく、そこに手加減などは有り得ないことでしょう。

　しかし私、リヴル・ブランシェ。

　今この時、私にとって最大にして唯ゆい一いつの大事は、ただただイツキ様と矢や口ぐち未み耶やの戦局の行方ばかりでございました。いつでもどこでも主のことを気にする私、自分で言うのもなんですがいささか健けな気げであろうと存じます。

　もっとも、その余裕、イシュタル様がわずかも本気を出せば、消し飛ぶような危あやういものではあるのでしょうが。




　ここに来るのは二度目だが。

　やっぱり嫌いやな空間には変わりない。目の前には、どこか空くう虚きよな表情の矢口未耶。俺を殺そうとしているヤツと密室空間で二人きり。これでリラックスしろなんてのが無理な話であって、俺は額をじとりと濡ぬらす汗の不快感を払い落とすことができずにいた。

「『アカシック年代記レコード』を渡せ、未み耶や」

　フィルムの取り巻く空間。

　ほのかに黴かびの匂においがした。古書が持つ独特のそれを感じて、『アカシック年代記レコード』も非常に特異な形をしていても、やはり死し書しよの一つなのだと考えることができた。まだ、その全ぜん貌ぼうすらも露あらわにしてはくれないが。

「やぁだ」

　宙に浮かぶのは、未耶の姿。見知った幼おさな馴な染じみの姿。

　空間に浮かんで、狭い世界で俺を見下ろしている。既すでに彼女の周囲には、海かい藻そうのようにうねる黒いフィルムの群れ。それが未耶の指先一つで、俺を貫つらぬいて殺すドリルに変貌するんだから、正直やっていられない。

「いつまでもガキみたいなこと言ってんじゃねえぞ」

「そう。あたしはガキ。どれだけ経たっても脱皮できないの。捨てられなかったの。変わって剝はがれ落ちてく自分がイヤでイヤで仕方がなくて、とっくに使い物にならない自分の皮をいつまでも使い続けて、気付いたらこんな、化け物みたいな自分になってたの。ユズキちゃんみたいにはなれなかったよ」

　どこ向かって喋しやべってんだ。こっちを見やがれ。

　ぶつぶつと、淡々と話す未耶は夢遊病のようで、だとしたらこれは未耶にとっては夢みたいなもんなのか。だったら目を覚まさせてやる。これは現実で、今、お前が下へ手たなことをしたら取り返しがつかなくなるんだって、叩たたきこんでやる。

　俺の幻想で、お前の夢を根こそぎ粉砕してやるぞ、未耶。

「帰れないよ」

「あぁ？」

「もうどこにも帰れない。あたしはさ、行くところをなくしちゃったんだ。今まで居心地が良かったの。イツキの幼馴染で満足だったの。でも知っちゃったから。あたしがイツキに言ったことも、イツキが今までしてたことも、あたしが一度死んだことも。こんなことわかってて、もうあの場所には帰れないよ」

　俺ではないどこかへと、独白を続ける未耶。その隙すきに俺は右腕を強く握る。

　シン手製の武器。作ってもらったうちの一つ、『神通布メギンギヨルズ』。これで対抗できる、はずだ。シンと戦った時を思い出せ。どれほど化け物的な能力を持っていても、使うヤツは俺と同じ、普通の学生なのだから。いきなり強くなるわけがない。

「どう思う、イツキ？」

「自己陶酔なヒロイズムはそのくらいにしておけよ」

「きゃははははッ！　人のこと言えないくせにえっらそうに！　誰より悲劇に浸ひたってたのアンタじゃん！　あたしの恋は届かない！　それだけなら全然良かったのに、なにあれ、なんなのあの女！　あたしを差し置いてイツキがやってたのは、結局女とイチャつくことなわけ!?」

「俺はお前を大事に思ってる」

「あたしはもう、アンタなんか嫌いだけど？」

　伸ばした指先。それが俺に向けられる。フィルムが円えん錐すいを形どり、ドリルへと変わる。

「イツキだけじゃない！　みんな、みんな嫌い！　あたしを騙だましてた世界が嫌いだ！　全部知ったら、あたしたった一人じゃん！　カナちゃんも赤あか崎さき君も会長も、もう全部知ってんでしょうが！　置いてけぼりにされたあたしはここにずっと一人だよ」

「俺はお前を守りたかった。それだけだ」

「残念でしたぁっ。守れなかったねイツキ？　かわいそー、かわいそーなイツキ！　でもこれからきっちり殺してあげなきゃいけないからもっと可哀想！　あたしはもうどうでもいい。孤立しちゃったら、固執なんかできないもの」

『アカシック年代記レコード』は、まだその姿を現さない。

　狙ねらいはなんなんだ？　未み耶やを利用して、なにを企んでいる。

「俺を殺して、どうする？」

「別になにも。あたしは、ただ、この心の中の、薄汚いあたしを消し去りたいだけ」

「お前を……？　おい、一体どういう……」




『えー、でもさー、なんか自分から剝はがれてってる気がしないー？　ぽろぽろぽろぽろ、色んなものがさ。子供の頃と、思うことや見えたことが違うっちゅーか』




　声。未耶の声。いつか聞いた未耶の言葉。

　フィルムの空間の中で、それが再生されていた。いつかの放課後、変わりたくないと言った未耶の姿が、まるで映画のワンシーンのように。この空間は、だから嫌いやだ。なんでそんなものを俺に見せつけるんだ。

『あたしは……んー、けっこー遠くの大学も受けるかもしんない』

『そりゃ閉めるってーの。ここ行き来できちゃうんだからさぁ。勝手に入られたらたまんないじゃん？』

『運んでよー。男ならできるだろそんくらーい……部屋入っていいからぁ』

　なんの意味があるんだ。この、今まで俺が見てきた未耶の、重奏はよ。

　守れなかった世界を、今更見せつけてどうするんだ。

「ねえ、見た、イツキ？　これが、普通のあたし。ねえ、このあたしは、一体どこに行っちゃったのかなぁ？」

「……どこにも行ってねえだろ。お前の中にいる。ずっとお前は、お前のはずだろ」

「気休めなんかいらねぇんだよ！　ざっけんな、今のあたしは嫉しつ妬との塊かたまり！　嫌いやな気持ちだけがぐるぐる巡ってどうしようもないの！　やめて、ねえやめて、違う、ああ、また来た、この、この気持ち。イツキは、あたしの！　あたしのなのにぃ……！」

　顔を押さえて、今度は泣く、喜怒哀楽が不安定に揺ゆれ動く。普段の未み耶や。とても明るくて、けれどどこか危なっかしい女。ふん、ベクトルは違うけど、俺が見てなきゃヤバいのは今だって同じだ。

「ねえ、イツキ。あたしじゃ、あたしじゃ嫌なの？　なんで、ずっと一緒にいたはずなのにぃ……！」

「未耶、聞けよ！　俺は……！」

「聞きたくない！　やめろ、見せるなアカシャぁ！　あたしを映さないで！　こんな、こんなぐちゃぐちゃして、ぐるぐるした、ひどいあたしを見ないでよ！」

　ドリルが、ついに飛んできた。

　大丈夫だ、案あんの定じよう、その速度はそこまで速くない。混乱した未耶の放つフィルムは、狙ねらいも甘くて、俺でも見きることができる。そりゃそうだ、この力は多分に『アカシック年代記レコード』のおまけみたいなもの。フィルムを操る精度がそこまで高いわけじゃない。

　怖こわいのは、全知と予知のほうなのだから。

「ふっ！」

『神通布メギンギヨルズ』を巻き付けた右腕で、俺はドリルを真っ向から殴りつけた。

　北ほく欧おう神話の雷神トール。戦神だの軍神だのばかりな北欧の神々の中でも、特にズバ抜けた戦せん闘とうの神。愛用の雷槌いかづちを振るうためには、必ず『神通布メギンギヨルズ』を帯として身につけたという。つまり本来は腕に巻いて使うようなものではない、のだが。

　力を増す点は同じだ。神の力でさえ倍化するという『神通布メギンギヨルズ』を、人間が用いたらどうなるか。

「ふぅん」

　フィルムの塊かたまりが爆はぜるのを見て、未耶がつまらなそうに声をあげた。

　やはり、この未耶の武器自体は脆ぜい弱じやくそのものだ。俺が殴りつけた瞬しゆん間かん、一瞬で四散してしまった。無数の力で引きちぎられたようにも見えた。シンは、この布が所有者の挙動を増ぞう幅ふくするとか言ってたが、まあ理論はどうでもいい。

　俺が一撃殴りつけただけだが、フィルムは何十発も打撃を浴びたように見えた。これは、そういう武器だ。所有者の攻撃を増幅して結果に反映させる。

「ほんとぉーに、やる気なんだぁ？　もしかしたら口だけかとも思ってたんだけどぉ」

　そんなわけがないだろう。

　ドリルは俺の周囲をうかがって浮遊する。どこから現れたのかもわからないようなフィルムの群れを、一つ一つなら俺でも破壊できるのは確認した。対未み耶や戦の、第一フェイズはクリアってところか。

「あたしは、もうあたしを消し去りたい」

　やっぱり独白は続くのか。もう聞きたくない。未耶のそんな嘆なげきは。

　俺が聞きたいのは、帰りたいっていう、その言葉の奥に隠かくれているはずの本心だけだ。

「でもこのままじゃ無理。この汚いあたしは、汚いままで終わりたくない。せめて、この感情の泥沼だけでも、消えてくれたら」

「…………」

「イツキを殺せば……このぐるぐるした気持ちも、全部消えてくれると思うんだ」

　ああ、そうかもしれないな。古い殻を脱ぎ捨てるように、綺き麗れいに消え去ることだろう。

　でも同時に、未耶の中の大事なものまで一緒に消え去るんじゃないのか。捨てたくないものまで失って、フラットな感情で、結局のところお前は誰でもないままに死んでしまうんじゃないのかよ。たった一人、この空間で。それはむしろ、お前がもっとも嫌いやがったことじゃないのか。

　認めるかよ、そんなもん。

「放課後だ。未耶」

「うん」

「今日は委員会の仕事もねえだろ。早く帰るぞ。あんまり遅くなると、心配するだろ」

「帰れないよ」

「ぶん殴ってでも連れ帰ってやるから安心しやがれ！」

「やってみろよぉ！　好き勝手にヒーロー気取ってたクズ野郎がぁッ！」

　フィルムが、来る。今度こそ本気。俺の未来を読んで確実に殺すための、逃げ場などない殺人フィルム。

　これは俺の戦い。俺だけの戦い。他のなににも邪じや魔まなどさせない。リヴルもいない。頼れるものは、俺しかいない。やるしかない。

　未耶の背後にいて、彼女を利用しているかもしれない『アカシック年代記レコード』は、未いまだにその目的を、わずかほども示してはいなかった。




　はっ。

　失礼いたしました。一時、記録が中断しておりました。申し訳ございません。

　何分、イシュタル様の猛攻には凄すさまじいものがございましたので。イツキ様からも全ての記録を無理にとる必要はない、難しい状況であるならばやめてもよいとのご命令を頂いておりましたから、私も中断の措置を取らざるをえなかったのでございます。それにつけても私の融通のきかなさを考慮した上でのご命令、さすがは我が主。

「ふむ。まだ五体満足ですか」

「はい、イシュタル様。出来る限り肉体の被ひ害がいはとどめるようにとのお達しでございますので」

　もっとも、イシュタル様も相当の手心を加えているはずでしたが。

　我が主は制限時間に焦あせっている風もありましたが、イシュタル様には時間の制限などありはしないのです。イツキ様の殺害と図書館の検けん閲えつを果たす際も、じっくりと、しかし確実に進めれば良いだけのこと。なにを急せく理由もないのです。

　それよりも、イシュタル様は、敵対する相手の考え得る全ての策を叩たたき潰つぶすことのほうが重要であるとお考えのように思えました。手加減をし、じっくりと責め続けているのも、それが理由でございましょう。

　追い詰められ、切札をきらねばならない状況に陥おちいってしまえば、イシュタル様の思惑通りなのでございます。その手段を全て吐はき出した際に逆転していれば良いのですが、イシュタル様にはまだ余力があるのですから。

　全ての策を使わせた後に、それを上回る力で以もつて叩き潰すことが狙ねらいと存じます。長期戦になるでしょうが、それは止むを得ないことと判断されたのでしょう。

　実際、私の側の攻撃はことごとく止められておりました。互いに、様々な武器を状況に応じて用いるバトルスタイルは同じはずというのに、誰が見ても明らかな、明確な力量の差がそこにはあったのでございます。

　超近距離で『ヴォーパルブレイド』を振るえば、ククリによって受け流され。

　近距離で『天あま之の尾お羽は張ばり』を薙ないでも、ツヴァイハンダーによる反撃があり。

　中距離で『炎と嘆きの杖レーヴアテイン』を突きこんでも、それを上回る勢いでパルチザンが襲おそってくるのでございます。

　取り出した端から武具を投げ捨て、また新しい武器を手に取るのですから、ほぼ使い捨てのようにも思えます。しかし無限に湧わくかと思われる武具は尽つきることはなく、時には橋の上に投げ捨てた武具すら拾い上げ、実に多彩な攻撃をなさるのですから、その戦いにくいこと。

　その時々で最適な武具を扱っている、というのならまだわかるのですが、本来の用途では有り得ないような使い方をなさるのでますます手が読めないのです。お願いですからイシュタル様、投とう擲てき用のジャベリンで槍そう術じゆつを行わないで頂きたいです。

　使い手が異常なので、有り得ない使い方でも成果を見せてしまわれるのがなお怖おそろしい点でございました。

　そして、現状ですが。

　私、リヴル・ブランシェ、腹を見せた犬のようにはしたなく、真しん鍮ちゆうの橋に寝かされている状態です。自じ慢まんのメイド服は既すでに擦すり切れておりまして、これは後ほど丁てい寧ねいな補修をせねばならないかと存じます。

　そして、私を組み敷いているのは、残念ながらイツキ様ではなく、イシュタル様でございました。今お持ちになっているのは長なが巻まきと呼ばれる刀剣の一種であり、長大な刀身を扱あつかいやすくするために柄つかの部分も長くし、結果として日本刀と長刀の中間のような武具となったものでございます。そのような解説をしてる場合ではございませんが。

　なにしろ私、この長巻に今にも切り裂さかれそうです。

「『炎と嘆きの杖レーヴアテイン』でいつまで支えきれますか。長巻の重量はかなりありますよ」

「普通の武具であればこの炎によって灰となるはずなのですが」

「そうですね」

　そうですね、ではございません。いかに神とはいえ、少しはこちらの攻撃に怯ひるんで頂かねば困るのです。長巻を両手で押しつけるイシュタル様に対し、私はその刃を『炎と嘆きの杖レーヴアテイン』の柄で必死に受け止めておりますが、正直、少々手が震えております。

「中々に持ちますね。まだ隠かくしている策があるとみました」

「いいえ、そろそろ限界やもしれません」

「そうですか。ではさっきから防御にばかり用いている、腰の剣はなんなのですか」

　やはり気付かれたようです。腰に佩はいた、木製の刀身の剣。要所要所で用いておりますが、見た目はただの木刀と思われても仕方がありません。刀身に彫られた装飾は華美ですが、今この場で実用性がないものを用いるはずもないのです。

「形状に見覚えがありません。その形態に独自の変更を加えたとなれば、その木製の剣のみ、『筆記官ライター』のものではなく、『製作者メイカー』の手によるものですね」

　もうお気付きになりました。申し訳ありません、イツキ様。

　それでは、『真白き本』に基づいて、命令を遂すい行こういたしましょう。二重三重に打ったイツキ様の策、実はまだその第一段階すら通過しておりませんから。私、元より感情の希薄な死体でございますが、やられっぱなしの現状に不満がないわけでもありません。

『炎と嘆きの杖レーヴアテイン』の出力を、最大に。

「っ」

　槍やりより噴出する爆ばく炎えんと閃せん光こうに、しかしイシュタル様は兜かぶとの奥からわずかに溜ため息いきをついたばかりでございました。

「まだあがきますか」

　見えないはずのイシュタル様の目が、殺気に満ちて輝いたように思えました。

　長巻が一度、振り上げられます。抵抗を失った『炎と嘆きの杖レーヴアテイン』は一瞬自由になりますが、反撃の隙すきなどありません。その時は人間の持てるギリギリの重量の武具が、今度こそ私の脳天に叩たたきつけられることでしょう。

　策は一つ。

　私は『炎と嘆きの杖レーヴアテイン』を手放し、逃げに徹しました。

「そうですか。なるほど？」

　イシュタル様は止まりません。

　使い手を失った終末の槍やりは、その高熱と爆炎の中、長巻によって斬ざん断だんされておりました。私はとうに逃げておりますが、イシュタル様はまるでその槍に怨うらみでもあるかのように、二度三度と長巻を打ちつけます。粉々になった槍は、幻想らしく、その姿を塵ちりとして消し去りました。

「武器を囮おとりにせねば逃げられませんでしたか？」

「はい」

　私は距離を取りながら、今度は『神雷銃ケラウノス』を取り出しました。もう一つ胸元を露ろ出しゆつして取り出すのは眼鏡めがねケース。イツキ様がどうお考えかは存じませんが、私はシン様手製の照準器、『戦神の高座フリズスキヤルヴ』、それなりに気に入っております。

「神に、神鳴りが通用するとでも!?」

　イシュタル様は、距離を一気に詰められないとみたか、それともただ単に接近するのが面倒だったのか、なんと長巻を投げつけました。無論、長巻は投とう擲てきするような武具では有り得ないのですが、イシュタル様の長巻はレーザーのごとく、直線の軌き道どうを描いて私へと向かって参ります。正直、勘弁して頂きたいです。

　私は眼鏡をかけながら、空中へと飛び上がって長巻を回かい避ひいたします。上方から下方へと撃たねば意味のない『神雷銃ケラウノス』。使いにくいですが、その分の威い力りよくは折り紙つきでございます。ただ、もちろん、イシュタル様には意味が──。

　ちなみに私、リヴル・ブランシェ、実は飛び道具のほうが得意でございます。

「奇遇ですね」

　私が空中において『戦神の高座フリズスキヤルヴ』の照準線を覗のぞいた瞬しゆん間かん、イシュタル様も既すでに構えておられました。武具は、折りたたみ式のクロスボウ。本来は装そう塡てんから発射まで非常に面倒なプロセスが必要となるものなのですが、何な故ぜかイシュタル様は発射準備を完了しているようでございました。

「実は私も、飛び道具のほうが好きなのですよ」

　全身を鎧よろいで固め、いかにも近接戦闘向きのお姿をしていながら、とんでもないことを仰おつしやいました。ライフルのトリガーをひくと、迷わずイシュタル様もそのクロスボウから矢を発射いたしました。

　クロスボウは連射には向かない。その一矢をかわせばよいだけ。私はあくまで冷静に空中でその体勢をずらし、クロスボウの矢を回避してみせました。サーカスの曲芸のごとき技をご覧いただいても、それでもイシュタル様は驚いた様子さえ見せず。

「そうですね。その通りです。連射などする気はありません」

　イシュタル様は躊躇ためらうこともなく、私の発射した雷に突撃いたしました。

　私と同じく、空中で飛び上がります。ほとんど空を飛んでいるような動きですが、あくまで跳ちよう躍やくです。それ自体は私も、脚力によって同じようなことができるので問題ではないのですが、問題はその先。

　イシュタル様はクロスボウで、雷いかずちを殴りつけました。

「ぬるい」

　雷を受けたのだろう右腕の小手が、わずかに青く輝いた以外、『神雷銃ケラウノス』の爪つめ跡あとはどこにも見られませんでした。

　しかし、まだ終わらないのがイシュタル様でございます。

　雷を一いち撃げきで退けた後、イシュタル様は射撃を終えてただただ自由落下する私に向かって飛来なさったのです。イシュタル様、雷、私が一直線上に存在していた以上、雷を消し去ったイシュタル様の標的は当然のごとく私でございました。

　私は『神雷銃ケラウノス』を構えますが、その時は既すでにイシュタル様は目の前でした。

「飛び道具のほうが好きなのに近接するのですか……っ」

「ええ。飛び道具を至近距離で使うのが好きなのですよ」

　どなたか、このデタラメ女神様に鋭するどいツッコミをいれてはくださらないでしょうか。なによりタチが悪いのは、イシュタル様は一切ボケのつもりなどなく、最初から最後まで残忍なまでに真剣であるということです。

　私の『神雷銃ケラウノス』の銃じゆう口こうに、イシュタル様のクロスボウが押しあてられました。

「こういう風にね」

　コンマ一秒の差で、イシュタル様の射撃のほうが速かったようです。

　銃身に入りこんだ矢クオレルは、それだけで雷の行き場をなくします。銃身から青い電気が走ったのが見えた瞬しゆん間かん、私の意識は一瞬で




　焼け焦こげて




　し。しつレイいたしまシタ。少々、意識が持って行か、れて、しまい。

　正確に記述いたします。

　一瞬の空白の間に、私は落下しておりました。手に『神雷銃ケラウノス』はありません。電撃によって麻ま痺ひした瞬間、暴発した銃はその形を支えきれずに四散したのでしょう。などと考えている間に、もはや地面は目前です。このままでは激突します。

　というか、激突しました。

「がっ……はぁっ！」

　乙女にあるまじき獣けもののような悲鳴をお許しくださいませ。背中から受け身もとれぬまま激突したのです。真しん鍮ちゆうの橋がわずかに歪ゆがんだようですが、どうにかこうにか、私自身の内部器官に致命的な損傷は見られませんでした。
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「う、ぐ……う」

　しかし痛みで立ち上がれず。身体の各部に中ちゆう枢すう器官の命令が正確に伝達しませんでした。

　一方、余裕を見せるイシュタル様は、私のすぐ横に着地いたします。鎧よろいを着ながら私の上を行く身軽な挙動。やはりあらゆる点で全てを凌りよう駕がしております。手にはその辺りで拾い上げたツヴァイハンダー。まるでギロチンのように私の首にあてがいます。

「これで終わりですか？　もう策はないでしょうね。貴女あなたの武器は二つも潰つぶされたのですよ」

「イシュタル様。僭せん越えつながら、首を刎はねられれば策もなにもないかと思われますが」

「わかりませんよ。どこに逆転を仕込んでいるかなど」

　慎しん重ちように過ぎます。しかし、だからといって見逃してくれることはないようでした。

『炎と嘆きの杖レーヴアテイン』と『神雷銃ケラウノス』を失ってしまい、残る武具は三つ。しかしここで首を落とされればどうしようもありません。私は祈るように、腰に佩はいた木製の剣に手をかけました。せめて二時間は持たせたかったのですが。

　逆転するには、これしか。

「そうですか」

　それは突然でございました。

　イシュタル様が、いきなりツヴァイハンダーを持ちあげたのです。兜かぶとの奥では何事かが聞こえます。まるで通信機器で誰かと話しているような光景でございました。目の前に私という敵がいるにも拘かかわらず、背中すら向けています。とんだ無防備です。私が距離をとり、体勢を立て直すには十分な時間でした。あるいは反撃も可能か。

　しかし私としましては、武器を山ほどくくりつけた背中に向けて攻撃するのもそれはそれで怖ろしくありました。

「そうですか。なるほど。いいえ、どうぞ。進撃しなさい。抵抗する書物は全て処分して構いません」

「……イシュタル様」

「ああ、すみませんね。部下からの連絡が入ったものですから。通告します。死し想そう図書館の管理者リヴル・ブランシェ。これより、我が軍勢およそ一千万が、死想図書館へと乗り込みます。現地の兵が危険と判断した死し書しよは全て処分することになります。よろしいですね？」

「かしこまりました」

　私がそう答えた途と端たん、イシュタル様はくつくつとお笑いになりました。はて、笑われるようなことを言ったつもりはないのですが、何な故ぜでしょうか？　イツキ様にもよく言われるように、私はまたとぼけたことを言ってしまったのでしょうか。

「良いのですか。死想図書館は貴女あなたそのものとも言っていい場所でしょう？　私はそこを攻め滅ほろぼすと言っているのですよ？」

「もちろん、そのようなことをされれば私とて悲しくありますし、あるいは泣くか、怒るかもしれません。しかし、そうはならないと確信しておりますので」

「ほう……まさか、『筆記官ライター』が死想図書館に？　反撃の準備でもしているのですか？」

「いいえ。イツキ様は矢や口ぐち未み耶やと戦っておられるかと。そこにいるのは死書ばかりですよ」

　イシュタル様は、わからないとばかりに首をひねりました。神といえど知らぬことはあるということでしょうか。いいえ、おそらくこの場にいながら知ることは可能なのでしょう。ただ、興味がないから知ろうとしないだけで。

　そこに、我々の付け入る隙すきがあると、信じるしかないのでしょう。

「死して、なにも成せぬ死書どもが何十冊集まろうと、私の部下の敵ではないはずですが」

「そうでしょうか？」

「……なにをしたのですか、リヴル・ブランシェ」

　ツヴァイハンダーが突きつけられました。しかしなにをしたと問われても、私は答えることができません。何故なら、私はなにもしていないからです。図書館に関して私はなにもしておらず、決めたのは我が主なのですから。

「イツキ様は仰おつしやいました。お前ら、死体でいいのかと」

「ほう。『筆記官ライター』らしい言い草ですね。ではそうして檄げきをとばしただけで、死体が墓から蘇よみがえるとでもいうのですか」

「かもしれません。イツキ様は、あの場所を守るべきは、あの場所の住人たる者たちだとお考えのようでございます。ゆえに私はなにもしていません。なにかするとすれば、それは死し書しよたちが、図書館で、ということになりましょう」

「紙かみ屑くずが」

　私の本体、こうして心中の記録を記入している『真白き本』は、死し想そう図書館にあります。

　私が無事である以上、死想図書館もまた無事である、と考えることも可能です。死書たちは、別に私を守ったりはしないのでしょうが。それでも、死想図書館で起きていることはおそらく戦争。死書たちが自分の居場所を守るための戦いです。

　もしイツキ様がいなかったら、もしかして、誰もそんな風に戦わなかったかもしれない、とも思いました。そしてそれは私にとっては、とても怖おそろしいことでした。

　私は、死想図書館の管理のために生まれた存在ですから。

　図書館が、その住人自身にないがしろにされるということは、つまり私の存在の無意味さを示しているのですから。

「では見届けましょうか。もっとも、結果はわかりきっていますが」

　イシュタル様、ご無礼ながら、その言説には異を唱えたく存じます。

　図書館の死書を、勝手気ままな烏う合ごうの衆と侮あなどっているのならば、それは神にありえざる致命的な失態と言うべきでしょう。

　イツキ様の管理による死想図書館は、イシュタル様が考えていらっしゃるそれと、いささかその性質を異にするものでしょうから。




　イシュタルのからくり兵士たちは、陣を形成して死想図書館へと向かっていた。

　中央の部隊を指し揮きするのは鋼鉄兵『ハルバード２３４』は、陣の形状から考えて一番最初に死想図書館へと到達するのは自分たちであると考えていた。鋼鉄兵には、人間のいうような思考能力はないが、コンピューターのＡＩのような、実に理知的で合理的な計算機能が備わっていた。『ハルバード２３４』は、イシュタルのハルバードの砕かれた欠片かけら、２３４個目がその姿を変へん貌ぼうさせたものである。

　彼ら鋼鉄兵は、言葉を発することはできないが、互いにその思考過程のやり取りを行うことができる。総司令たる『バスタードソード１２』は、全軍の情報を統合して、主たるイシュタルへと送信する役目も持っている。

『ハルバード２３４』の指揮する部隊は、その数およそ二百万。全軍の中でも最大規模の部隊である。正面の森から正門へと突とつ撃げきし、内部の死書を殲せん滅めつするのが彼らの役目であった。

　その上下関係は、部隊の規模に比して実にシンプルである。指揮権を持つ『ハルバード２３４』と、それ以外の兵に分類される。伝達機能によりほぼ間違いない意志疎そ通つうが可能な上に、命令に背く鋼鉄兵は皆無である以上、指揮官に求められるのは部隊の動きを把は握あくし適切な命令を下すことのできる処理能力だった。『ハルバード２３４』が破壊されれば、別の兵がその指揮を引き継ぐだけである。

　ゆえに鋼鉄兵たちの行動は、人間の軍団よりも、アリやハチといった社会型昆こん虫ちゆうのそれに近い。女王は無論、彼らを創りだしたイシュタルしか考えられないだろう。一応、番号の大きいものが命令系統の下位に置かれるといった程度の上下関係は存在するが、それすら軍団の被ひ害がいの程度によっていくらでも入れ替わるものだ。ただ粛しゆく々しゆくと、全体からみて益となる行為を繰り返すのが、イシュタルの創りだした鋼鉄兵の在り方である。

『ハルバード２３４』は、死し想そう図書館への攻撃の最中で、一切妨害がないことを不合理であると思考していた。なんといっても、敵対する死し書しよの中には尋じん常じようならざる力をもつ書物もあるのだから、それらが座して破は滅めつを待つことは有り得ない。

　中央部隊は森の内部を、さしたる抵抗もないままに進撃していった。このまま進めば任務の完了は容易たやすかった。先行する斥せつ候こう部隊長『ダガー２８７』『スティレット７３６７』からの報告はまったく聞いていない。最前線を進みその状況を把は握あくしているのは『スティレット７３６７』だが、敵として想定される死書の姿すら視認はできていない。

　司令官『バスタードソード１２』を経由し、女王イシュタルからの命令も受け取った。進撃せよ、抵抗するものは全て処分しろ、と。『ハルバード２３４』は当然のようにそれに従うのだ。鋼鉄を纏まとうからくりの甲かつ冑ちゆうは、自らの名前と同じ武器を手にして森を進んで行く。




　──『ハルバード２３４』。報告する。

　──『スティレット７３６７』。受領する。報告せよ。

　──森を直進し海辺に出た。砂浜を視認できる。森が防砂林の役目を果たしていると推測する。




　部下からの報告に、『ハルバード２３４』の思考は異常を告げる。斥候部隊長からの報告は有り得ない。あってはならないのだ。死想図書館の周囲に海など存在しないのだから。しかしまた同時に、イシュタルの創りだした鋼鉄兵に、虚きよ偽ぎの申告は有り得ない。『スティレット７３６７』がそう報告したのだから、確かに彼は海を確認しているのだ。




　──『ハルバード２３４』。指示を求める。

　──『スティレット７３６７』。他に異常を確認しているのならば報告せよ。

　──森の色が、青い金属光沢を放っていない。緑色だ。気付けばそうなっていた。

　──こちらは青いままだ。月は確認できるか？

　──いや。時刻は夕方だ。海辺に出てから時間が変わったようだ。




　そんなことは有り得るのか？

　死し想そう図書館は永遠の闇やみ夜よのはずだ。夕方ならば死し食しよくレストランのはずだが、それにしても海辺など考えられない。どういうことか。合理的な計算が導いた結論はたった一つだった。死し書しよの攻撃だ。

　それに気付いた瞬しゆん間かん、『ハルバード２３４』の確認する世界が、変化した。

　森であることに変わりはない。だが、普通の森だ。死想図書館の周囲に広がる、狂った色の森ではない。葉の色は緑色。どこにでもありそうな色だ。『ハルバード２３４』は分ぶん析せきしていく。突然の風景の変化。

　次元が変わったと見るべきだろう。ならばそれが可能な死書はどれだ。




　──『ハルバード２３４』。報告する。

　──『ダガー２８７』。受領する。報告せよ。

　──敵の襲しゆう撃げきを受けた。迎げい撃げきに戦力が足りない。援えん軍ぐんを要請する。

　──敵の詳しよう細さいは？

　──不明。海辺から巨大な蛸たこの触しよく腕わんが現れた。既すでに十数機が海へ引きずり込まれている。

　──了解。ただちに援軍を送る。




　その後も次々と入る報告に、『ハルバード２３４』は応答し、処理を続けていく。海辺では蛸の触腕、そして森中を進んでいた部隊は、巨大な蹄ひづめに踏みつぶされている、との報告を確認した。次元を操り、それら巨大な怪かい物ぶつを操ることのできる死書は、一つしかあるまい。

　だが、各兵の報告を受け取るにつれ、『ハルバード２３４』の困惑は増大していた。

　それぞれの兵の位置が摑つかめない。全体で二万存在する彼の部隊だが、報告に矛む盾じゆんがある。彼が今いるのは巨大な森の中のはずだ。しかし、各兵から送られてくる世界の位置はそれぞれがバラバラで、まったく世界の整合性がとれていない。

　巨大な城の庭であったり、現代的なカジノであったり、海辺であったり、あるいは茶会の庭園にいるという報告も受ける。『ハルバード２３４』はイシュタルから与えられたデータベースと照合を続ける。しかし、一つの矛盾が出てきてしまう。

　この現状は、単体の死書では無理だという結論に達してしまう。




　──『ハルバード２３４』、報告する。

　──『ダーク１０４９２』。受領する。報告しろ。

　──黒いコールタールのごとき怪物の襲撃を受けている。既に部隊の八割が飲み込まれた。

　──撤てつ退たいが可能な状況か？

　──不可能と判断する。既に指し揮き系統も崩ほう壊かいしている。

　──了解した。『ダーク１０４９２』の部隊は全ぜん滅めつとして扱あつかう。撤退は認めない。その怪物の排はい除じよに全力を向けろ。




『ハルバード２３４』は、おそらく隊の大半が崩ほう壊かいしたのであろう『ダーク１０４９２』に最後の指示を送信したのだが、それを了解する返事は遂ついに返ってこなかった。報告の通り、黒い怪物によって全ぜん滅めつさせられたのだ。『ダーク１０４９２』のみではない。かなりの部隊が被ひ害がいを受けている。

『ハルバード２３４』はそれでも冷静に計算を続けていた。この状況は、進撃の当初に想定していたものはその性質を異にしている。こちらは数の暴力で押し流すかのように進んでいたのだ。それを阻はばまれた。奇き襲しゆうという形によって。

　奇襲。

　奇襲であれば、それを成功させるには、一つの条件がある。

　既すでに一割の兵を失った。敵の攻撃力は圧倒的だが、『ハルバード２３４』と彼の周囲の鋼鉄兵は、まだ敵と遭そう遇ぐうしてはいない。それが単なる偶然なのか、それとも敵の意図したことかはわからない。だが。




「──獅子と一角獣ザ・ライオン・アンドは戦うの・ザ・ユニコーン、どっちもワー・フアイテイング王冠が・フオー・ザ欲しいから・クラウン♪」




　だが、来た。

　森の奥の影を、『ハルバード２３４』は視認する。巨大な影だ。鈴に似る清らかな歌声に反して、現れた影は獣のものだ。それも巨大な、顔のない獅し子し。

　データベースでは、『無貌ナイアルラトホテツプ』と一致する。だが、そうなると、その獅子の頭にのり、歌を紡つむぐ小さな影の説明がつかない。そこにいるべきは、本来であれば『邪神秘法書ネクロノミコン』が相応ふさわしいだろうに。

　そこにいたのは、金髪碧へき眼がんの幼女だった。

「ライオンではない。スフィンクスだ。そんなことも学ばなかったのかね、幼女？」

「知ってるわ。でもいいじゃない。こっちのほうが戦争の歌なのだもの。アリスの選曲にケチをつけないでほしいわ」

「全く、偉い大だいなる黒の神父が、まさか子守りをすることになるとはね。だがしかし窮きゆう状じようだ、手助けはせねばなるまいよ」

「あーん、もう！　このグリフォンはうるさいわ！　偽にせウミガメのスープでも食べてれば大人しくなるかしら！」

「おいおい、たかが児童書ごときがつけ上がってもらっては困るな。苦笑ものだ。私はグリフォンでもライオンでもなくスフィンクスだと言っているだろう」

「どれもおんなじよ！」

『ハルバード２３４』の目の前で展開しているのは、一種異様な光景であった。

　死し書しよの一つ、空間を操作する『不思議のアリス・イン・国のアリスワンダーランド』と、クトゥルフの邪じや神しんが口論しているのは、一体なんのエラーだ。『ハルバード２３４』の部隊は、アリスの作りだしたワンダーランドへと入りこんでしまった。ここまではいい。しかしそこで待っていたのは『邪神秘法書ネクロノミコン』の呼びだしたのであろう、クトゥルフ神話の邪神だった。

　二冊の死書が、連れん携けいして『ハルバード２３４』の部隊を追い詰めているのか。

　奇き襲しゆうを成功させる条件。それは相手の動きを読む裏をかく参さん謀ぼう、敵の状況を報告する斥せつ候こう、そしてタイミングをあわせ襲撃をしかける奇襲者本人など、複数の役割を持った者たちがいなくては成り立たない。そう、『ハルバード２３４』ら鋼鉄兵のごとく、軍団を形成しなければできない芸当なのだ。

　死書たちが、あの自分たちの世界をのみ指向する死んだ書しよ籍せきらが、協力しあい、連携を見せ、鋼鉄兵に対抗するまでの軍団を形成したというのか？

「まったく、もういいわ！　ちょっと、そこの衛えい兵へいさん！　あなたがリーダーなのはわかってるのよ！」

『ハルバード２３４』には発声器官が存在しないため、質問に答えることはできない。代わりに手にした斧ふ槍そうを構えて、顔を持たぬスフィンクスと対たい峙じする。周囲の鋼鉄兵たちにも同様の命令を下して、この場にいる数千の兵で邪神を滅ほろぼそうと画策する。

「アリスはね、ネクロのお姉さんからこの子たちを借りてるの！　乱暴は許さないんだから！」

「彼奴きやつらに答える気はあるまいよ、アリス嬢」

「ねえねえ邪神さん？　アリスにはわからないわ、この狭いワンダーランドで、邪神さんが何匹も蠢うごめいているのよ。この状況でどうして勝とうだなんて思えるのかしら？　チェスならとっくにチェックメイトなのに！」

　アリスの言動には間違いがある。『ハルバード２３４』はここで勝つと考えてはいない。

　彼女の言葉通り、『ハルバード２３４』の部隊はここで全ぜん滅めつするだろう。ここが広大な死し想そう図書館周囲の森であったのならばまだしも、狭く、そして変化に富むワンダーランドであるのだから。分断され奇襲を受けた時点で、『ハルバード２３４』の部隊は敗北が決定した。異空間へと断絶された以上、本体からの援軍も不可能だろう。そもそも軍の総司令へ通信が接続しないのだから。

　しかし、そんなことを嘆なげくような感情を『ハルバード２３４』は持ち合わせていない。イシュタルに創られた機械の兵卒は、ただ命令を遂行するだけだ。ここで邪じや魔まをするのならば、児童書だろうが邪神だろうが立ち向かうだけ。それで敗北しても、イシュタルは無む尽じん蔵ぞうに兵隊を創りだすことだろう。

　悪い戦況を諦あきらめ、投降することは許されていない。許されていない以上、彼らは二度と動けなくなるまで敵の排はい除じよを行うのみだ。どれだけ兵が尽つきても構わない。鋼鉄兵にとって自我などというかわいらしいものはない。ただ最終的に、軍団の全ての功績がイシュタルの益となればそれでいい。

「どうかしたのかね、アリス嬢。同情か？」

「同情？　アリスは遊びたいだけよ！　玩具おもちやの兵隊さん、すぐに壊れてしまわないでね！」

「やれやれ……このお嬢様は随ずい分ぶんと残ざん酷こくかもしれんな。しかし残酷さなら我ら邪じや神しんも負けてはおれないからね。いざ行くぞ、上々だ！」

『無貌ナイアルラトホテツプ』が、吠ほえた。『ハルバード２３４』の甲かつ冑ちゆうを震わせる大音声。しかしそれでも鋼鉄兵たちは怯ひるむことなどなく、顔の無いスフィンクスへと向かっていく。アリスをその頭の上にのせて、邪神はその強きよう靱じんな前脚を振るい始めた。

「ここは一度入ったら出られない、アリスの遊び場なの」

　邪神を操って、狂気の児童書は独白を続ける。

「さあ、みんなでアリスを楽しませて！　図書館になんて行かせてあげないんだから！」

『ハルバード２３４』は、自らも斧ふ槍そうを携たずさえて邪神へと突撃する。

　この邪神との戦争が、創造されてからまだ間もない彼の初戦であり、同時に最後の戦いでもあった。
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「…………くすん。何な故ぜ、主様でも司書様でもなく、禅ぜん坊ぼう主ずなど乗せねば」

「黙だまれ妖よう物ぶつ。さっさと車輪を回さねば成仏せしめるぞ」

「…………野や蛮ばんな武家の宗派がなにを偉えらそうに言うのですか。経の一つも唱えられぬくせに」

「お主、禅というより、武家が嫌いなだけであろうが」

「…………嫌いでなにが悪いというのです！　粗野な武士ごときが天子様をないがしろにするなど、あってはならぬことでございましょう！　ええい、腹立たしい！　鎌かま倉くら時代など来なければ、そちのような禅坊主も現れなかったでしょうに」

「八つ当たりもほどほどにせい。牛ぎつ車しやの妖物、平へい安あんの時代に固執するのもわからぬではないがな。もっとも、今は似ても似つかぬ様相だが」

　赤いスポーツカーの中で、壮年の僧そう侶りよと、若き十二単ひとえの女によう御ごが言い合いをしているという、実に解釈に困る絵面が展開されていた。もっとも、その二人のやり取りを見ているものはどこにもいなかったが。

　なにしろスポーツカー、ではなく『製作者メイカー』の手によって改造された『朧おぼろ車ぐるま』は、森の中を高速で駆け抜けているのだから。誰もそれを聞けるはずがない。ハンドルを握っているのは『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』であり、本来ならば茶の効用を記したはずの歴史ある書物が、今では派手な車を乗り回す成金坊主にすら見える光景だった。

　牛車がスポーツカーに変わったことを揶や揄ゆされて、人型の『朧車』は悔くやしげに唇を嚙かんでいた。

「不満ならば言えばよかろう。斥せつ候こう、伝令役を買ってでたのはお主……ではなく、お主の記された『今こん昔じやく百ひやつ鬼き拾しゆう遺い』であったか。しかしお主も血気盛んだったではないか」

「…………図書館の危機に際し、力を貸すことは吝やぶさかではありませぬ。しかしこのような醜い禅坊主に好き勝手されるかと思うと……！」

「あまりふざけたことをぬかすなら蹴けり落とすぞ？」

「…………そちらこそ。この車は私自身であること、お忘れなきよう」

　嚙み合わない二人であるが、しかしそれでもスポーツカーは森林の中を駆け抜けて行く。中途で何度か、鋼鉄兵との遭遇があったのだが、伝令を任されている『喫茶養生記』は減速することはできない。結果、鋼鉄兵たちを轢ひき潰つぶして進むしかないのだった。『朧車』はその点について不満らしい。

「…………なんと野や蛮ばんな。私の車を」

「ぶつくさとやかましいわ『朧車』。不平は襲ってきた奴やつらに言わぬか」

　鋼鉄兵は既に森の中まで侵入している。まだ図書館まで到達した者はいないようだが、それも時間の問題だろう。しかし『喫茶養生記』は、図書館の内部まで侵入できる鋼鉄兵などいない、と踏んでいた。

　それほどの規模だ。

　死し書しよと、その記述から呼び出された数多あまたの軍勢。それらが協力して、鋼鉄兵の排はい除じよに尽力しているのだから。その数は尋じん常じようなものではない。鋼鉄兵一機がどれほどの性能を誇るかは知らないが、数多の幻想を敵に回して無事で済むはずもないだろう。

「…………逃げ回っていたくせに」

　後部座席の『朧おぼろ車ぐるま』が、ぽつりと言った。それは真実で、京都での戦いにおいて、『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』は『筆記官ライター』を襲しゆう撃げきし、他方、『朧車』はその黒くろ間まイツキのために京の都を駆け抜けたのだ。

「まあ、その通りではあるな。否定はせぬ」

「…………ならば何なに故ゆえに今更、主様への助力？　恩を売っておくつもりですか？」

「らいたぁへの力を貸したつもりは、拙せつ僧そうにはない。他の死し書しよは知らぬが」

　ハンドルを切って、『喫茶養生記』は再び鋼鉄兵の群れを轢ひき潰つぶす。目指すは図書館だ。『不思議のアリス・イン・国のアリスワンダーランド』が、その力でもって敵の主力の軍勢を切り離したことを伝達しなければならない。各個撃破の状況まで持ちこんでしまえば、いかにイシュタルの軍勢といえども怖くはないのだ。

「…………ならば何故」

「他に行くところがないのだ。その唯ゆい一いつの居処が消しよう滅めつしかねん。仮に住すみ処かが牢ろう獄ごくであろうと、外から敵が襲撃すれば抵抗するよりない。脱走も籠ろう城じようも、京都への帰還もできぬとあれば、立ち向かうより他に手はあるまい」

『喫茶養生記』の言っていることは噓うそではない。他に自分たちが生き残る手がないならば、どんなことでもするだろう。しかし全てが本当、というわけでもない。死書などというのはどいつもこいつも自分勝手で、好きなように動く連中である。連帯感、一致団結、などという言葉をなにより嫌うだろう。それは、逃げ出した死書がそれぞれ別個に行動していたことからもわかる。誰も逃走にあたり、別の死書との協力などはしなかった。

　何故か。

　全て、別々に記され、ただ一つの己の世界観を確立した存在だからだ。それが連れん携けいしているのは『喫茶養生記』のような伝令役がいることも一つの理由だが、更に大きな要因は。

「…………着きました」

「うむ。『邪神秘法書ネクロノミコン』はおるな」

「ちょっとぉー！　伝令遅いわよぉ♪」

　高い塔。死の施し設せつの中でも群を抜く巨大な場所。死し想そう図書館。

　その門もん扉ぴに立つのは『邪神秘法書ネクロノミコン』である。ここにいるということは、すなわち門番であることの示し唆さだった。彼女が抜かれれば死想図書館の危機。邪神をアリスに貸し出している彼女に、現在の戦力はないはずだが、それでも褐かつ色しよくの死書にはいつも通りの余裕が見えた。

「あの異人の小娘は、作戦通りだ」

「ふふん♪　あの子の遊び心が良い感じに働いてるわね♪　中央の軍を分断できれば、どんだけでっかい軍団でも烏う合ごうの衆でしょ♪　あのからくり兵隊、一体一体は敵じゃないんだから♪」

　門扉の前であぐらをかく『邪神秘法書ネクロノミコン』も、十分楽しげであった。

「だが、いずれ最後尾の軍も動こう。数はともかく、質は相当なものかもしれんぞ」

「そのための私でしょ♪　んじゃ、坊主は『朧おぼろ車ぐるま』と女王様のとこにね！　なにが来ても私が食い止めてあげるんだから♪」

　不敵に笑う死し書しよの命で、『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』はアクセルを踏み込んだ。死書同士、図書館にしまわれていた頃は協力などという言葉は思いもしなかったのに、危機にあってはこのように団結することができている。

　死し想そう図書館を回りこみ、『喫茶養生記』と『朧車』は女王の元へ。

　森の中からは、戦せん闘とうと思おぼしき剣けん戟げき、鋼はがね同士の撃ち合う音や、獣の雄たけび、燃え盛る炎の音など、混こん沌とんとした音が響き続けていた。そこに秩ちつ序じよなど存在しない。いつもは静かな図書館が、今日ばかりは戦争の音で満ちている。

「はよう静かになってほしいものよ」

　誰ともなしに『喫茶養生記』は呟つぶやいたが、相乗りしている『朧車』はまだ不機嫌が続いているのか、彼に嫌いやそうな視線を向けるばかりであった。




　イシュタルの放った鋼鉄の兵、その司令官『バスタードソード１２』は、呆ぼう然ぜんとしていた。

　いや、元より鋼鉄兵に『呆然とする』ことなどできはしない。そこまで丁てい寧ねいに彼らは創られていないのだから。つまり今の彼は、全軍から送られてくる大量の報告、その情報処理に手間取っている、と考えるべきだ。しかし、それは所しよ詮せん表現の問題であり、『バスタードソード１２』が圧倒されていることに違いはない。

　塔の周辺を埋め尽つくす、数多あまたの幻想の数に、演算が追いついていない。

　空には天使や悪魔、飛竜に妖鳥。天馬や、神族の類たぐいまで。およそ翼を持ちうる者たちで埋め尽くされている。

　森の中には魔ま獣じゆう、妖怪、鬼神、獣人。精霊や妖精のような小さなものから、神獣の種までが暴れ回っている。

　神だけ見ても、武神、戦神、雷神、邪神、豊ほう穣じよう神しん、破壊神、天空神、創造神。

　獣だけ見ても、神獣、魔獣、雷獣、妖獣、霊獣。

　一千万の鋼鉄兵と並ぶか、あるいはそれ以上の数で『バスタードソード１２』の視界に入るそれら幻想たち。数多の神話、伝説、記述から想起された大量の軍勢だった。図書館がこれだけの戦力を持っていたのだと、『バスタードソード１２』はここにおいて知った。

　異次元を埋め尽くすそうそうたる力の波を前にして、『バスタードソード１２』はなおも司令を発し続ける。一千万の鋼鉄兵では荷が重いと知りながらも、なおも全軍に戦いの命令を発し続ける。

　玉ぎよく砕さい覚悟の突とつ撃げきではない。『バスタードソード１２』には勝算があった。

『バスタードソード１２』を中心とする司令軍、全軍の中核を担になう総司令官とその近衛兵は、イシュタルの神の力を、ほんのわずかではあるものの分け与えられた精せい鋭えい部隊である。軍としての規模は最大だが、一般兵の部隊である『ハルバード２３４』の部隊とは、根本的に性質が異なる。いわば少数精せい鋭えいのエリート軍団。

　事実、並の魔獣や神々であれば、『バスタードソード１２』の部隊はここに来るまでにある程度撃げき破はすることができた。真の神の力がわずかでもあれば、所しよ詮せん死し書しよによるまやかしの神々など敵ではないのだ。

　ゆえに、作戦は単純。

　消失した『ハルバード２３４』の部隊の穴を埋め、かつ『バスタードソード１２』の部隊を遊撃として潜せん入にゆうさせる。敵の目が巨大な囮おとりに向いている間に、薄い部分を『バスタードソード１２』が突破するという作戦だ。そしてそれは目下、ある程度までは成功している。

『バスタードソード１２』の部隊も損害を大きく被こうむっているが、しかし図書館の塔は目前であるのだ。ここで躊ちゆう躇ちよする理由はない。どれだけ鋼鉄兵を失っても構わず、むしろそれでも目的が達成されればいい。今、鋼鉄兵の群れは、『バスタードソード１２』を塔にまで辿たどりつかせること、それのみを全体の意志として遂すい行こうしていた。

　森の中で巨大な神獣と遭そう遇ぐうしたが、これもまた兵を失いながらも消しよう滅めつさせる。『バスタードソード１２』とその部隊の進撃は、ただひたすらにこれを繰り返していた。彼の持つ両刃の長剣バスタードソードも、少々刃こぼれが目立つ。

　内部のギアが擦すれる音をあげて、それでも『バスタードソード１２』は森を進んでいった。目指すべき塔は目前だ。

　数多あまたの幻想に紛まぎれて、多くの死書たちも森の中にいた。もちろんイシュタルの軍勢の目的は彼らの処分であるのだが、死書たちのほうもそれはよく理解しているのだろう。とかく逃げ足が速く、未いまだに死書は一冊も廃棄するに至ってはいなかった。

　しかし『バスタードソード１２』は悲観してはいない。森の中で逃がそうとも、どうせ死書の行動範囲など限られているのだから。ここで敗れれば図書館へと逃げ帰る他にない。ならば図書館さえ攻め落とすことさえできればそれでいい。

　それでイシュタルの命令を達成できると、『バスタードソード１２』は演算していた。そしてそのまま進んでいく。敵の防ぼう衛えい網もうはある程度突破したためか、図書館周辺の警備は手薄だった。少数精鋭、ただしそれでも五千機を誇る『バスタードソード１２』の親衛隊は、その警備の合間を縫ぬって進むことができた。




　──『バスタードソード１２』。報告する。

　──『ミセリコルデ４５４９』。受領する。偵てい察さつの結果か？

　──然しかり。死し想そう図書館へと侵入する扉を視認した。防備は手薄だが……。

　──正確に報告しろ。

　──死し書しよ『邪神秘法書ネクロノミコン』は認識した。攻撃をするか？

　──許可できない。中央部隊が行くまで待て。

　──既すでに死書に見つかっている。反はん撃げきが許可されなければゼン




　先行した偵てい察さつ兵へいからの通信は、その段階で途絶えた。

　扉の前に、死想図書館の誇る魔術書がいるのは間違いないらしいが、それはまあいい。問題は、おそらく死書以外にも幻想がいるだろうということだ。一体なにが待っているのだろうか。『バスタードソード１２』は、部隊の全員に足を速めるよう指示をした。死想図書館はもはや目の前なのだ。ここまで来て兵を失えば目的の達成が脅おびやかされることになる。

　しかし、『邪神秘法書ネクロノミコン』の邪じや神しんはアリスの作りだすワンダーランドにいるはず。まだ残存戦力がいたのか？　しかしそれだけで精鋭たる『バスタードソード１２』の兵が、いくら偵察兵とはいえ、一いつ蹴しゆうされるなど有り得るだろうか？　演算は、その可能性を否定する。

　はたして。

　森を抜け、死想図書館の門を確認した『バスタードソード１２』がまず認識したのは、巨大な影であった。といっても、邪神ではないのはすぐわかる。あくまで人に似た姿はしていたからだ。しかし、あるいは邪神のほうが勝利の可能性があったかもしれない。

　戦神にして鬼神。

　腕が六つ。顔が三つの巨大な影。

　阿あ修しゆ羅らの一族だった。

「来た」「来たか！」「貴様らが本隊と見たぞ！」

　三つの顔が、『バスタードソード１２』とその部隊を見て吼ほえる。阿修羅の王『羅ら喉ご阿あ修しゆ羅ら』が、ここは誰も通さぬとばかりに門の前に立っていた。顔は憤ふん怒ぬの形相であり、まるで寺社を守る金剛力士の役割をただ一人で担っているようですらある。

　手にした剣や斧おのには、歯車やシャフトの残ざん骸がいのようなものがぶらさがっていた。それが『ミセリコルデ４５４９』とその部隊のなれの果てだということはすぐに理解できる。たった数秒で、数百の兵を葬ほうむったに違いない。

「戦いくさ！」「戦場！」「俺の生きる意味はここにこそ在り！」

「そう猛たけらないの『羅喉阿修羅』♪　まだまだアンタには戦ってもらうんだから♪」

『羅喉阿修羅』の、三つの腕を支える太い肩に腰掛けているのは、報告にもあった『邪神秘法書ネクロノミコン』であった。死想図書館の中でも、おそらく別格に近い死書と幻想の組み合わせだが、だからこそこうして行動を共にしていること自体が相当にイレギュラーな事態だ。

「そこの雑兵ども！　イシュちゃんに伝えなさいな！　今、死し想そう図書館は数千の死し書しよと、そして数万の幻想と神話が入り乱れて守っているわ！　部下をどんだけ連れてきたってここは攻め落とせないから大人しく諦あきらめなさいってね♪」

　褐かつ色しよく肌の死書は、そう言って舌を出した。挑発の仕草だが、『バスタードソード１２』のような鋼鉄兵には逆上する、などという感情は持ち合わせていない。

「女ぁ！」「邪教の書！」「口上はいらぬ！　剣を突き合わせればそれこそ全て！」

「だから猛たけんなってのノーキンめ……ねえちょっと♪　無理だってわかってくれない？　今、死想図書館には『アカシック年代記レコード』以外の全部の死書が揃そろってるのよ！　こうまで完かん璧ぺきに戦力を揃えてるんだから、なにしたって無む駄だだってこと、アンタたちのご主人様に伝えなさいな♪」

『バスタードソード１２』は、『邪神秘法書ネクロノミコン』の言葉をそのままイシュタルに伝達する。もちろん敵である死書の言葉に従ったわけではない。目的の直前で、強大な障害が存在していたことはイシュタルに報告せねばならないからだ。そして、イシュタルからの返答もまた、わかりきっている。

　なにが阻はばもうと、進め。女神からの命令はそれしかあるまい。

「んー……通じちゃいないか……？」

「殺す！」「壊す！」「いいから俺を暴れさせろやぁ！」

「だからうっさいっての！　アンタも戦争屋なら戦略の大事さはよくわかってんでしょうが♪　ここで全ぜん滅めつさせたっていいけど、どうせ増ぞう援えんは後から後から来るわよ♪　一番良いのはイシュちゃんに直接ここの状況を知らせて、諦めてもらうことでしょ♪」

『バスタードソード１２』は、イシュタルへと報告を続ける。何体かの鋼鉄兵に命令を下し、『羅ら喉ご阿あ修しゆ羅ら』の懐ふところへ飛びこませようと画策したが、それは六本の腕が作りだす殺さつ戮りくの壁に阻まれた。どのような力か、分厚い鎧を粉砕し、『羅喉阿修羅』の太い腕が鋼鉄兵の内部のからくりを引きずりだしてしまう。

　あたかも内臓を取り出すように。

「ていうかぁ、大変だったんだからね♪　四日で逃げ出した死書まで全部集めんの♪　そりゃもちろん、お姉さんの力があってこそだけど♪」

「このようなからくり程度、相手は俺一人でも十分だったように思うがなぁ」

「なわきゃないでしょーが♪　鋼鉄兵がどんだけいると思ってんの？　数は少しでも多いほうがいい♪　まあ、『筆記官ライター』のお兄さんの頼みじゃ断れないしね♪　私たちじゃ封印できないから、結局、逃げた死書を説得して連れ戻すことになったわけだけど……」

　死書が、死書を捕まえたのか？　そもそも『邪神秘法書ネクロノミコン』自身が逃げ回っていた死書の一冊であったはずなのに？　それら死書まで手勢に加え、あの幻想の大軍勢は結集した、というこなのか。

　褐かつ色しよくの死し書しよが腕を振るうと、そこから狂った色彩と形相の犬が出現した。クトゥルフ神話の化け物たる、ティンダロスの猟りよう犬けんだった。鋼鉄兵の一体が、それに襲おそわれる。猟犬自体はさほど強くなく、すぐに撃退されたようだが、それで『邪神秘法書ネクロノミコン』にも戦う力が残っていることは証明された。猟犬の数が多ければ厄やつ介かいだ。

「あ、言っとくけど♪　牛ご頭ずちゃんと馬め頭ずちゃんも呼んでるからね」

　獄ごく卒そつまでいるのか。姿は見えないが、どこぞかに潜ひそんでいるのだろうか。いずれ森の暗くら闇やみから奇き襲しゆうを仕掛けるかもしれない。既すでに『バスタードソード１２』は、彼女たちの罠わなにかかっていたと見るべきだろう。

「そろそろ良いだろう！」「女王のお達しだ！」「嫌いやとは言わねえな女ァ！」

「はいはい、しゃーないしゃーない♪　『羅ら喉ご阿あ修しゆ羅ら』！　残ざん酷こくと恐怖を支配するこの私が命じるわ、存分に暴れなさい！　あ、でも、私は落とさないでね♪」

『羅喉阿修羅』が、吼ほえる。それは鬨ときの声。声を出さぬ鋼鉄兵たちのぶんまで、阿修羅道の鬼神は思う存分に咆ほう哮こうしてくれた。この八はち面めん六ろつ臂ぴを撃退するために、『バスタードソード１２』はどれだけの犠ぎ牲せいを強しいられることだろう。

　暴れるだけが本分の獄卒や鬼神が、どうしてここまで連れん携けいを取ることができるのか、という点も疑問を持つべき箇か所しよだ。しかしその計算は目の前の暴風によって阻はばまれる。暴れ回る『羅喉阿修羅』を前に、『バスタードソード１２』の演算処理は、この化け物をどのように撃退するか、という点に集約されていく。

「おねーさんは負けないわ♪」

　そんな鋼鉄兵の様子を嘲あざ笑わらうように、褐色の死書は微笑ほほえんだ。

「一度は逃げたけれど、今はもう、図書館が好きなの♪　お兄さんのためでもあるし、後ろめたいせいもあるけれど、でも一番の理由はね、そんなんじゃないの♪　私は、私の居心地のいい図書館を、侵されたくないだけなのよ♪」

『羅喉阿修羅』に突撃する鋼鉄兵だが、それは『邪神秘法書ネクロノミコン』より放たれた猟犬の妨害を受ける。猟犬に気をとられているその一瞬の隙すきを、三面が逃すはずもなく、鋼鉄兵は大おお斧おのによって一気に引き裂さかれた。六の腕を持つ、隙のない魔人。

　図書館近辺の防備が手薄な理由もわかる。門を守っているのが、この化け物二匹だったからだ。

「ぬるい！」「鈍にぶい！」「戦いくさに怯おびえろガラクタどもが！」

　まさに一いつ騎き当とう千せん。

　演算よりも早く、『バスタードソード１２』の内部機関が槍やりによって貫つらぬかれていた。正常な機能が失われ、『バスタードソード１２』は沈黙のうちに森へと倒れこむ。総司令としてはあまりにあっけない最後だが、リーダーがつぶれても彼の軍団は機能し続ける。司令官は無事な別の鋼鉄兵に受け継がれるからだ。

　倒れこむ瞬間、そこでようやく『バスタードソード１２』の視界は、図書館塔の先を見上げることができた。

　巨大な塔に寄り添うように、また別の建造物がある。塔よりも更に高くそびえるそれ。いや、建造物と言っていいのか？　真紅をまとう、象牙質のフォルム。チェスだ。それは巨大なチェスの駒こまだ。表情の無い頭部にのせられた王冠によって、その正体は理解できる。

『赤の女王レツド・クイーン』。

　部下の兵からの報告に散見された、女王という言葉が示す意味を、『バスタードソード１２』はその機能停止の直前に、ようやく知ることができたのだった。




『赤の女王レツド・クイーン』の頭部。

　本来は人が立つように作られていない部分だが、そこはそれ、ライブ会場とせねばならぬ都合上、アリスに無理を言って調整してもらった。アリスは自分の美的センスによって生み出された『赤の女王レツド・クイーン』が、機能的理由によってその外観を変化させねばならないことにふてくされていたが、『邪神秘法書ネクロノミコン』をはじめとする他の死し書しよらが説得したのだ。

『赤の女王レツド・クイーン』の頭部には、実に狭いスペースではあるが、平らな場所が形成されている。椅い子すや囲いまで用意してくれたそこは、赤いペンキを塗ぬりたくったような一色の景色であることを除けば、おおむね茶会の会場のようにすら見えた。

　そして、そこに緑みどりヶが丘おかの双子はいた。二人とも一心不乱に、己のギターとヴァイオリンを搔かき鳴らしている。椅子が用意されているのに、それに座っているのは姉のユカリのみ。妹のヒカリは、立ち上がって両りよう脇わきに『青の双子』を従えていた。

「そこに紫がありました」「そこに光もありました」「二つはよく似ていたけれど」「二つはなにもかも違いました」「光は紫が欲しくて」「紫は光が欲しくて」「混ざり合った時に」「紡つむぐ一つの完かん璧ぺきな音」「「戦え臣民、それは我らが主のための音」」

『青の双子』は歌を紡ぐ。高い高い『赤の女王レツド・クイーン』の頂上にあって、その歌声は森の中はおろか、死し想そう図書館にすら届きはしないだろう。しかし双子は歌い続ける。緑ヶ丘の双子も、ただひたすらに演奏を続ける。

「ここは女王の座」「讃たたえるための音」「ここはチェスの盤ばん面めん」「王を守るために皆死ぬがよい」「兵は前へ」「騎馬は走れ」「僧そう侶りよは祈れ」「砲ほう台だいは撃て」「王は動くな」「全ては女王が決めること」「ここはそう」「完璧な女王の座」「「不協な和音の英雄は要らぬ」」

「なに……？」

　そして、二組の双子の他に、もう一人。

『赤の女王レツド・クイーン』の頭上にいたのは、『英雄エロイカ』であった。銃じゆう剣けんをあたかも指揮棒のように、自己陶酔の風でもありながら振るっていたのだが、双子の詩が気に入らなかったのか、その神経質な目を『青の双子』に向ける。

　しかし、ジュモもジュメルも気にした風はない。

「そこのぼさぼさ頭の方？　集中してくださる？　私たちの指示を皆様に届けることができるのは貴方あなたしかいなくてよ」

　ギターを弾ひきながら、ユカリが『英雄エロイカ』へと声をかけた。激しく弓を鳴らすヒカリとは違い、ユカリは力をぬいて、弦げんにぽろんぽろんと触れているだけだ。まるで弾き語りのような姿にも見える。

「だが、そこの双子が」

「英雄気取りさん？　ウチのジュメルとジュモに酷ひどいことをしたのをお忘れ？　嫌われていても仕方がないでしょう。貴方あなたの今の役目は、私たちの音楽を増ぞう幅ふくして、調整して、戦っている皆様の耳に届けること。違いますかしら？」

「む、むう」

『英雄エロイカ』は難しい顔をしながらも、再び銃じゆう剣けんでもって指揮をとり始める。明らかに、ユカリ、ヒカリの演奏とも、双子の歌とも揃そろっていない指揮だが、それに文句が上がることはなかった。この場においては、『英雄エロイカ』も重要な存在だからだ。

　ここは、いうなれば司令室。

『筆記官ライター』が不在の今、その役目は『演奏家プレイヤー』が請け負っている。赤あか崎さきシンに邪じや魔まをされた緑みどりヶが丘おかユカリは、結局図書館の危機を助けることを承しよう諾だくした。そして、『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』の駆る『朧おぼろ車ぐるま』にて図書館へと急ぎ、こうしてチェスの駒こまの頂上で演奏を続けているのだ。

　あるいは、戦局を読み、その時その時で最適な手を打つことに関しては、緑ヶ丘ユカリほど長たけている者はいないかもしれなかったが。

「アリスの作戦は成功したとの連絡がありましたわ。ヒカリ？　あなたも少し休まないと、体力が持たなくてよ」

「いいえ、お姉様。もう少しやらせて？」

「強情ねえ全く」

　ユカリは今、小休止なのか、ギターはぽろぽろと鳴らすだけ。力は全く入っていない。気負った様子も見られない。一方、ヒカリのほうは双子との演奏会が楽しいのか、ヴァイオリンの弦を震わせ続ける。

　状況を見て、ユカリが作戦立案。それを『青の双子』とヒカリが意味のある命令の形にして、『英雄エロイカ』が命令をそれぞれの死し書しよや幻想に伝達する、という形式をとっている。ある程度暗号化しているために、傍はた目めには『青の双子』の言葉は全く意味をなしていないし、それは増幅している『英雄エロイカ』にとっても同じこと。彼が理解しているわけではない。

　死書が、連れん携けいをとって鋼鉄兵を追い詰めているのも、全てユカリとヒカリの音楽の為なせる技である。特殊な音楽に乗せて送信されていく的確な指示は、敵の裏をかき続ける。そうして戦果が上がれば、ユカリの命令を死書のほうも信用して、結果として一個の巨大な兵団が形成される。

　こうして、死書と幻想の入り乱れた、死し想そう図書館のポテンシャルが存分に発はつ揮きされたのだ。

「ま……常に主役がはれるなんて思うのは、ただの驕おごりですわね。今回ばかりは、良いところは譲ってあげますわよ、黒くろ間ま君？」

　ユカリはギターの音色に乗せた独白は、しかしヒカリも『青の双子』も、『英雄エロイカ』すらも自分の作業に没ぼつ頭とうして聞いていない。別に聞かせるつもりもなかったので、ユカリはここにいない後輩に向けて、呟つぶやいた。

「役不足の感は否めませんけれど、これが私にできることというのでしたら、まあ力を貸してあげてもいいですわ。その代わり、失敗したら許しませんわよ、黒間君」

　三文字熟語を本来の用法で持ちだしてまで、ユカリは不満を告げる。しかしその手は変わらずにギターを弾ひき続け、小休止だろうとユカリの義務感が絶えていないことをよく示していた。

　緑と青のライブは、『赤の女王レツド・クイーン』の頭上で、まだまだ終わる気配を見せなかった。







[image: 第四章　金色の捕食者、銀色の器]
















　この戦いは、時間が大事だということは理解していた。

　だから愛用の腕時計を身につけてきたのだが、正直確認する暇ひまなんてなかった。ちらりと一いつ瞬しゆんだけ盗み見た数字が正しければ、俺が未み耶やと戦い始めて一時間弱、といったところか。しかし分ぶん析せきの暇など与えてくれないほどに、未耶のフィルム攻撃は間断なく続いていた。わずかな休止さえない。

　一方で、では凄すさまじい猛攻なのかといえば、そんなことはない。

　邪神や、ワンダーランドの『赤の女王レツド・クイーン』のようなデカブツは例外としても、まだ『羅ら喉ごう阿あ修しゆ羅ら』やジャバウォックのほうが、攻撃に苛か烈れつさがあった。もっとも、あんな力任せの連中と、未耶の攻撃をそのまま比べることに意味はないが。

　未耶は手加減をしている。いや、もっと言うなら、俺を嬲なぶっている。

　速度は俺がギリギリ見きれる程度。攻撃の密度も、俺がギリギリかわせる程度。『神通布メギンギヨルズ』によってフィルムのドリルを粉砕し、攻撃をかいくぐっても、俺が一向に未耶へと辿たどりつけないのは、それが理由だ。結局、未耶にはまだまだ余力があって、殺されまいと必死になる俺を見て楽しんでいるにすぎない。あいつが本気を出せば、拳こぶしに巻き付けた布など関係なく殺されてしまうはずだ。

　だが逆に、それこそが命取りなんだぜ、未耶。

　正面から来たドリルを、拳によって粉砕。しかし三次元空間を自在に巡る黒の円えん錐すいは、今度は両側からやってきやがった。前に転がるようにしてなんとかかわす。運動の苦手な俺の動きは、リヴルに比べれば無様、稚ち拙せつ極まりないだろう。

　だけど、この戦いは技量の比べあいじゃない。

　転がったその先に、待っていたようにまたドリル。くねる蛇のようなそれを右腕で叩たたきつけ、その反動によって跳ね起きる。後ろから狙ねらうドリルも、裏拳気味に吹き飛ばしてやった。そう、速度は全て俺が反応できる程度。だからこうして、ギリギリに切り抜けられる。

　未耶もまた、シンのように戦い慣れていないだろう、という俺の予想は間違ってはいなかった。

　間違っていたのは、だから未耶にだって余裕がないのだろう、と思っていた俺のほう。フィルムで戦う未耶に、そんなことは関係がないのだ。『アカシック年代記レコード』を読みこみ、未来を知っている未耶に戦せん闘とうへの慣れや錬度は意味がない。

　まるで詰み将しよう棋ぎのように、決められた手順に従って俺を嬲り、追い詰め、そして最終的には俺を殺しに来る。重要なのは、どうやって抜けられない深みに嵌はめるか。駒こまの打ち方がどれだけ様になっているか、ではないのだから。

　しかしだからこそ、俺も抵抗ができる。

　どうやったら詰つむかを先読みして、そこから抜け出す方策を考える。

　一手先、二手先で王手をとられる前に、『神通布メギンギヨルズ』で逃げ道を作りだす。もちろんそれ自体が相当に体力精神力を削るものだし、あるいはそうやってあがくこと自体が、全知を擁ようする未み耶やの掌てのひらの上なのかもしれなかったが。

「はーいっ、こちら実況レポーターの矢や口ぐち未耶でーっす！　うーむ、正義の味方の黒くろ間まイツキさんですが、やっぱり苦戦している様子ですねぇ。襲い来る『アカシック年代記レコード』に為なす術すべもないようです！」

　解説どうも。

　下からすくいあげるように、心臓を狙ねらうドリルを殴りつける。俺がどれだけ苦心して、訪おとずれる窮きゆう地ちをしのいでいても、未耶にしてみればそんなのは予定調和で、わずかの動揺すらも見せてはくれない。この状況を祭のごとく楽しんでいるようにすら見える。

　祭が終われば？

　どうしようもできない虚むなしさだけが残るんじゃないのか。未耶。

「おっと、今度は上下左右！　四方向同時攻撃だっ！　これは運動不足のイツキには辛つらいかぁー!?」

「お前、バカだろ……」

　攻撃する前に教えてくれるヤツがどこにいるんだ。

　見えないマイクを握る未耶の言葉通り、四方向からの攻撃。正直目が追いつかないが、事前に教えてくれてるんだから対処も容易たやすい。右からの一撃をフックで撃退し、そちらに逃げる。上下のドリルはそのまま俺がいた場所を通過して交差したが、左側からのドリルはイカの触手のように追尾してきたそのまま『神通布メギンギヨルズ』で。

「なわけないしっ」

　殴りつける直前、フィルムのドリルが分ぶん裂れつする。

「ああ!?」

「なんとぉ！　今度は分裂させちゃったぁー未耶ちゃんてばマジ小悪魔！　むしろ悪魔？　さあどうするイツキぃー！」

　テンションあがって参りました。未耶だけな。

　四つに分裂したドリルは、一気に俺の側面と背面に回りこんで攻撃しようとしてきたのだが、正直、大した効果はない。目の前には、丁度分裂してそのまま四本のドリルを支えている分ぶん岐き点がある。俺は迷わずに前へでた。

　ドリルが回りこむ前に、その四本の根元を。

「叩たたき潰つぶすだけだ！」

　渾こん身しんの拳こぶしが空間を駆け抜ける。分岐したフィルムのその中心が消え去ったことで、俺の死角から抉えぐりこもうとしていたドリルも地に落ちる。生きるか死ぬかのギリギリの瀬戸際が、俺の神経をからからに疲ひ弊へいさせてくれる。

　未み耶やは、とても用心深い、と思う。

　俺の動きを、丁てい寧ねいによく見ている。まるで指一本の動きさえ見のがさない、とでもいうように。ふざけた態度はその裏返しで、なにかを確認するかのような一連の視線は、幼おさな馴な染じみの俺には隠しきれていない。誤ご魔ま化かせやしない。

　確認してるんだろ、未耶。

「アカシャはどこにいるんだ、未耶ァッ！」

　右腕一本。今までの俺では考えられない、たった一人の戦い。

「それはあたしも知りませんー。そんなこと聞いてどうするのさ、イツキ？」

「お前は、アカシャに利用されているとか、考えてないのかよ！」

「だから？」

「だから、って……！」

「おおっとぉ！　お喋しやべりしちゃうとマジで惨ざん殺さつされちゃうぜぇー！　イツキぃ！」

　本当に、『アカシック年代記レコード』のことなんてどうでもよさそうだった。親しげに死し書しよの名を呼んでいながら、死書のことなんて目的を果たすための道具、程度にしか考えていないのかもしれない。それは、足元をすくわれる考えだ。

　なんの理由もなく、死書が人間に力を貸すとは思えないのだから。

　今度の攻撃は、下からだった。まるで草のように生えてくるドリルの群れ。俺の反射神経でどうにかかわせる程度。駆け抜けるしかない。問題はその後だ。どうにかして、矢や口ぐち未耶の未来視を粉ふん砕さいしなくちゃいけないのだ。

「はーい、どっかーん！　ちょっと本気でいってみよー！」

「ぐぅッ!?」

　そうして、未耶へ近づこうとした瞬間。

　斜ななめ上。未耶の手から、直線で俺の頰ほおをこするドリル。さっきまでのフィルムと、段違いの速度。視認すらできない。ほら来た、未耶はその気ならいつでも俺なんか殺すことができるのだ。嬲なぶって、いたぶって、だから手を抜いている。それは決して油断なんかではない。そうやって加減をしていても、アカシャの力があれば勝てるのだから。

　頰から濡ぬれる血。これから、精神だけじゃない。身体もますますボロボロになることだろう。

　未耶の嘆きが伝わってくるようだった。まるで、自分もこうだった、とでも言うように。ズタズタに引き裂さかれて、血まみれの心と肉体で、それでもあがき続けていたんだと、俺に教えるかのように。

　リヴルは、どうしているだろう。ふと考えた。

　血を流しているだろうか。イシュタルと対たい峙じして、まだ生きてくれているだろうか。便りがなければ無事ともいうし、この場にイシュタルが乱入していない以上、まだリヴルはイシュタルと剣を交えている、と考えていいのだと思う。

「ちょっとぉー、あたしと戦ヤってる時に他の女のことなんて考えないでよぉー！」

　相変わらず見透かされている。それもまた死し書しよの力なのか、あるいは女の勘かんっていうヤツか。どうも後者のほうが可能性が高そうだな、と思った。そういう第六感的なものも、また未み耶やは優れているというか、とにかく察しがいいから。

「イツキはアタシを見てればいいの！　ここには二人だけじゃん！　他のこと考えている余裕なんてないはずでしょぉーが！」

「俺は……」

「便りがないなら、もう死んでるんだと思うよ？」

　くすくす笑いながら、再び顔を狙ねらうフィルム。今度は見きれた。顔をそむけてかわす。だが、もちろんそれで終わる未耶の攻撃ではない。

「さあ、死ね、イツキッ！」

　頰ほおを攻撃されて怯ひるんだ俺へ、追撃。

　四方八方から襲おそうドリルの群れ。いくつかは『神通布メギンギヨルズ』で弾はじき飛ばすことができたが、密度が今までの比ではなかった。表皮を削けずる漆しつ黒こくの円えん錐すいが、俺の身体を傷つけていく。

　致命的ではなく、けれども痛みはきちんと伝えてくれる傷の付け方は、そのまま未耶の言葉のように思えてならなかった。こんなに痛かった。こんなに辛つらかったのだと嘆く未耶の、その傷だらけの心。

　いつまでも甘えやがって。だからガキなんだっての、未耶。

「これで、終わりだァッ！」

　大おお噓うそをついて、未耶はその指先から、俺へとフィルムを射出した。

　これで終わりなわけがない。そのドリルは、俺でもかわせるほどの速度。目に見えて遅い一条のフィルムだった。きっと、それは牽けん制せいの一撃でしかないのだろう。それを俺がかわす、あるいは『神通布メギンギヨルズ』で反撃しても、まだまだ終わるはずはない。少しずつ少しずつ、俺は未耶の罠わなに絡め取られていく。

　拷ごう問もんのように、心中と外皮に傷ばかり増していくだけなのだから。

　だったら、それを。

「え…………」

　未耶の顔が歪ゆがむ。予定より早いが、しかし仕方がない。これ以上引き延ばす自信がなかった。痛いのは嫌いやだし、終わらせたい。

　牽制の、俺の心臓へと真っすぐ飛んでくるドリルに。

　むしろ俺は胸を張った。

「噓っ」

　さあ、殺せ。そのドリルで心臓を抉えぐりとれ。回かい避ひも迎撃もせずに、俺はドリルにその無防備な身体を、生いけ贄にえのように差し出してやった。そのままドリルが進めば、未み耶やにとっては念願の、俺にとっては最悪の結末が訪れるはずだ。どこぞの神様と違って、俺は心臓を抉られれば当然のように死ぬ。当たり前だ。俺はただの人間だ。

　さあ殺せ。

　それで全て終わるはずだろ、未耶？




　三度、私、リヴル・ブランシェでございます。

　はい、お察しの通り、私は変わらず劣勢でございます。もしこの場で試合が終わったとて、万に一つの判定勝ちもないことでしょう。それほどの一方的なワンサイドゲームでしたが、イシュタル様は判定に持ち込むこともないのでしょう。再起不能、復帰絶望的な完全勝利とするに違いありません。

　私としましてももちろん、されるがままというつもりもないのですが、相手が相手でございますのでなにもかもが思い通りにゆかぬのでございます。なにしろ、イシュタル様は遂ついにその女神たる性質の本領を発はつ揮きし始めたのですから。

　現在、私の武具は、『ヴォーパルブレイド』と、もう一つ、刀身が木でできた武具のみ。

『炎と嘆きの杖レーヴアテイン』、『神雷銃ケラウノス』は既すでに破壊され、『天あま之の尾お羽は張ばり』は破壊されたわけではないのですが、イシュタル様のエペによる鋭い一撃によって、真しん鍮ちゆうの橋の下まで弾はじき飛ばされてしまいました。ちなみに、イシュタル様はエペによって斬ざん撃げきを放たれるのですが、もちろん本来の用法と違うのみならず、そもそもエペの構造上、『斬きる』ことが不可能であるはずなのですが、そこはもう私も諦あきらめることにいたしました。

　神に常識を説いても意味などない。身に沁しみました、文字通り。

　短剣と、長剣では接近戦しか挑めません。とはいえ、イシュタル様には苦手な距離などありはしないでしょうから、逆に言えば距離による有利不利は発生しないのだ、といささか前向きに解釈してみることにいたします。後ろ向きに考えれば、どの距離でも不利である、ということでございますが。

　いえ、今はそのような不毛な発言はよしましょう。

「全ぜん滅めつしました」

　イシュタル様はエペを振るい続け、その剣技の卓越ぶりを存分に知らしめながら、淡々とそのように仰おつしやいました。私、リヴル・ブランシェ、なんのことかわかりかねたのですが、やがて死し想そう図書館を襲う鋼鉄兵のことだと思い至りました。

「素晴らしい。これはさすがの私も考えつきませんでしたよ、図書館の司書。一体どのような手を使ったのですか？　私の兵たち、確かに力は私のほんの一滴、問題にならぬような力しか持ちませんが、数は桁けたが違ったはず。図書館の死し骸がいどもなどすぐに蹂じゆう躙りんできるはずと思ったのですが」

「全てはイツキ様のお考えです」

　私はそう申し上げたのですが、イシュタル様はどうも私自身がなにか入れ知恵したのではないか、と考えていらっしゃるようでした。それは邪推というもので、私はなにも特別なことはしておりません。

　死し骸がいというのなら、イシュタル様の仰おつしやる通りなのでしょう。

　以前の死し想そう図書館は、まさしく墓場のような存在でした。沈ちん黙もくと叡えい智ちが死想図書館の本質であるとはいえ、夜の闇やみの静せい寂じやくは一切乱されることがなく、死し書しよたちは私がどれだけ呼びかけたところで、不機嫌な沈黙を返すばかりでございました。

　それが破られたのは、言うまでもない、イツキ様の力によることでしょう。

　どちらかといえば寡か黙もくで、口の悪いイツキ様でございますが、その内には饒じよう舌ぜつで、過剰ともいえるばかりの想いの綴つづりを秘めていらっしゃる方です。図書館の『筆記官ライター』、我が主。その饒舌ぶり。否、その生きていらっしゃる力こそが、死想図書館へかつてない活気を呼びこんだのではないか、と私は考えております。

「『邪神秘法書ネクロノミコン』には、鋼鉄兵を通して言われましたよ。諦あきらめよと」

「私もその言に同意いたします。死想図書館の戦力は一朝一夕で崩れるようなものではございません。イシュタル様、進言いたします。これ以上の軍勢の投入は意味がないものと思われますので、どうか兵をお収めいただけませんか？」

「本気で言っているのですか？」

「無論」

　さすが秩ちつ序じよの女神。意志を曲げぬ強さに関しては一切の口出しができぬものと思われます。首筋を狙うエペの斬ざん撃げきを、逆手に構えた『ヴォーパルブレイド』で受け止めましたが、短剣で受け止めるには少々重すぎる一撃でございました。腕が震えます。

「どれだけの力を死想図書館につぎ込むおつもりですか？」

「まだ貴女あなたは神の力を理解していないようですね。私の力に限界などありはしません。生みだそうと思えばそれこそ無限に、いくらでも鋼鉄兵を創り出すことだって可能ですし、それでもダメならば、私自身が乗り込んでもいい。わかりますか、リヴル・ブランシェ？　貴女たちの戦力はずっと戦うことなどできはしないのです。いつか限界が来る。しかし私に限界など有り得ないのですよ、何な故ぜならば私は神なのですから」

　エペは何度も、引き戻されては襲いきて、私の身体を切り裂さこうといたします。私は『ヴォーパルブレイド』によってその斬撃を防いでおりましたが、やはり辛つらいものがあり、腕に走るわずかの傷とともに短剣は私の手を離れてしまいました。

「くッ!?」

「残る武具は、一つですね」

　私は、木製の長剣を手に取るより他にありませんでした。エペによる更なる斬ざん撃げきを、私は長剣で受け止めます。古来より、木は青銅に勝てず、青銅は鉄に勝てず、鉄は鋼に勝てないのは歴史が証明するところであり、ゆえに鋼鉄の塊かたまりであるイシュタル様に、木製の剣で勝利することができないのは明白なのですが、さて。

　一撃で大破するかと思われた木製の剣は、きちんとエペを受け止めてくれました。

「やはり、なにかからくりがありますか、その剣」

　イシュタル様は探るように、またどこからかククリを取り出して、小刻みな攻撃を放ちました。様子見以上のものではなかったようですが、しかし意味はないと存じます、イシュタル様。この木製の剣の意味は、そうしたものでは測れないはずですから。

「おかしい。私を破滅させるものではないのですか？　少なくとも、他を破壊してもその剣だけはかばっていた以上、その剣が逆転の切札であるはずでしょう？」

「とんでもありませんイシュタル様。この剣は、そのような物騒なものではありません」

　ククリとエペ。真っ当な剣士であれば絶対に有り得ないような二刀流で、イシュタル様は私を押し込もうとなさいます。こちらも木製の剣で応戦。激しさはないものの、互いの手の内を見極めんとする、精神的過か酷こくさを持つ戦いでありました。

「……確かに。今の貴女あなたの言葉に噓うそはないようですね」

　剣を交えての会話は、一応は私のほうに軍配があがったようです。私は噓などついていないのですから、イシュタル様が納なつ得とくされるのも当然ですが。そしてそれは、イツキ様の思惑通りということでもあるかと思われます。

「しかし、なにか企たくらんでいるのもまた、間違いなさそうですね」

「バレましたか」

　小さく舌を出してみましたが、イシュタル様は無反応のままでございました。これがイツキ様であれば、可愛かわいらしいと褒ほめてくださったでしょうか。端的に一いつ蹴しゆうされそうですが、我が主であればそれもまたよし。

「おかしいとは思っていました。確かに私は手は抜いていますが、だからといって殺す気がないわけではないのですよ。もう戦せん闘とうを始めて一時間三十三分十七秒ですか。神を前にここまで生きているだけで奇き跡せきとも考えられます」

「イシュタル様。私は、イシュタル様の撃退のために来ているのですが」

「噓はいけません」

　取り合って頂けませんでした。その通りなのですが。

　神を殺すことなどできはしない。いかに幻想を扱あつかう我々、死し想そう図書館の者といえど、それは不可能というものです。イツキ様もよくわかっていらっしゃいます。では、どうするか。この木製の剣は、その答えの一つではあるのですが。

「いいでしょう」

　イシュタル様は、エペとククリを投げ捨てました。そうして、もはや最後とばかりに取り出した武具は、蛇のようにうねる刀身を持つ、実に特徴的な武具でございました。

　フランベルジェ。

　歴史的には主に儀礼用として作られた剣ながら、こと生物を傷つけることに関しては刀剣の中でも最大級の威い力りよくを誇る武具。鎧よろいを壊し、骨を折るような無骨な威力はありませんが、うねる刀身が肉を引き裂さいてできた傷は、簡単には癒ゆ合ごうせず、後々まで残ざん酷こくな苦しみを敵に与えるための剣です。

　伝説や神話の武具を用いる我々と違い、イシュタル様の武具はそのことごとくが現実に存在するものでございました。もっともその用法と威力は現実からかけ離れたものですが。イシュタル様のフランベルジェは、両手剣並に巨大なものであり、やはり武具というより美術品の属性を多く持つものと見ることができました。

「全身に治らぬ傷を作り、死になさい」

　イシュタル様が、その両手剣で、なんと突つきを放ってきました。

　フランベルジェは斬ざん撃げきも刺し突とつのどちらも可能な武具ですが、歴史的にも刺突に重きを置いて作られたフランベルジェが存在しております。逆に、重量を活いかした斬撃重視のものも。つまるところ、この巨大な、本来であれば両手でしか持てないフランベルジェで突きを放つ必然性は一切ないはずなのです。

　なのに、わざわざ両手剣を持ちだし、それで軽々と片手の突きを行うのですから、やはりイシュタル様の戦い方は今までと変化していません。その用法に戦術的な意味があるのかどうか。

「く……ふっ！」

　相当な重量を伴うその突きは、剣で受け止めては破壊されます。

　私はそれを危き惧ぐし、身体をずらしてその攻撃を回かい避ひしました。波打つ刀剣は、もし命中したとするならば、その独特の形状でもって私の肉を引きずりだすようにして傷をつけることかと思われました。ただの刀傷では有り得ない残ざん虐ぎやくな傷口は、できればイツキ様には見られたくないようなものとなるでしょう。

　私が頭をそらして避けた位置を、先読みするかのようにフランベルジェが襲うのです。バックステップによる回避も、ただでさえ間合いの広い長剣が相手では意味をなしません。まるで剣先が伸びるかのように、私を刺殺しようと狙ねらってくるのです。両手剣の重量も使い勝手の悪さも、そんなものはイシュタル様にとってはなんの意味も持たないのでしょう。

「私は、貴女あなたが遣わされたのは、時間稼ぎ以上の意味がないと考えています」

　必死で刺突をしのいでいる私と対照的に、イシュタル様は余裕のようでした。

「ですが、時間を稼いだところでどうなるというのですか？　もはや神の審判は下されているのです。これより先、どれほど状況が好転しても、たとえ万が一、『アカシック年代記レコード』が死し想そう図書館へと戻り、矢や口ぐち未み耶やが知ってはならぬ記憶を全て消し去ったとしても、それでも私のやることは変わらないのですから」

「殺すのですか……イツキ様を？」

「神の務めです」

　フランベルジュは、もはや直線を描く閃せん光こうとなっていました。ギリギリに視認できるような速度でございます。精神を研とぎ澄すませ、今この時ばかりは目の前のことに集中しなければ、致命的な傷を受けるのは必定かと思われました。

　木製の剣で受け流すことは可能ですが、やはり神の速度には追いつきがたいのです。

「はて……」

　しかし。

　もはや百も突つきを放ったかと思われるイシュタル様の声が、初めて揺ゆれました。この戦い、いえ、私がイシュタル様と出会って以降、一番人間らしい戸惑いの声をあげた瞬しゆん間かんだったように思います。

「なにをしているのですか、リヴル・ブランシェ？」

「はい？」

「何な故ぜ、未いまだに生きているのか、と問うているのですが」

「お答えします。まだ殺されていないからです」

「私がとっくに殺したはずです」

　傍はたから見たのなら、哲学的な問いかけか禅問答、でなければただのジョーク的な会話に思えたかもしれません。しかし私はもちろん、イシュタル様も極めて真剣であったことを付記いたします。

「なにをしました？　からくりが……そうか、時間稼ぎであれば」

「なにもしておりません」

「今度こそ、噓うそですか。ではやはりその剣になにかあると見るべきでしょうか」

　木製の刀身を持つ、この剣に、イシュタル様は今度こそ疑念を持たれたようでございました。

　そろそろ、頃合でございましょうか。そもそも当初の戦術では、まず二時間、幻想具現化の制限時間まで、他の四種の武具で誤ご魔ま化かしを続けなければならなかったのですが、イシュタル様の圧倒的な攻撃によって早々に武具を失った時点で、引き延ばしも限界があったということでしょうか。

　この剣の正体を明かすということは、時間稼ぎの終了を意味してしまうのですが。

「イシュタル様。どうしてもお考えを変えることは有り得ませんか？」

「その問いには既すでに答えたつもりです──なるほど。その剣、ずっと刀身が木製でできたものだと誤解していたのですが、違うのですね？」

　さすが神だけあって、この剣の正体にお気付きになったようです。そう、よく見れば、この剣は剣先から鍔つばまで、刀身の正中を走るように、わずかな分割線を確認できます。これが、一体なにを意味するのか。

「その刀身は……鞘さやだったのですね」

「はい。その通りです」

「では、その死し作さくは、持ち主を一切傷つけぬという、『輝く王剣エクスカリバー』の鞘ですか。いえ、『輝く王剣エクスカリバー』を鞘にいれたまま、戦っていた、というべきですね」

　英国ブリテンにおける、騎士道の物語。

　かつてそこを守るために戦い続けた、円卓の騎士の王。おそらく、聖剣に類する武具の中では、世界で最も有名な武具かと思われます。この騎士道物語も、当初は口承の伝説から、文学家による騎士道叙じよ事じ詩しの一大テーマとなり、その過程で失われた有象無象の死し書しよが多く存在しております。イツキ様は『製作者メイカー』にあて、製作の依頼と同時に、それらの書物を貸し出しておりました。

　この剣そのものが、岩から引き抜く逸いつ話わを持つ、権力的、神秘的なものですが、その威い力りよくの秘密はむしろ鞘にあると言うべきでしょう。

　持ち主を傷つけぬ鞘。それが『輝く王剣エクスカリバー』が得た神秘の力。

　さすがに急きゆう拵ごしらえのこの品だけで、イシュタル様の攻撃の全てを防ぐなどとは私も考えてはおらず、実際、細かい傷や打だ撲ぼくは全身に浴びてしまいましたが、しかし致命傷を避けただけでも、この剣の威力が測り知れるというものです。不敗無敵のアーサー王も、鞘のおかげで連勝していたのであり、それを失えば、王といえどいつかは敗北を免れないのですから。

「なるほど……私が相手であろうと、鞘を持てば負けぬ、と？」

「はい」

　全くその通り。事実、イシュタル様と相対してここまで約二時間、というところでしょうか。それだけ戦せん闘とうを継続することができたのも、全て『輝く王剣エクスカリバー』、その鞘の力であると考えられるのですから。

　ただ、問題はここから先、なのですが。

「ふん。『筆記官ライター』にしては考えたと思いますが、ではその鞘が破壊されてしまえばどうするというのです？　持ち主への傷は防いでも、鞘には鞘自身を守る魔法はかけられていないはずでしょう？　私がその気になれば、その鞘を砕くことは容易たやすいのですよ」

「…………」

　イシュタル様がフランベルジェを構えました。今度は刺し突とつではない。まるで日本の剣道のごとく、正せい眼がんに構えたものでした。シンプルで、基本の形であるがゆえに、他の邪道を圧倒するような隙すきのなさと、同時に美しさを兼ね備えた姿でしょう。基本は会得すれば究極に成りえるのですから。

「『製作者メイカー』の傑けつ作さく、簡単に壊されるわけには参りません」

　私も『輝く王剣エクスカリバー』を構えました。本来であれば儀礼用の剣などには負けぬスペックを持つ聖剣なのですが、なにしろ使い手の技量に大きな差がありますもので、一筋縄ではいかないことは明白でございました。

　しかし、まだ行程は終わっておりません。

　作戦は完かん遂すいせねば、イツキ様に褒ほめて頂くことは叶かなわないでしょう。

「いいえ、壊します。鞘さやはおろか、持ち主、そして人形たる貴女あなたの使い手まで、全ての思惑を壊しつくします」

　やはり淡々と、神託のように言葉を告げるイシュタル様は、戦神というにもまだ足りない気迫を持っていらっしゃいました。そう、その気迫。

　では、死神のようだ、とでもお呼びしましょうか。




　どのような策略、計略、謀ぼう略りやくも、全て無意味と化す。

　いかような思惑、幻惑、誑きよう惑わくも、全て粉砕していく。

　フランベルジェを握りしめた女神。イシュタルは改めて、その当然の事項を自らに言い聞かせた。『輝く王剣エクスカリバー』の鞘での時間稼ぎは、もう通用しない。リヴル・ブランシェの持つ武具はもはやその聖剣しか存在しないのだ。彼女もいよいよ奥の手を見せるしかあるまい。

「どうしたのですか従者！　まだ剣を抜かないのですか！」

　フランベルジェを横なぎに振るい、イシュタルはリヴルを追い詰めていく。『輝く王剣エクスカリバー』の鞘には、既すでに傷がついている。フランベルジュは肉のような柔らかいものを切り崩くずすのには適しているが、木や鋼はがねのような硬い材質を切断するのには向かない。それでも既にぼろぼろの鞘が、イシュタルの技量を端たん的てきに示していた。

　いかに神、イシュタルといえど、持ち主を守る鞘の魔力に抗うことはできなかった。これが『筆記官ライター』の生みだしたものであればともかく、作ったのは現実をより堅実にする『製作者メイカー』だ。気付かず戦っていれば、魔道具の力に囚とらわれることも有り得るだろう。赤あか崎さきシンがこれほどのものをわずか五日で作ったとすれば、彼は黒くろ間まイツキなどとても及ばない天才だったのかもしれない。

　いや、黒間イツキも決して侮あなどってはならない。この時間稼ぎの戦法を達成させた時点で、イシュタルにしてみれば油断ならざる敵であるのだから。

　鞘を壊してしまえば、後に残るのは『輝く王剣エクスカリバー』のみだ。無論、それも聖剣として尋じん常じようならざる力を持つのだが、それはあくまで剣にすぎない。神話に登場する武具のような、時に天変地異をもたらすような力は『輝く王剣エクスカリバー』には存在しない。

　それはつまり、鞘さえ壊せばいい、ということに他ならない。

「鞘を失うわけには参りません」

「そうでしょうとも！　円卓の王も鞘を失ったことで敗北したのです！　『輝く王剣エクスカリバー』ごときでは私を打ち破ることなどできはしない！」

『輝く王剣エクスカリバー』は、結局のところ、王権の象徴でしかない。円卓の騎士を用い、戦いくさによって功を立てることはできても、神を打ち滅ぼすことなどできない。鞘さやの魔力によって、不敗の力を与えられたがゆえに、その中身も聖剣とされたにすぎない。

　ただの名剣では、絶対にイシュタルに勝てない。

「一矢報いることはできるやも……！」

「これが普通の戦いであれば、その考えは間違っていませんよリヴル・ブランシェ。剣としての最高の力を持つ武具ですからね。ですが、あくまで剣なのです。その刃が届くものを切り裂さくことしかできない。天地を分かつことも、見えない敵に当てることもできない、これで相手が人ならば、それでも尋じん常じようならざる力を発はつ揮きするでしょう。ですが、私は殺せない。鋼鉄をゼリーのように裂く剣でも、私の肌一つ傷つけられませんよ！」

　つまり、鞘を失った時点で、リヴル・ブランシェの敗北は決定する。叙事詩の中のアーサー王のごとく。彼も優秀な王であっただろうが、しかし鞘の力で勝っていた部分も大きい。

　あらゆるものを切り裂く聖剣は、しかし神には通用せず。

　敵軍を一振りで薙なぎ倒す魔力も、しかし神には意味がない。

　もしかしたら傷の一つくらいは負うかもしれない。鞘の魔力に効果があった以上、中身もそれなりの魔力を秘めていることだろう。しかし、それがどうした？　傷一つ浴びる間に心臓を潰つぶせばそれで済むこと。イシュタルには容易たやすいこと。

『筆記官ライター』の読み違いはそこにある。鞘による時間稼ぎは可能だとしても、『輝く王剣エクスカリバー』での逆転劇など望むべくもないのだ。なにか見落としているか？　隠かくしもった武具はもうないはずだし、あったとしても、『真白き本』の具現化の制限である二時間はもう過ぎている。そもそも、逆転のための武器があるのなら、時間稼ぎに意味がない。

　もし『製作者メイカー』がなにか作っていたとしたら話は別だが、『輝く王剣エクスカリバー』まで作っておいて、これ以上なにかを用意することなどできはしまい。その可能性は考えなくてもいい。

「手は尽つきましたか？」

　そもそも人の身で神に勝つことなどできはしないのだから、当然だ。

　神に勝ちたいなら神になるしかない。被造物が創造主に逆らえるはずもない。

「その鞘もいらないでしょう。私もたまには本気で戦いたい。その剣が、私をどこまで本気にさせてくれるのか、少々興味がありますからね」

「っ……！」

　大上段で振りかぶるフランベルジェ。いささか力を解放した速度。これをかわすことはできまい。鞘を使えば受け止められるが、もう『輝く王剣エクスカリバー』の鞘は限界だろう。確実に破壊することができる。鞘で受け止めねば、リヴル・ブランシェが脳天から分割されてしまうだけだ。

　はたして。

「くっ、重い……！」

　波打つ刀身に食い込ませるように、リヴルは木製の鞘さやで受け止めた。

　このまま鞘ごとリヴルを断ち切ってもいいのだが、まずは鞘の破壊が先だ。更に力を込めて、鞘に走った亀き裂れつを、まるでのこぎりで引き切るように。しかしその前に、リヴルが鞘でフランベルジェを押し返してきた。

　その木製の刀身、その中心に、巨大な線が走る。

「ほう？」

『輝く王剣エクスカリバー』が、その瞬しゆん間かん、割れた。

　内部から漏もれ出たのは、白く鮮せん烈れつな閃せん光こうだった。鞘が自ら二つに分かたれ、その内部の光を露出させたのだ。なるほど、多くの軍勢をその光で惑わした伝承の通り、その光量は並々ならぬものがあるようだった。輝く剣というのは、あながち間違いでもない。

　だが、意味がない。

　眩げん惑わくしても、すぐに目が慣れる。時間稼ぎもほどほどにしてほしい、とイシュタルは思っていた。時間さえあれば事態は好転するというのか？　そんなはずはない。自分に勝ちたいのならば、エレシュキガルでも連れてくるべきなのだ。

　イシュタルの兜かぶとをも貫つらぬく光だったが、しかし白く染まった視界もそろそろ慣れてきた。

「もう終わりにしましょう、リヴル・ブランシェ」

「いいえ」

　光はすぐに意味をなさなくなる。

　メイド服の従者は、まだぼんやりとしか見えないものの、まだ目の前に立っていた。フランベルジェを構えて、今度こそ、その心臓を炎を意味する剣で引き裂さいてみせる。それが、神の務めだ。

「まだでございます、イシュタル様」

　そうして、走り出したその瞬間。

　左の指に、わずかな痛みを感じた。痛み？　痛覚？　もはやそれがどんなものかすら忘れかけていたイシュタルにとって、とてもとても新鮮でありながら懐なつかしい感覚だった。傷をつけられたのだ、と知るのに少々時間がかかった。

　何な故ぜ？　どうやって？

「斬きられた……？」

　リヴル・ブランシェの姿が、今度こそ鮮明に映る。同時に、イシュタルは左手の小指が斬られていることに気付いた。小指を失った？　しかしリヴルが動いた様子はない。そもそも、エレシュキガルの被造物であるリヴルでは、イシュタルの指を切り落とすなど、できるはずがない。

　背後だ。

　光で惑わされたその一瞬をついて、イシュタルの指を切断し、背後に回った者がいるのだ。

「噓うそやろ」

　首を振り向ければ、金髪が見える。同時に、巨大な銀の食器が見える。

「ウチは手首ごと斬きるつもりやったのに。結局刃が滑すべってもうたわ。女神はん、どんだけ固いお身体からだなんどす？」

「い、『主賓客イーター』……！」

　その銀の食器で全てを食らう、レストランの女王がそこにはいた。まるで当然とばかりの態度。巨大なナイフは肩に乗せられており、左手ではおそらくその刃で切り取ったのであろう、イシュタルの小指をつまんでいた。

　返せ、と叫ぶ暇ひまもない。

　エビの皮でも剝むくように、小指を鎧よろいから取り出して、あっさりと口にいれてしまった。

「んー……」

　ガムのように咀そ嚼しやくする。どう考えても美味とは思っていない表情だった。

「まさか……時間稼ぎは、このために……!?」

「はい。どのような武具、装備を用いたところで、イシュタル様に勝利できないことは明白でございました。可能性があるとすればただ一つ、食べたものによって相応の力を得る『主賓客イーター』を呼ぶ以外、方策はなかったかと思われます」

　イシュタルは、失った指の付け根が次第に温度を低下させていくことに、呆ぼう然ぜんとしていた。

　今度こそ、本気で裏をかかれた。『主賓客イーター』は、先日、イシュタル自身が戦せん闘とう不能に追い込んだのだ。それ自体はただの事故だったのだが、それゆえに金こん野のカナがこんなところに出張るはずがないのだ。回復したにしても、あまりに急すぎる。まだあれから半月も経たっていないというのに。

「いつの間に、侵入を」

「つい先ほどでございます。気配を感じたので、私も聖剣による光を利用させて頂きました」

「その一瞬だけで……」

　リヴル・ブランシェと、『輝く王剣エクスカリバー』にばかり気をとられすぎていたのだ。それは紛まごうことなきイシュタルの失態である。だが、まさか、ここで援軍が来るなどと、誰が考える？　手は出しつくしたのだと、イシュタルは錯覚していた。増員など、考えもしなかった。

「……あんま美お味いしゅうないな。やっぱり生だからやろか？」

「金野カナ。どうやって回復したのですか？」

　問い詰めても、カナは咀嚼を止めない。不ま味ずいと言いつつ、その肉と骨の味を嚙かみしめているようだった。自らの身体の一部を食われるおぞましさに、神の身でイシュタルは戦せん慄りつした。

　回復した、その理由は、わかる。それとあわせて考えるのならば、カナがあっさりイシュタルの身体の一部を切断したことに対しても、説明がつく。絶対に傷をつけられないイシュタルを、どうやって攻撃したのか。

　だが、それは、イシュタルとしても放置しておけない事由に行きつくことになるのだ。

「妹に……エレシュキガルになにをしたのですか、『主賓客イーター』！」

　そうだ、それしか考えられない。

　神に勝つには神になるしかない。金こん野のカナは食べたものの力をある程度まで吸収することができる。つまり、彼女は、イシュタルでない神を食らった。そうとしか思えないのだ。

「ん。まあ、ウチとしても、お世話になった女神はんを食べるんはちょっと、なあ」

「やはり食らったのですか。妹を……！」

「そんな人食いみたいな目をせんでおくれやす。なにも丸まる吞のみしたんやないんどすえ？　鎧よろいの女神はんと同じどす。ちょっと指を一本二本もろうただけや」

　風か邪ぜをひき、その上イシュタルの攻撃を受けたエレシュキガル。その身体を一部とはいえ食らったのか。確かにそれならば、一時的とはいえ神の力を得る。イシュタルの身体に傷をつけることも可能だろう。

　エレシュキガルは、そこまでして自分の妨害をしたいのか。

「エレシュキガル様はなにもしておりません」

「貴女あなたたちが勝手にやったこと、と？」

「はい。全てはイツキ様のお考えです。エレシュキガル様に責はございません」

「そうですか」

　また、黒くろ間まイツキの罪が増えたことに、当の本人は気付いているのだろうか。この場にいない『筆記官ライター』は、リヴル・ブランシェの成功を頑かたくなに信じ、矢や口ぐち未み耶やから『アカシック年代記レコード』を取り戻そうとしているのか。

　抗ってみせろ、とイシュタルは言った。その言葉通り、彼らは反旗を翻ひるがえしてきた。

「……私は、金野カナ。貴女にはそれなりに目をかけてきたつもりなんですが」

「そうどすな。どっから持ってきたんか知りまへんけど、高価な宝石もろうてしまいましたしなぁ。でも、ウチもイツキはんに恩義がありますえ？　これはイツキはんと未耶はんの痴ち話わ喧げん嘩かや、神様でも割りこむのは野や暮ぼってものですやろ」

　相変わらずの胡う散さん臭くさい話し方で、カナは舌した舐なめずりをしてみせる。本当は恩義だのなんだのもただの口実で、食べたいものを存分に食べたいだけなのではないか。『主賓客イーター』ならば十分に有り得ることに思われた。

「全く……誰も彼も、邪魔ばかりを」

「申し訳ありませんイシュタル様。しかし私はイツキ様の命に従うのみ」

「ウチは、行き倒れたところを助けてもらった恩を。まあそのついでに美う味まいもん食えたら言うことないんやけど」

「貴女たちの忠義も恩義も、それはそれで立派なものでしょう。ですが」

　イシュタルは、今度こそ、鎧の奥から武具を抜き取った。

　十を超える、諸々の武具。剣も刀も槍やりも斧おのもあるそれら殺すための道具を、イシュタルは独自の妙技で器用に指に乗せていく。超重量の武具を両手にいくつも握り、しかし扇おうぎ形がたに広げた指はあくまで力学に逆らわず、多くの武具は互いに互いの支点を支え、そうして完成するのは相対するもの全てを撃げき滅めつする武神だ。小指を失ったことなど、なんのハンデにもなってはいなかった。

　白銀に輝く、秩ちつ序じよの女神だ。

「まさか、これで逆転したなどと思ってはいないでしょうね？」

「イシュタル様。どうか矛をお納めください。こちらにあるのは『輝く王剣エクスカリバー』と」

「神様の力もろうとる、この『主賓客イーター』どすえ。いくらイシュタルはんでも、これはどう考えても不利やろ。お願いやから……」

「不利？　不利と言いましたか」

　違う。それは間違いだ。まだ負けてはいない。いや、イシュタルは、そもそも追い詰められてすらいない。今まで圧倒的に劣勢だったリヴルが、カナという助力を得てその戦力を増したことに疑いはないが──。

　だからといって、イシュタルが不利などと。

「正確に見極めなさい、貴女あなたたち。私が不利？　いいえ、違います、ようやく貴女たちが、私と互角になった。そうでしょう？　神に相対するのは神のみ。ようやく私が、全力で戦える場面が来た、それだけのことです。有利か不利かは、まだわかりませんよ。文字通り、神のみぞ知る領域ですから」

「負けず嫌いどすなぁ」

　銀にきらめくナイフとフォーク。食事はこれから始まるのだろう。頂点たる神が捕食の恐怖におびえるなどあってはならないことだが、今ばかりはそれくらいの緊張も止むをえまい。隙すきをみせれば『主賓客イーター』に骨までしゃぶられる。

　一方のリヴル・ブランシェも脅きよう威いだ。鞘さやを解き放った『輝く王剣エクスカリバー』は、先ほどの眩げん惑わくするごとき強力な光は放っていないが、それでも刀身から放たれる金の光が、イシュタルの鎧に反射されている。あちらもただの剣ではない。神に致命傷を与えるのは無理でも、カナとのコンビネーションで手痛い反撃を食らうかもしれない。

　二対一。

　太陽のように輝く聖剣。イシュタルの白銀の鎧。カナの持つ銀の食器。金銀の眩まばゆい輝きに満たされて、真しん鍮ちゆうの橋の上に光が満ちていく。もし誰かがそれを見ていたとしても、乱反射する光の粒子に直視することはできないかもしれなかった。

「カナ様。僭せん越えつながら、共闘、よろしくお願いいたします」

「もちろん。セットゥ、そない嫌いやそうにするもんやないどすえ。イツキはんのたってのお願いなんやから。神様なら……ちょっと味は好みやないけど、晩ばん餐さんには十分どすやろ」

「いいでしょう！」

　相手が何者であるか。数がどの程度か。そんなことは関係がない。

「私は遂行します！　邪魔者は全て排はい除じよするのみ！　世界のあるべき姿のために！」

　鎧よろいで固めた女神は、そうして世界の脅きよう威いたる二人と激突する。

　交錯する武具と食器は、聖剣の光を浴びてなおその輝きを増していく。イシュタル自身も、光を浴びて、更に自らの内の光を増していた。その決して絶えぬ輝きこそが、神としての象徴だとでも言うように。

　神としての全力を賭とさねばならぬ状況に、戦神の属性も持ちうるイシュタルは、らしくなくその胸を昂たかぶらせていた。




　未み耶やの攻撃は、当たらなかった。

　攻撃は、俺を避けるようにカーブして、そのまま後方へと下がった。もちろん俺は回かい避ひなんかしていない。ほとんど殺されるつもりで、牽けん制せいだったはずの一撃を遮さえぎったのだ。未耶がなにもしなければ、俺はドリルに貫つらぬかれて死んでいた。

　だが、生きている。

　俺はまだ、死なずに済んでいた。

「あっ……あ、危ないでしょーがぁっ！　飛び出し禁止ぃっ！」
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「今のお前のほうがよっぽど危ねーっての！」

　次いで、俺を狙ねらうドリルを粉ふん砕さい。さっきまでの棒立ちは忘れて、一気に反撃に転じる。直線状に襲ってくるドリルを木こっ端ぱ微み塵じんにぶっ壊す。大丈夫、『神通布メギンギヨルズ』の威力は衰えてはいない。このまま未み耶やまで辿たどりついてみせる。

　俺は、賭かけに勝ったはずだ。

「なに、知ってたの！　イツキぃッ！　最初から知ってたってわけ!?」

「いいや、正直な、半分くらいは死ぬと思ってたぜ！」

　まだまだ来るフィルムを、俺は迎え撃つ。狙い通りなのだ。未耶の攻撃に、今までのような速さと正確さが欠けている。戸惑いながらの攻撃は、受け止めることが容易たやすい。俺のような素人しろうとでも、その攻撃をかいくぐる先を見つけることができた。どうして急に、これほど攻撃が甘くなったのか。

　何な故ぜ、フィルムのドリルが俺を避けたのか。未耶は、俺を殺せるはずのチャンスを不意にしたのか。牽けん制せいの一撃、俺を追い詰めるための一撃だって、それで貫かん通つうされれば俺はあっさり死んでしまうはずだったのに。

　愛があれば負けない。

　母親の言っていた言葉が頭によぎる。本当にそんな理由だったら、俺もちょっと嬉うれしかったかもしれない。未耶は、どれだけ酷こく薄はくなことを言っても、実は俺を殺す気なんてなくて、だから牽制の攻撃が当たりそうになった時に、無意識にドリルをずらしてしまった。そんな理由だったら、どれほど良かったことだろう。

　違うのだ。未耶は本気で俺を殺しにかかっている。だからこそ、あの時のドリルは、俺に命中させてはいけなかったのだ。

「未耶ぁ！　お前の全知、もう仕組みはわかってるんだよ！　いい加減、アカシャに頼るのはやめろ！　お前はまだ戻れるはずだろうが！」

「うるさい！　うるさいうるさいッ！」

「お前は、全部なんか知らないんだろ！　お前が読んでたのは、これから起きる未来なんかじゃない！　起こるかもしれない世界の一つだ！」

「うるさいって！　言ってる、でしょぉーがぁッ！」

　来たるドリルはもう怖こわくない。俺と同様、未耶だって素人だ。唯ゆい一いつのアドバンテージだった未来予知だって、もう俺がぶっ壊した。もう怖くない。『神通布メギンギヨルズ』の破壊力を頼りに、俺はじりじりと前へと進む。

　そもそも、全部を知る？　未来を知るってのは、一体どういうことだ？

　まるで演劇の脚本のように、起こり得る出来事は一つしかなくて、今も未来も過去も全てが決定されていて、俺たちはただそれに則のつとって動くだけなのか？　どんな行動をとったとしても、それは脚本に全て書かれていることで、そこから抜け出すことはできないのか？

　そうかもしれない。

　でも、俺は違うほうに賭かけた。もう一つ、『アカシック年代記レコード』に書かれている未来がどういうものか、その仮説。俺が信じて、そして正解だったほう。

「イツキなんかに！　全部知ってるあたしが、イツキなんかに負けるはずないのにぃッ！」

「違うだろ！　お前が読んだのは、一部だ！　お前が望んだ未来のルートだ！」

　マルチエンディング。ルート分ぶん岐き。並行世界。言い方はなんでもいい。

　俺は、『アカシック年代記レコード』に書かれている未来は、もしかしたら、起こり得るパラレルワールド全てを網もう羅らした形なのではないか、と考えた。俺たちは、いや、ありとあらゆるものが一瞬一瞬で行動を選択している。意識的にも無意識的にも数えきれないくらいの選択をしているはずだ。その全ての選択のパターンを、『アカシック年代記レコード』は知っているとしたら？

　全部読むなんて、人間にはできはしない。書かれている世界、起こり得る未来のパターンは、もしかしたら無限ではないのかもしれないが、それでも天文学的な数を加算乗算しても、まだまだ足りないくらいだろう。少なくとも想像がつかない。それを全て読みきれるとは思えない。

　ならば、どうするか。

　未み耶やは、一つのルートを選ぶしかない。俺を殺す、そのルートだ。アドベンチャーゲームを進めるように、一つ一つ、要所要所で正しい選択をしなくてはならない。そうして、俺の死を導く場面まで、正しい選択肢しを決定し続けて、現実の世界を操作する。こうすればいい、ああすれば俺を殺せる、と全て認識している。

　未耶がやっていたのは、俺の死までのフラグを立てることだ。

「…………牽けん制せいだってわかったの？　あたしは、あの攻撃で、イツキを殺すつもりはなかったって」

「他はどうか知らねえが、この空間の中で俺を追い詰める手順なんざ、お前が一番頭に叩たたきこんだ部分だろう。お前は、要するに長くて複雑な詰み将しよう棋ぎを、スタートからラストまで全部暗記したってことだ。将棋は相手の動きも考慮にいれなくちゃならない。牽制の一いち撃げきを放てば、俺は避ける。それを予測しなくちゃいけないし、事実その通りにならなくちゃいけない。お前はそう思いこんだんだよ！」

　俺の動きは、未耶の動きとともに、全て規定されたルートを走らなくてはならない。

　あるいは、そこまで融通のきかない選択肢ではないのかもしれないが、少なくとも俺は牽制の攻撃に殺されるつもりで、さっき動くことを諦あきらめた。だから未耶は、思わず攻撃をそらしてしまったのだ。あの攻撃ではなく、何手か後の、必殺の一撃で殺すこと。未耶の頭には、それしかなかったのだろう。

　牽制の攻撃で殺したところで、結果に大差はない。未耶の目的は果たされる。でも未耶の頭は、咄とつ嗟さに、この攻撃で殺してはいけないという判断が働いて、だから俺は生き残ることができた。

　優等生らしい考え方が仇あだになったんだろ、未み耶や。

「目的が入れ替わってるだろ。俺を殺すためにルートを決めてたくせに、ルートに忠実になりすぎて、逆に俺を殺せなくなってる。いつでも殺せよ、俺は無防備だぞ！　決められた台本通りにしか動けないなら、その下へ手たな芝居はそろそろ終わりだ！」

「アンタだって、散々あたしの掌てのひらの上だったくせに！　どうしてわかったのよ!?　あたしはアカシャの一部しか読んでないって、一体どこから……」

「わかってねえよ！」

　更にドリルを殴りつけた。

　そうだ、俺は賭かけをしたのだ。未耶が自分の都合のいいルートのみを走っているというのは、もちろんその言葉の片へん鱗りんから見つけ出した仮説の一つだが、もちろん違う可能性もあった。未耶の言う通り、決められたレールしか走れず、どうやっても俺が殺されてしまう未来しかないのか、と思わなかったわけじゃない。未耶が牽けん制せいのドリルを、そのまま俺に突き刺した可能性だってあった。

　でも、俺は、賭けた。

「俺は信じたかっただけだ！」

「はぁ!?」

「俺は！　未来が俺の力で変えられるんだって信じただけだ！　でなきゃあがく意味がねえだろ！　こうやって、お前の前で必死になる意味がねえだろ！　『アカシック年代記レコード』の思惑も、俺の力でぶっ壊せるって、信じたかっただけなんだよ！」

　俺は信じた。そうして、賭けに勝利した。

　賭け金は俺の命だったが、もし未来が変えられないのだとしたらどのみち俺は未耶に殺されるわけだ。結局賭けに負けたところで、俺が生きる道なんてない。信じたなんてのも噓うそで、他に手がなかっただけなのかもしれない。俺にもわからない。

　俺は。

　今度こそ俺は、未耶を助けたかった。それができると信じたかった。それだけなのかもしれない。

「ざっ……けんなぁァッ！」

　フィルムが動く。まだ未耶は諦あきらめていない。足元に刺さったドリルのせいで、俺の足が一いつ瞬しゆん止まってしまった。襲おそい来るフィルムを払いのけて、俺はまた進むべき道をを作り出す。

「ちょっとくらい予定が狂ったからってなによ！　そんなもんで未来が変わるとでも思ってんの！　右に動いたか左に動いたか、そんな程度じゃあね、イツキが死ぬ運命が変わるわけないってのよ！　この限定された空間なら結末を導く因子と条件も相当限られてくる！　大人しく死ねばいいのよイツキぃ！」

「やっぱり……そういうことかよ！」

「ッ!?」

　そりゃそうだ。ちょっとルートが狂ったからって、運命は変えられない。大きな流れを変えるには、こっちも変化を大きくする必要がある。たかだかドリル一つかわしたところで、そのまま緩かん慢まんに戦っていれば、最初に未み耶やが想定したルートに戻される可能性は十分にあった。

「教えてくれてありがとよ、未耶ァッ！」

「!?　く、死ねよ！」

　ドリルが来るが、やはり甘い。さっきまでの詰み将しよう棋ぎのごとき精密さはない。俺をさっきの状況にまで追い込もうと、焦あせっている様子だ。だが、がむしゃらな荒さが攻撃力となっている点は見逃せない。

　最初のフィルムドリルをぶん殴って粉ふん砕さいする。次に来たのは七本。俺を囲むように上空から襲ってくる。一見隙すきのないような攻撃に見えたが、よくよく観察すれば逃げ道を発見することができた。俺は冷静に、その位置を見極めて。

「誘われるわけ……ねえだろ！」

　フィルムの一本を粉砕し、自ら道を作ってそちらへと逃げ込む。あえて作られた安全地帯に飛びこむような真ま似ねはしなかった。そこは、先ほど俺が追い詰められかけた位置だ。未耶の知ってるルートに回帰することになる。

「くっ……くそ、イツキのくせにぃ！」

「伊だ達てに母親に技かけられてねえんだよ！　見切るだけなら、俺にだってできる！　一体いくつ修しゆ羅ら場ばくぐってきたと思ってんだよ未耶ぁ！」

『神通布メギンギヨルズ』により突き進む。混乱した未耶の放つドリルは、時にブれ、時に狙ねらいが甘く、ますますその精度を落としていった。それでも、もしかしたらどこかで未耶の想定したルートにつながるかもしれない、という懸け念ねんは拭ぬぐえない。未耶の言う通り、ここはシンプルな限定された空間だ。絶えず動いていれば、どこかの瞬しゆん間かん、未耶の読んできた未来と重なる部分があるかもしれない。再び脚本通りに動かれれば、こっちもどこまで抵抗できるか。

　だから、俺はずっと、未耶の想定外の動きを繰り返すしか方法はない。

「もう、もういい、これで死ね！　これで、死んでよォッ！」

　未耶の手から放たれたのは、やはりフィルム。バカの一つ覚えみたいな攻撃だが、その一撃の速度は尋じん常じようじゃなかった。これも賭かけか。俺は『神通布メギンギヨルズ』を巻いた腕で構える。速いが、直線の攻撃を。

　俺は摑つかみ取った。

「え……？」

「いつまで上から目線のつもりだっての！」

　ドリルの先せん端たん、『神通布メギンギヨルズ』ならどうにか摑みとれる。二回目のギャンブルも俺の勝ちだ、未耶。

　そのまま引きずり下ろす。北欧の魔道具が発はつ揮きする力は、普段の俺ならば考えられないようなものだった。未み耶やにとっても予想外だったのだろう。一いつ瞬しゆんだけ、フィルムを挟はさんだ未耶と俺の綱引きのような形になったが、単純な力勝負で今の俺が負ける道理はない。

　悲鳴をあげて、未耶が墜つい落らくする。

　一体どういう原理で彼女が浮かんでいたのかは知らないが、これで未耶を、俺と同じ位置にまで持ってきた。彼女の頭の中に、この墜落した場面は入っているだろうか。ここから、自分の意図するルートまで、戻すことができるか？

　腰から落ちた未耶は、引きずられて痛むらしい腕をかばいながらも、俺を睨にらみつけてくる。

「痛っ……た、こ、このッ……！」

「これで近づけるな」

　突進、突撃。生憎あいにく、リヴルのごとく華麗な戦いぶりは望むべくもないが、それは未耶も同じだ。圧倒的な差は、もう俺たちの間にはない。泥試合を演じるしかないんだぜ、未耶。お前のアドバンテージはもうない。

「く、ぅ……！」

　もう、未耶との距離は十メートルもない。すぐに詰められる。

　未耶は再び飛び上がろうとしたようだが、突撃する俺に対処するのが先と判断したらしい。フィルムのドリルを飛ばしてくるが、正直な話、もうその攻撃は怖くない。未来予知さえなければ、迷いながら進む戦せん闘とうの素人しろうとの攻撃だ。ワンダーランドでのシンと同じだ。

　俺でも、どうにかなる！

「イツキのくせに、イツキのくせに、あたしに、あたしに逆らうなんて、ずっとあたしより下で、ずっとあたしに憧あこがれてただけのくせに、でも、あたしも、それは同じで……！」

「もう諦あきらめろ！　未来予知がないならどうしようもねえだろうが！」

「うるっ……せえええんだよイツキのくせにいいいいっ！」

　未耶の絶叫が、俺には痛切な悲鳴のようにも聞こえて。俺の足は一瞬躊ちゆう躇ちよした。そしてそこを、フィルムの群れが襲う。さっきまでと動きが違うのはすぐにわかった。これは当初の、ルートに則のつとっていた時の未耶の攻撃だ。フィルムの動きに迷いがない。

　思わず後退してしまった。せっかく、未耶と距離を詰めるチャンスだったのに。

「くっ、は……ッ!?」

「負けない。負けたくない！　あんな、あんな女に、イツキを好きな気持ちだけは、絶対にあたしは、誰にも負けないんだから────ッ！」

　言ってることがもう、支し離り滅めつ裂れつだぞ、未耶。

　右から襲うドリルを、殴りつけて爆ばく砕さいさせる。だがそれもまた未耶の狙ねらい通りだったのか、その隙すきをつくように幾いく重えものドリルが俺を取り巻いていた。タイミングが的確すぎて、いっそ感嘆するような攻撃。さっきまでの粗雑で迷走していた技じゃない。はっきりとした自信がある。

　既すでにルートからはずれているはずだ。俺の記憶を辿たどっても、こんな状況には覚えがない。未み耶やは宙に浮いていないし、俺は今までにないほどの勢いがあったから。

　ドリルをまた粉ふん砕さいして、道を作り出す。後頭部を黒いドリルが通過していった。冷たいものが身体に走って、それから逃げ出すかのように前に進む。殺気を感じて首を振り向けたその瞬間、背後からの一撃が左耳の表皮をかすめていった。

　未耶を見れば、その瞳が目まぐるしく動いているのが見て取れた。左右に素早く動いているが、俺の姿なんてほとんど目に入っていないようにも見える。すぐにわかった。アレは、横書きの文章を読んでいる時の目だ。俺には見えない、なんらかの文章を読んでるのか。

　なにを？　決まっている。『アカシック年代記レコード』以外に有り得ないだろう。

「未耶……今……お前、読みながら……！」

　今、読んでいる。現在の状況からルートを構築して、新しく未来予知をしていやがる。そんなことができるのか？　いや、そうじゃない。できるかできないかではなく、今、未耶はそんな無茶苦茶を実行しているんだ。

「アカシャが言ったの、あたしは勝てる、あたしは負けない、イツキを殺せばあたしは、あたしの気味の悪い黒い感情が、消える、消えてくれるはず、アカシャが言ったの、だって、アカシャが、アカシャが言ったんだからぁ…………！」

　頼むよ、未耶。もう泣かないでほしい。

　右腕を振りまわして、俺は心の中で叫ぶ。未耶が今、アカシャを読みながら今のルートを決定し、一歩先の行動を先読みして攻撃を仕掛ける。それがどれほどの神経を消しよう耗もうするかはわからないが、一心不乱に記録を読み続ける彼女の額には脂あぶら汗あせが浮かんでいた。

　どちらが早い？

　未耶は目の前だ。あとはもう、未耶の先読みか、俺が駆かけ抜けるか、どっちが速いかだ。

「う、おおおぁああおああッ！」

　知らず、声が漏もれた。死線を垣間見て、肺はい腑ふの空気が思わず吐はき出された。『神通布メギンギヨルズ』で、襲い来るフィルムを弾はじき飛ばす。今更、ルートを外した行動なんてやってられるか。未耶はもう目の前だ。俺は、あとは走るしかない。

　駆け抜けろ。

　未耶の読んだ未来を、追い抜けよ。

　俺を追い詰めようとするフィルムのドリル。幾いく重えに連なる攻撃の罠わなを。

「だからさぁ……」

　泣き顔で、でも、その瞳だけは酷こく薄はくで。直進する俺を見もせずに、ひたすら自分の網もう膜まくに映っているのだろう文字だけを追いながら、未耶は呟つぶやいた。

「イツキ、単純すぎんのよ」

　伸ばした腕から、ドリルが射出される。

　かわせる距離じゃない。未み耶やに近づいていたからこそ逆に、俺が認識から回かい避ひする間に攻撃が命中してしまったのだ。部位は足の甲。まるで地面に縫ぬいとめるようなその攻撃から、俺の足を損傷させ動きを封じようと言う意図が透けて見える。

「いいじゃない！　可哀想なイツキのままで！　あたしが憐あわれんであげるから、生意気でつまらないイツキじゃなくて、可哀想で同情できるイツキのままで死んでよぉ！」

　骨を貫つらぬくかのような痛みに悲鳴をあげる。だが、それだけだ。

　すぐさま、足に刺さったフィルムを破壊する。皮ひ膚ふを貫かん通つうしたフィルムはそのままだったが、それでも走る。一歩踏みしめる度に、額から脂あぶら汗あせが散る。痛みのために知らず、吐と息いきと歯ぎしりの中間のような、汚い音が発せられた。

「な……め、てんじゃ、ねぇぞ！」

「痛いでしょ？　もうやめよ？　そこまでしても苦しいだけだから」

「痛くなんかねえぞ！　この程度で！　この程度で止められるかよ、俺をぉ！」

　走る。

　足先から心臓まで神経をかけ上がってくる痛みは、俺に気持ちの悪い熱さと、戦せん慄りつする寒さを同時に提供してくれる。だが走らなければいけない。今、俺の背後の地面にフィルムが突き刺さった。ここで俺が走れるわけがないと読み違えた、未耶の攻撃。

　悪いが、お前の読みより、俺のほうが速ぇんだよ、未耶ァ！

「な、なんで走るの……そんな！」

「ここまできたらあとは……気力の勝負だろうがぁ！」

　瘦やせ我が慢まん。歯を食いしばって痛みを受け止める。まともな形相でないのは自覚していたがそれでも、未耶へと向かって走る。怪け我がした足から血の感触があった。温かく濡ぬれる気持ち悪さを、痛みと共に引っ提げて、未耶へと近づく。

　未耶の攻撃は俺に追いつけない。一拍遅れる。ただの根性で走りだすと思わなかったのだろう。リアルタイムで未来予知をやり直しても、もう遅い。

　もう、あと一メートル弱。

　このまま手を伸ばせば、すぐに届く距離。

「ひっ…………」

　未耶の目が、虚こ空くうを見ていたそれから、俺の腕へとシフトする。振りかぶった俺の右腕、握った拳こぶしに、未耶がまともな女子らしく怯おびえたのだ。『神通布メギンギヨルズ』の威い力りよくは見ていたはず。そうして、未耶のリーディングは消失する。

　未耶の目はもう『アカシック年代記レコード』ではなくて。

　俺を見ている。

「ちょっと反省しやがれ、未耶ぁ！」

　届く。邪じや魔まなフィルムはもうない。

　未み耶やは頭を抱かかえ、涙目で、俺の攻撃に身構える。かすかに震えているのが見て取れる。

　俺は、未耶が間合いに入ったのを確認して、振りかぶった腕で────。




「──だっ!?」




『神通布メギンギヨルズ』を巻いてないほうの指を、思いっきり未耶の額をぶつけてやった。

　俺の一撃が予想していたものと違ったのか、未耶は額を押さえて目を丸くしている。まあ、要するに俺がやったの、ただのでこぴんだし。

　さっきまで殴るリアクションとってたのも、フェイクだし。

「とっとと、帰るぞ」

「あ、う、あ…………」

　溜ため息いき混じりの俺のセリフに、未耶はなんか言いたそうだったが、形になった言葉は母音の断片ばかりで、さっぱり要領を得ていない。とりあえず周りのフィルムは大人しくしているようで、今すぐ俺を攻撃、とかはなさそうだが。

「早くしろ。もう一発くらいたいか？」

　中指と親指を組み合わせて、未耶に向けてやる。未耶は額を押さえたままでぶんぶんと首を振った。俺を殺そうとしてたくせに、その様子はいつも通りと言ってよさそうだった。さすがに『神通布メギンギヨルズ』でやれば、たかがでこぴんとはいえただでは済まないかもしれないが、もちろんそんな真ま似ねはしない。
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「か、かえ、帰れない……」

「なんで」

「だって……だ、だって、あたし……」

　目が左右に泳ぐ。今度はアカシャを読んでいるのではなく、単純に動揺しているだけのようだった。

「そ、そうだ！　だって、あの女神様は!?　放っておいてくれないよ！」

「今頃カナに食われてると思うぜ」

「う、噓うそぉ!?」

　まあ、いくらカナでも、イシュタルを丸ごと食うなんてことはしてない──というか、無理だろう。俺もそこまで、あの女を甘く見ているわけじゃない。だが、ここにイシュタルが現れないことを見ると、リヴルとカナの足止めは成功しているとみていいだろう。

　腕時計を確認する。リヴルが戦せん闘とうを開始してからとっくに二時間経過していた。俺が与えた装備の具現化も、時間切れのはず。今頃はシン手製の『輝く王剣エクスカリバー』で、カナ共々奮ふん戦せんしていることだろう。カナが少しでもイシュタルのことを食べて、その力を奪取してくれていると助かるんだが。

「カナがいるんだから、イシュタルだって怖くない。なんなら協力してくれよ、『アカシック年代記レコード』がいたなら、尚更イシュタルに立ち向かっていける」

「で、でも……」

　まだなんかあんのか。良いからとっとと死し書しよを返せよ。

　お前はもう、負けたんだ。未み耶やの戦闘意欲はあっさり失われたようだが、さっきからアカシャが黙だまっているのが気になる。この映像だらけの空間からはいい加減脱出したいんだが、果たしてどうやったら外に出ることができるんだ？

「イツキは……だって、あたしは、まだ」

「まだうじうじしてんのかよ」

「うっさい、そもそも誰のせいよ！　あたしはまだ、イツキのことが……！」

　そう、か。

　結局、原因はそこで、会長に言われた通り、未耶の中のどうしようもない恋愛感情が今回の事件を引き起こしたのだから、当事者の俺ではどうしようもないのかもしれない。余計にこじれるだけかもしれない。本当にそうなのか？

　当事者だから、むしろできることがあるんじゃないのか。

「なあ、未耶。聞いてくれよ」

「……なによ。あたしは、もう」

「俺はお前が好きだ」

　言葉面づらだけを見るなら、まぎれもない告白であるはずなのに。

　未み耶やから返ってきたのは、疑うような三さん白ぱく眼がんだった。探るようなその視線はちょっと怖こわくもあったが、実はまだ額を押さえたままなので微び妙みように間抜けな光景でもあった。そんな強くやった覚えはないんだが。

「噓うそは、言ってない。わかるだろ？」

「長い付き合いだからねー。それはそう、確かに本心、なんだろぉーけどぉー……」

「なんなんだよ。煮え切らねえな」

「ねえイツキ。イツキの好きってさ、あたしの好きと一緒なのかな？　アカシャ！　まだあたしの言うこと聞いてくれるなら、画面お願い！」

　壁面の映像が切り替わる。映っていたのは俺だ。未耶はもう戦意を失っているはずなのに、死し書しよは律儀に未耶の言うことに従っている。映像の中の俺は、片手に『真白き本』を持って、多分なんか書きこんでいる。背景は古都だったり異世界だったりするが、俺が得意の高速筆記で戦っている様子だけは同じだった。

「イツキが戦ってた。あたしのため……だよね。それが全てじゃないし唯ゆい一いつでもないけど、あたしのことはいつも頭にあったんだよね」

「ああ。なんだかんだでお前が危険なことも、結構あったしな」

　京きよう都との時は餓が鬼きに襲われた。ワンダーランドでの未耶は偽者だったが、音楽堂に関連する通り魔事件でも狙ねらわれる危険はあると、少なくとも捜そう査さをしている時の俺は認識していた。

「でもそれって、あたしのことを好きだから？」

「…………」

「ねえ、それって幼おさな馴な染じみだからじゃないの？　その好きって、あたしの好きと一緒なの？　たとえばユズキちゃんとか、おししょーさまとかが危ない目にあってたら、やっぱりイツキは助けるでしょ？　それと同じだけなんじゃないの？」

　さすが幼馴染は鋭するどい。未耶の指摘は、俺も確かに考えたことだ。

　イシュタルと、未耶と、どう戦うか考え続けていた俺は、その間に、ようやく自分の感情と向き合っていた。それが一番つらかったかもしれない。今まで、なんだかんだで逃げ続けていた自分と、立ち向かったのだ。ワンダーランドのように、わかりやすい悪役として自分が出てきてくれたなら良かったのだけれど、そうじゃないしな。

　だから。

「どぉーなのよぉー、え？　イツキ」

「そうかもしれない」

「でしょ？」

「それじゃダメか？」

　だから、未み耶やがなんて言うかも、予想していたんだ。

「ダメに決まってんでしょぉーが、そんなふらふらとしてぇ」

「でもさ、そんなの、みんな一緒だと思うぞ。確かに俺の恋愛感情、お前とちょっとズレてるかもしれないけど、でも、それって珍めずらしいことじゃないだろ、多分」

　身近なカップルってーと、アレだな、槙まきと小こ牧まきだな。

　アイツらも、一見嚙かみ合ってない。槙は小牧にベタ惚ぼれのようだが、かといって頭の悪い行動はなかなか改めようとしていない。他方、小牧は敬けい一いち郎ろうにすら遠慮しているような雰ふん囲い気きがあるが、そのくせ敬一郎が入院した時はつきっきりで傍そばにいた。好きあっていることに間違いはないんだろうが、互いの感情はズレているような気がして、ならない。

　つまり、そういうことだ。

「なあ、未耶、結局お前もさ、誰かと付き合ったことってないだろ」

「う……ど、どぉーせ！　ってかそんなのイツキもじゃん！」

「だからさ、お互いにわかんねーんだよ。確かにお前の言う通り、お前の恋愛感情と俺は違うと思うけど、でもだからって、お前をユズキや母親と一緒に考えるのも、やっぱ違うって。俺はお前のこと、好きなんだ」

「…………理屈ばっか」

　悪いな、それは性格だ。昔からのな。それだってお前がわかってることだろ？

　綱つな渡わたりはまだ終わらない。死し書しよの脅きよう威いだけじゃなくて。それは多分、俺がずっと。

「もう帰るぞ、未耶」

「……う」

「俺が守ってやる。俺がずっと、傍にいてやるからよ」

　言ってから後悔した。なんだこのセリフ、恥はずかしすぎるだろ。なに真顔で言ってんだよ。そして未耶も顔を真っ赤にしてんじゃねえ。なんだか余計恥ずかしくなっちまうだろ。手をわたわたと振って挙動不審になるな。

「も、もー！　もぉー！」

　ばしばし肩を叩たたいてくる未耶。俺にどうしろと言うんだ。

「て、照れてんじゃねー！」

「照れてんのはお前だ！」

「う、うっさーい！　と、とりあえずわかったよ！　もういい、もういいから！　帰るよあたし！　帰ってあげる！　なんかあっても守ってくれるんでしょ！　ねえ、イツキ！」

「……ああ、約束するよ」

「アカシャ！」

　未耶の号令。

　それだけで、この不可思議な空間が解体されていく。内部のフィルムが剝はがれ落ちていくような光景。未み耶やの命令に、素直に『アカシック年代記レコード』が応じている。不思議な話だ。俺たちは、この死し書しよが未耶とは別の目的を持っていると推定していたのだが、それは間違いだったのか？

　終わっていく空間を眺ながめながら、未耶が笑う。

「返すよ、アカシャも。こんだけのことして、色々な人に怒られちゃうかなぁ？」

「大丈夫だ。俺が、必ず守るから」

「うきゃー、ダーリンたのもしぃー！」

　完全に棒読みの未耶だった。もしかして俺バカにされてんだろうか。

「この空間がなくなれば、図書館に行けるってさ、アカシャが言ってる」

「お前は、『アカシック年代記レコード』、随ずい分ぶんと信用してるんだな」

「信用ってわけじゃないけど……アカシャ、悪い奴やつじゃないんだよ。あたしに手を貸してくれたのも、きっとなにか理由があるんだと思う。それがなにかは、よくわかんないけど、でもイツキが今まで戦ってきた死書とは、根本的になんか違うよ」

　フィルムが剝がれ落ちていく。くるくると回っていくフィルムの断片が、俺たちを取り囲んで行く。何な故ぜ未耶がそうまでしてアカシャをかばうのだろうか。二人がどんなコミュニケーションをしていたか俺にはわからないから、なんとも言えないが。

　俺はアカシャを許す気なんかないし、とりあえず図書館に戻ったらどういうつもりなのか問い詰めたっていいだろう。

「イツキ」

「あん？」

「ごめんね」

　なにを謝ったのかはわからん。散々暴れてくれたしな。とりあえず情じよう緒ちよ不安定な未耶はもうここにはいないようで、俺はそれだけで安心したから。

「謝ったって許さん」

「あう」

「だからこれで許してやる」

　また隙すきをついて、未耶の額へと中指を弾はじく。

　うぎゃ、と未耶が可愛かわいらしい悲鳴をあげて、その場にうずくまった。今度は手加減なしだから少々痛いだろう。が、まあ、ちょっとグレていた幼おさな馴な染じみへのお仕置きとしては、こんな程度が妥当なんじゃないだろうか。

　空間が消えて行く。

　帰った死し想そう図書館で、リヴルが何気ない表情で紅茶をいれてくれることを期待した。アイツが先に帰っていれば、の話だったが。




　金こん野のカナは、自らの歯の隙すき間まに金属片が挟はさまっていることを感じていた。

　先ほど、イシュタルの肩に嚙かみついた瞬間だ。鎧よろいごとイシュタルの肉を引き千切ったのだが、その際に鎧の欠片かけらが不快なところに入りこんでしまったらしい。

「ん、ん」

　神を食べたカナは、イシュタルに傷を負わせることが可能となった。直接嚙みつき鎧ごとイシュタルを喰らうなど、どのような存在でもできるはずがないのだが、カナはいとも簡単にその強大な力への順応を見せていた。両手にはナイフとフォーク。従者であるセットゥ・アルジャントリが変化したその武器も、イシュタルの武具を受け止め、反撃する力を見せている。

　イシュタルの全身はボロボロであった。鎧にはヒビが入り、あるいは傷が走り、顔面を覆おおう兜かぶとも半分砕けている。カナが嚙みついたと思おぼしき歯型もあるし、全身が傷にまみれている。特に大きいのは脇わき腹ばらにできた嚙み痕あとで、傷口だけ見るなら猛獣に襲われたようだが、まぎれもなくカナによるものである。

　一方、金野カナ、ここにおいて未いまだ無傷。

　イシュタルの肉や鎧を口にするごとに、カナはその神の力を増強していく。加えてリヴルもいる二対一だ。直接的な攻撃力はもちろん今のカナに及ばないリヴルだが、豊富な経験と俊しゆん敏びんな機動は撹かく乱らんに向いている。カナが楽なように戦ってくれていた。

「まさか……ここまでやるとは思いませんでしたよ……『主賓客イーター』ァ！」

「甘く見過ぎどすえ、女神はん。まあこっちも期待し過ぎたかもしれへんけど」

「この程度が私の本気と思われては……！」

「ん？　ああ、違いますえ。ウチが期待しとったんは、女神はんのお味のほうや」

　あまり美お味いしくない。肉も固すぎる。神を喰らうという未知に足を踏み入れたカナだったが、正直エレシュキガルもイシュタルも味としてはいまいちであった。せっかく美味な神様を食べることができると思ったのに。

「カナ様。あまりイシュタル様をいじめられては」

「せやな。もうボロボロやし。女神はん、ここらで降参したら如何いかがどす？」

　カナが強くなるということ。それはイシュタルの神の力がカナに奪われているということだ、戦っていくたびに、イシュタルは弱体化している。カナが強くなればイシュタルは弱くなる悪循環なのだ。その差は中々埋められるものではない。

　今まで、神を理由に、戦せん闘とうにおいて暴れ回ったイシュタルだったが。

　その力が奪われては、無茶苦茶もきかなくなってくる。一方のカナは、鎧ごとイシュタルを食いちぎるような、人間離れした業を可能にしている。もはやイシュタルの劣勢は決定的だった。

「私が……この、私が……ッ！」

「女神はん」

「負けられないのです！　敗北などあってはならないのです！　私が守らずして、誰が世界の秩ちつ序じよを守るというのですか！　私は神ですよ！　神が、その職務を、全まつとうできぬなど、あってはならぬことではないですかッ！」

　イシュタルが、ボロボロの身体で、フランベルジェを構えて向かってくる。そのフランベルジェももはや刃こぼれし、先端部が折れてしまったものだが、それでもイシュタルは鬼気迫る形相でカナへと向かってきた。あれだけ強大だったイシュタルが、敗北者の様相を呈すなど、カナでも思いもよらなかったことだ。

　自分の今の力は不相応であると、カナは考えていた。全て終わった時に、神の力は神に返すべきだろう。

「すんまへんな、女神はん」

　巨大なスプーンによって、カナはイシュタルの剣けん戟げきを受け流す。返した食器の背で、イシュタルの腹を強打、そのままイシュタルは真しん鍮ちゆうの橋にくずおれる。傷だらけのイシュタルをこれ以上痛めつける必要はどこにもないと思った。

　イシュタルにも良くしてもらったのだ。今でこそイツキへの恩のために戦っているが、もし今後イシュタルからなにか頼まれるようなことがあれば、そのために力を貸してもいい、とカナは考えていた。

「これでしばらくは動かへんどすやろ、なあ、リヴルはん？」

「はい。助かりましたカナ様。私一人では、いくらなんでもイシュタル様が相手では分が悪いので」

「そうどすな。でもウチ、イツキはんのためなら働きますえ。どうせ会議でセットゥが嫌いや味み言うたんやろ」

　銀器をかつかつと鳴らす。バツが悪いのか、七つの銀器が人型に戻る気配はなかった。セットゥは今回も、イツキのための行動に気に入らないそぶりを見せていたのだが、そこはそれ、やはり従者であり、カナの命令には実に忠実なのであった。

　イシュタル行動不能。

　これでイツキが上う手まくいっていれば、カナの仕事は終わりだ。『製作者メイカー』はもう存分に働いたそうだし、図書館のほうは『演奏家プレイヤー』が守っているとも聞いている。四者が四様に、己の力を発はつ揮きして、今度の危機を脱しようとしている。

　イツキは随ずい分ぶんと、必死になってくれる友達が多いのだな、とカナは思った。

「カナ様は、イツキ様にお怒りにはならないのですか？」

「ん？　なんの話どすえ？」

「今回のことはイツキ様の恋愛に関することです。原因がイツキ様にあるため、緑みどりヶが丘おかユカリ様などは、イツキ様が不ふ甲が斐いないとお怒りだったようなのですが……」

「夫婦に痴ち話わ喧げん嘩かはつきものどすえ。まあ、今回はちょぉっとスケール大きかったようやけど、だからこそ周りの助けが大事なんやろ。これで取り返しのつかないとこまで行ってしもうたら、それこそどうしようもないんどすえ？」

　自分の両親の聞くに堪たえない争いを聞いていたカナの言葉に、リヴルもそれなりの説得力を感じたらしい。メイド服の従者は黙だまってその頭を下げた。

「ほな、行きましょか。あ、女神はんもそのままにはしておけませんなぁ」

「はい、カナ様。図書館へ────」

　そう言って動きだそうとしたリヴルだったが、突然その挙動が止まった。

　異常だというのは、カナにもすぐにわかった。不自然な動作のままで完全停止している様子が、どう見ても尋じん常じようではない。歩き出そうと一歩踏み出した形で止まっているのは、まるでゼンマイ人形がその動力を失ったかのようにも見える。もともと人形に似ているリヴルだが、今の彼女は完全にその瞳に意志をなくしている。

　精巧な人形にしか見えなかった。

「全蔵書の封印執行を確認しました」

「……リヴルはん？」

「死し想そう図書館は危ア機ラ状ー態トを解除。その運営に致命的な支障はないと判断します。『真白き本livre blanche』は人型端たん末まつを休止させます。以降、死想図書館の管理は本体たる『真白き本livre blanche』に依よるものとします」

　その言葉が、リヴルのものでないのはすぐにわかった。

　人間の音声ではない。いや、声はリヴルと同じだが、質が違う。まるで誰かに言わされているような音だ。カナがリヴルの名を呼ぶ前に、彼女の目の前を白い破片が舞っていた。大量の紙片だと気付いた時には。

　もう、リヴルはそこにはいなかった。

「…………な、なんなんや」

　あるのはただ、紙の切れ端はしのみ。

　まるでリヴルが、大量の紙片に変わってしまったかのように。状況がつかめないカナは、その光景にただ呆ぼう然ぜんとするばかりだった。彼女の脳裏にあったのはただ一つで、この状況を果たしてイツキは知っているのか、ということ。

　嫌いやな予感がした。

　全てが上う手まくいっているはずなのに、この結末は、イツキの望むものではないような気がした。

「とにかく、早く図書館へ……」

　これは女神に問いただすしかない。

　カナは、銀器を大きく振るう。それによって、食器が姿を変え、見慣れた片眼鏡モノクルの従者が出現した。彼も、その皮肉屋の視線でもって、大量の紙片を眺ながめている。忌いま々いましそうな視線であった。

「紙かみ屑くずめが。愚おろかな」

「セットゥ、ちょっと説明してほしいどすえ」

「ウィ、マドモアゼル──と言いたいところですが、私も必ずしも全てを理解しておるわけではないのです」

　慇いん懃ぎんに腰を折り曲げる執事だった。逆らったというほどではないにしろ、セットゥがカナの言うことに異を唱えるのは珍めずらしい。いつもならば二つ返事だというのに。

「知らへんの？」

「いえ、察しはついておりますが、確証がございませんので。一つ言えるのは、あの紙屑はやはり忠義者ではなかったということでしょうか。お手数ですがマドモアゼル、正確な情報をお知りになりたいのであれば、そこの鎧よろい女神を叩たたき起こすか、図書館で寝ている子供女神を問い正すべきかと思われます」

「そゆことか。なら急ぎますえ。嫌いやな予感がするんや。イシュタルはんはセットゥが運んだって」

「ウィ、マドモアゼル」

　気取った言い方で、セットゥは気を失っているイシュタルを抱かかえ上げた。カナが強化されているということは、当然セットゥの力も増している。もはや神気の減少したイシュタルを抱えるくらいは訳はないらしかった。

「おかしいやろ、こないなこと……イツキはん、怒りますえ」

　女神を抱え上げ、満腹の『主賓客イーター』は真しん鍮ちゆうの城を後にする。紙片を踏みしめながら。

　あれだけ喰らったというのに、カナは一切満足できずにいた。それはとりもなおさず食事以外の、リヴルが消えてしまった異常によるものだった。これで恩を返せたといえるのか、カナにはとても自信がなかった。

　その怒りが、満ち足りたはずのカナの胃を、更に空腹にさせてしまうのだった。
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　死し想そう図書館に戻って、まず目に飛び込んできたのは床に投げ出された死体だった。

　いや、死んでいないのか？　銀の甲かつ冑ちゆうは間違えようもなくイシュタルなのだが、それが力なく横たわっている姿はあの居い丈たけ高だかな女と驚くほどに重ならない。カナがやってくれたのか。鎧よろいのあちこちが砕けて、狼かなにかに食いちぎられた痕こん跡せきがあるが──深く考えるのはよそう、結果だけ見るべきだ。

「おう、戻ったかイツキ。首尾は上々のようじゃな」

　エレシュキガルもいた。今日はいつもの冷却シートの代わりとばかりに、頭に包帯を巻いている。脳天からイシュタルの刃を受けたからだろうが、あれは顔面の半ばまで食い込んだ一撃のはずで、つまり彼女の傷はもう治っている。その包帯意味あんのかよ。

　首尾は上々。エレシュキガルは俺の隣の未み耶やを見ながら、そんなことを言う。

「おい、カナ。女神様こんなとこに寝かせとくんじゃねーよ」

「すみまへんな。ちょいと危急の事態に……ああ、未耶はん、お久しゅう」

「う、うん……お、おーっす……」

　バツが悪いのか、未耶が俺の後ろに隠かくれる。親しい間あいだ柄がらたるカナと、異次元とはいえようやくの再会のはずだ。やっぱり暴れた自覚があるから顔をあわせづらいのか。あれだけ帰れないと喚わめいていたしな。

「まったくお主らは……姉者もご苦労なさっているのじゃぞ？　ぞんざいに扱うでない。こう見えて姉者は結構打たれ弱いのじゃ」

　エレシュキガルがぶつくさ言いながら、床のイシュタルを助け起こす。完全に気を失っているようだった。イシュタルが打たれ弱いってのはただの妄もう言げんとしか思えないが、ここまで致命傷を与えたカナの実力には、やはり怯おびえるしかない。

「まあ、色々無理をこなしてくれて助かったよ、カナ。あと……」

　もう一人。当然いるべき、そして苦労をかけた従者を探す。

　そういえば、姿が見えない。というか、俺が図書館へと戻ったのに、出迎えの言葉一つないことに、たった今気付いた。いつもアイツは俺を出迎え、主への忠義と信頼を示すはずなのに、姿が見えない。

　珍めずらしい。アイツも、イシュタルと戦って無傷ではないはずなのに。

「……そのことなんやけど、イツキはん」

「リヴルなら、もうおらぬぞ」

　疑問が生じるのを先回りするかのように、エレシュキガルが言った。

「いない？　なんだそれ？　なんか用事かよ」

「そうではない。もう必要がなくなったということじゃ」

「必要……？」

「余の不手際が全ての原因だというのに、イツキ、お主はよくやってくれたのう。『筆記官ライター』として、死し書しよを全て取り戻してくれた。『アカシック年代記レコード』が戻ってきた時点で、全ての任務は完了したのじゃ。今まで苦労をかけて悪かったの、イツキ」

　そうか。死書は全て戻ったのか。

　もっとも、全部が全部俺が封印したわけじゃない。この数日、『邪神秘法書ネクロノミコン』をはじめとする他の死書が奔ほん走そうしてくれたおかげだ。でもだからこそ、最後の一冊となった『アカシック年代記レコード』は俺が取り戻さなくてはいけなかった。

「ちょっと、言ってる意味がわからねえな。なんなんだよ？」

　未み耶やも、カナも、俺と同じく怪け訝げんな表情だった。イシュタルを担ぎあげてソファまで運ぶエレシュキガルは、包帯なんて巻いているもののいつもより調子が良さそうだ。風か邪ぜがそう簡単に治るとも思えないんだが。

「リヴルの本体が本だということは、もう知っておるな？」

「ああ。ていうか、リヴルだけじゃないだろ。セットゥも黄おう銅どうも双子も、そうなんだろ？」

「そうじゃ。セットゥは七種の銀色の食器。黄銅は、お主らは見たことがないやもしれぬが、巨大な銅製の鎚つちじゃ。双子に至ってはものですらない。ただの歌声。絡む二つの歌声じゃな」

　さっきからエレシュキガルの言ってることはさっぱり要領を得ない。

　なんだか苛いら々いらしてきた。『アカシック年代記レコード』を封印して、イシュタルも撃退。八方塞ふさがりだと思った俺の運命がこうまで変わって、多分俺はなにかを取り戻したはずなのに、なんでここでリヴルが消えなくちゃならない。

「はっきり教えろ、リヴルはどこにいるんだよ？」

「うむ。図書館にはおる。ただし、あやつはもう、人型を取る気はないであろうな」

「なんで」

「これも言うたかと思うが……図書館の運営ならば、人型である必要は別にないのじゃ。もともと従者の形は、主を導き、その役割を助けるための姿じゃからのう。セットゥや黄銅は好んで人型をとっておるし、双子はそもそも人型以外になることができぬが……リヴルはその辺り、融通がきかぬというか。おそらく最初からイツキの仕事が終われば、本に戻るつもりであったようじゃ」




　──私は、イツキ様がいなくては意味がありません。




　頭の中で、いつだったかのリヴルの言葉がリフレインした。あの時は自分のことしか考えられなかった。リヴルのセリフを深く考える余裕なんてなかった。




　──私は、イツキ様を導いて、共に戦うために製作されたのです。

　──私はイツキ様のための存在なのです。




　あれは確か、エレシュキガルに言わされた妄もう言げんだったはず。いや？　言わされたからと言って、それが噓うそである理由なんてないのか。だったらあれは、まぎれもないリヴルの本質でもあったのか。悪寒が脊せき髄ずいをのたうつ感覚で、吐はき気がしてしまう。

　なんだよそれ。

　出会った時からそんな重い物を押しつけておきながら、別れる時はなにも言わねえのか。おかしいだろそんなん。

「ちょ……い、イツキ」

「な、なんだよ」

「顔。青いって」

　未み耶やがいつの間にか、手を握ってくれていた。少し痛い。昔、未耶と遊んでいた時、離れないようにと年上ぶって俺の手を握ったことがあったのを思いだした。ガキの頃の話だけどな。

「リヴルは本の形に忠実でありたいのじゃろ。だからもうおらぬよ。死し書しよの一冊として、図書館の管理と運営を続けていくだけじゃ。あのヒトガタは、紙片として散って消えたからのう」

　俺にはなにも言わずにか。

　あれだけ忠誠を誓ったくせに、俺とリヴルの間にあったのはその程度の主従だったのか。命令違反を犯して俺をかばったことも、両腕がないくせに俺を安全な場所へ運んだこともあったのに、全部終わった途と端たんに、何事もなかったように消えてしまうのか。

「……その様子見る限りじゃ、やっぱりイツキはんも知らんかったんどすえ？」

「知るわけないだろ、だってアイツはそんなこと一言も……」

「ならば、本人に聞いてみるより他になかろうよ」

　聞く？

　だって、もうリヴルはいないのだろう。一体どうやって聞けばいいんだ。あの端たん麗れいな鈴の声音が、ここにない。リヴルのいない死し想そう図書館は、とてもとても空くう虚きよに見えて。

　いや？

　違うのか。別に、リヴルが死んだわけじゃない。あの人型はいなくても、『真白き本』ならばまだあるのか。俺の、もう一つの相棒が。考えてみれば、リヴルの本体はあのなにも書かれていない本なのだから──。

「リヴルは……どこに所蔵されてるんだ？」

「余も知らぬ。この図書館のどこかなのは間違いなかろうが……やはり行くのかの、イツキ」

「……俺は、リヴルがいない図書館なんて、嫌いやだ」

　そんなことを言ってしまってから、俺は後悔した。じゃあ今の俺は一体誰の手を握ってんだよ。痛いくらい、つなぎとめるこの指は。散々傷つけてきて、まだ足りないのか。

　振り向けば、不安そうな顔の未み耶やが、そこにいた。

「未耶……その」

「行ってきなよ」

　でも、返答は予想外だった。いつもの笑みはないものの、『アカシック年代記レコード』の空間にいたような狂気もない。摑つかんでいた手がほどかれる。俺は未耶を守ると言ったばかりなのに、自分の優柔不断に嫌いや気けがさしてくる。

「放っておけないんでしょ、リヴルさんのこと」

「あ、ああ」

「じゃあ行ってきなって。そうやって目の前のことをほったらかしにできないから、今までだって戦ってきたんでしょ。あたしが好きになったのは、そういうイツキなんだよ」

　臆おくせずにそう言ってくれる未耶が、今はとてもありがたかった。

　指をほどいて、未耶が俺の背中を押す。

「ただし、帰ってきたら、修しゆ羅ら場ばだかんね」

「そいつは……怖いな」

　生半可な受け答えをすれば、今度こそ嫉しつ妬との鬼に殺されてしまいそうだ。

　未耶の目には少し涙が浮かんでいたが、未耶はすぐに俺から背を向けてそれを隠かくしてしまった。おまけにカナが未耶の肩を抱いてしまう。二重の防護壁が、未耶の泣き顔なんてなかったことにされているようだった。

「泣かへん、泣かへん。ではイツキはん、未耶はんはウチが。そっちはいつも通りに走り回るんがよろしいどすえ」

「頼んだぞ、カナ」

　もちろん、とばかりにカナが頷うなずく。本当、味方だと心強いな。

「ちょっと待ってろ。すぐに連れ戻すから」

「そうしてわざわざ自分から三角関係の修羅場にしてしまうのかの？」

「うるさいエレシュキガル。リヴルは、図書館のどこかにはいるんだろ？」

「うむ。時間がかかるじゃろうが、丁てい寧ねいに探していけば見つかるはずじゃ。イツキ、お主に人望があれば、すぐに見つけることも可能じゃろうよ」

　人望、ね。

　あんまりのんびりしていると未耶に怒鳴られそうだったので、もう行くことにした。待ってろリヴル。未耶の次はお前かよ。俺の周りにはすぐに拗すねて引きこもる女が多すぎるんだよ、少しは俺に休ませろ。

「行ってくるぜ、良い子にしてろ、未耶」

「ばぁーか」

　顔の見えない未み耶やから聞こえたのはそんな言葉で、なおさら彼女に申し訳なくなった。

　扉の前に立つ。広い図書館の奥に、『真白き本』のままのリヴルがいる。俺はそれを見つけ出す。このままじゃすっきりしない。全て解決したという気分にならない。散々こき使ったリヴルが、無言で本に戻るなんて、俺は嫌いやだ。

　恨み事でもいいから、最後になんか聞かせろ、リヴル。




　終わりはないように思える。

　どこまでも続くかのように見える。

　同じ構造の部屋が何重にもつながっている。本ほん棚だなで装飾された無限の迷路。さすが、死んだ本を所蔵するだけあって、その規模は人間の想像を絶する。一度、外から死し想そう図書館を見たこともあったが、外から見えるよりも内部は遥はるかに大きいのかもしれない『筆記官ライター』である俺すら、全ぜん貌ぼうは理解できていない。

　フラクタル図形という言葉を思い出したが、これは意味が違っただろうか？　ともかくも、死想図書館の構造はとても幾き何か学がく的なものを連想させる。同じ構造の部屋が延々と続く場所を、あてどもなく彷徨さまよう行動は、あるいはまともな人間であれば気が狂うのかもしれない。

　でも俺は狂わずに済んでいる。

　何な故ぜか。

「人望ね……エレシュキガルの意味がようやくわかったぜ」

　独り言ではない。

　俺を先導してとてとてと歩く、小さな黒猫に言ったのである。しかし愛想のない猫は、振り返りもせずににゃあと鳴くだけだった。図書館の案内役が板についてきた『不思議のアリス・イン・国のアリスワンダーランド』は、鋼はがねの軍勢との戦争に疲つかれた様子も見せずに、俺を案内してくれる。

　静かだ。

　心地良いほどに、音がない。

　夜の静せい寂じやくに音がなさ過ぎて、鼓こ膜まくの奥からキィィンという、鉄てつ琴きんのような錯さつ覚かくの音色が聞こえてくる。それすら心地良い。

　案内役はアリス一人ではない。夜の闇やみの静せい寂じやくを乱さぬように、ただ静かな本棚の向こうから、色々な案内が見つけてくれる。俺はただ、同じ構造の部屋を真っすぐに進んでいるだけで、この図書館には分かれ道も東西南北も有りはしない。扉から扉へ行くだけ。それでも、案内は必要だ。

　本棚の奥から、銃じゆう剣けんが見えた。その切っ先が指し示すほうへ、進路を変えずに歩く。当然、次の部屋へと行くことになる。

　別の部屋では、立ち上る白い蒸気。想像だが、きっと湯のみから上るものだろう。その湯気を頼りに、やはり直進する。

　そうして、いくつもの指標を頼りに、俺は歩いていく。

　人望って言うのかは微び妙みようなところだが、書しよ籍せきが手を貸してくれるのが、悪い気分のはずがない。まあもちろん、俺が本好きだからってこともあるんだろうが。本棚から伸びる腕やら武器やら、あとはなんだ、よくわからない触手とか植物の枝のようなものとか？　道行く死し書しよたちが、主である俺に管理人の居場所を教えてくれる。

　そして。

「はろー♪」

　進んだ先に、褐かつ色しよくの死書が待っていた。

『邪神秘法書ネクロノミコン』はご機き嫌げんな顔で手を挙げる。俺が応じると、彼女はその笑みを崩さないまま、黒猫アリスを拾い上げた。アリスはヒゲをぴくぴくと動かして、若干居心地悪そうではあるものの『邪神秘法書ネクロノミコン』の腕に収まる。

「助かったよ、おかげで迷わず来れた」

「ええ♪　指図したのはおねーさんだけど、みんな文句も言わずに応じてくれたみたい♪」

「リヴルは、この部屋か」

　ベリーダンサーが指したのは、上だった。この部屋の上部、わずかな通路と手すりしかない図書館の二階部にある、という意味らしい。あそこは一階と違って通りにくいんだが、まあ仕方あるまい。

「戦いのほうは？」

「もう♪　聞かなくてもわかってるでしょおにーさん。こっちの被ひ害がいはゼロ、いくらイシュちゃんの使い魔だからって、所しよ詮せんは無機物の寄せ集め♪　叡えい智ちと歴史と文化と伝説の集合体、この図書館の全死書に敵かなうはずがないわ♪」

　まったく頼もしい書籍たちである。死し想そう図書館に関して言えば、俺はなにもしていないに等しい。この場所を守ったのは、図書館の住人たる死書たちなのだから。俺の激げき励れいが少しくらいは役に立ったかもしれないが、逆に言えばその程度。

「それにしても、おにーさんも自分から面倒事をしょいこむなんて物好きよねぇ♪　リヴルちゃんはリヴルちゃんで好きにやらせておけばいいのに♪　おにーさんだって面倒な奴ど隷れいがいなくなって、やっと図書館ともおさらばできるじゃない♪」

「これが、そんな風に考えてる顔に見えるか？」

「全然見えなーい♪」

「だったら、勝手にやらせろよ」

　最初は確かに、押しつけられた役目に怒りを覚えていたし、リヴルの訳わからない言動に振りまわされたりもしていた。

　でもここで得たものだってあった。

　大体、イシュタルや未み耶やと戦ってたのだって、それを守りたいからだったのに。どうしてそんな簡単なこともわからないのだろうか、あの白色の本は。

「じゃ、おねーさんは未耶ちゃんとこ行こうっと。せっかくだし色々お喋しやべりしてみようかなぁ♪　こないだは利用するだけで、たのしーお話とかしてないしね♪」

「謝っても許してはくれない……だろうな」

「そ♪　まあ謝るつもりもないけど♪　おねーさん、今だって反省はしてないしぃ♪」

『邪神秘法書ネクロノミコン』。悪いヤツではないのだ。邪悪な属性を持つ死し書しよではあるが。

　だからこそ封印されている。外に出ては、この陽気な死書も、またなにをするかわかったものではないから。少なくとも図書館の中にいる限りは安全だしな。こいつも、他の死書たちも、な。

「頑がん張ばってね、おにーさん♪」

『邪神秘法書ネクロノミコン』がいきなり近づいてきて、がし、と俺の頭を摑つかんだ。

「え」

　取って食われるかと身構えたのは一いつ瞬しゆんで。

　次の瞬間には、『邪神秘法書ネクロノミコン』の唇が、俺の額に軽く触れた。やわらかい感触とともに、古い本に特有の紙と黴かびの香りがした。香水というにはいささか無ぶ粋すいな匂においだったが。

「じゃあねぇー♪」

　俺が呆ぼう然ぜんとしている間にも、『邪神秘法書ネクロノミコン』はさっさと部屋を出て行く。後ろから猫の威い嚇かくするような声が聞こえたが、あれはなにか、アリスが怒っているということなのか。一体どうして？

　アイツに気に入られてるのは知っていたが、なんだというんだ。一体、俺のなにをそこまで贔ひい屓きにしてくれているのか。

「……楽しんでいるだけ、か？」

　一流の魔導書なのだ、人間などどうとも思っていないはず。俺を面おも白しろい観察対象として気に入っている、というのが一番有り得そうな結論だと思った。

　なに考えてるかわからない死書のことは、まあ今はおこう。

　俺は部屋に備え付けられた梯子はしごを伝って、二階部分へと移動する。まあ二階というか、部屋の側面に本棚が設置され、その本棚を利用するために通路と手すりを取り付けた、というほうが正しいかもしれない。ここから見れば、天井に設置された天窓から、紅い月が覗のぞいていた。不気味だったはずのその空が、まるで間接照明のような穏やかな光を図書館に送りこんで、静せい寂じやくを演出していることに、たった今気付いた。

　この二階部で本を読めたら、きっととても安らかな時間が過ごせることだろう。

　俺はまだこの図書館の本、全然読んでない。読書家としては、この図書館は宝の山だし、これからは押しつけられることもなく、自由に本を読んでいけるはずなのだ。役目が終わったからといって、立ち去るつもりは全くない。

　だから。

　良い本を選んでくれる死し書しよは、必須なんだよな。

「あれか……」

　実は、死書の中からリヴルを見つけ出すのは、そう難しくない。

　本棚を見渡せばいい。白い装丁の本なんてそうそうあるものではないし、まして『真白き本』は、背表紙が金色で飾られているのだ。地味な色や汚れた色の多い死書たちの中で、白と金の混じった背表紙を探していけば、すぐに見つかるのだ。

　本棚の一つ。丁度俺の目の高さ程度に収まったそれを抜き取る。ずっと俺と戦ってきた一冊の本。中を見てみても、当然ながらなにも書かれていなかった。俺があれだけ書きこんだ文章は、全て削除されている。先ほどのイシュタル戦の指示も、全て与えておいたはずなんだけどな。

　イシュタルと戦った時のことも記録しておくように言ったはずなのだが、そちらもどこにも見当たらなかった。本当に、全て消し去ってしまったらしい。これじゃどういう風にお前たちが戦ったのか、わからないじゃないか。

「どういうつもりだ、リヴル」

　返答はない。そりゃそうだ。

「いきなりこんな風になって、それはないだろ。用が済んだらそうやって本に戻るのかよ。俺はまだ、お前に言いたいこと山ほどあるんだぞ」

　本は無言だった。ていうか俺も本に話しかけるとか、自分でもどうかしてるとは思うんだけどよ。この図書館では喋しやべる本が多すぎるんだよ。だから俺も自然と口数が多くなってしまうのだ。

「ずっと俺の従者だと言ったな、あれは噓うそだったのか」

　聞こえているはずだろ。本の形となっても、俺の言葉は届いていないはずがないだろ。

　しばらく、白紙の本を見つめていた。

　なにも書いていないページ。美しいまでの白色の輝き。

　静せい寂じやくの夜で、その色は不思議な輝きを発しているようにも見えた。




『噓ではありません』




　それは、魔法のようで。でもまあ、この本ならアリだろうと思える光景で。

『私は今でも、イツキ様の従者であるつもりです』

　白い本に、文章が浮かびあがる。おそらくはリヴルの言葉だった。喋れなくとも、こういう形で返答をしてきたのか。

「どういうつもりだよ」

『どういうつもり、とは？』

「なんでいきなり本になって消えちまうんだ。良いだろう別に。人間の身体があって困ることなんかないだろう」

『あの形態は、『筆記官ライター』のためにエレシュキガル様が私に与えてくださった機能でございます。すなわち、図書館における危機が消失し、『筆記官ライター』が図書館を去るのならば、私もまたあの人型で行動する必然性がなくなるのです』

　誰も、図書館からいなくなるなんて言ってねえだろうがよ。勝手に決めるな。

　やっぱりエレシュキガルが決めたことだったのか。でもそんなゆるい規則、どう見たって他の従者は守ってねえし、つまるところ一番融通のきかないのが俺の奴ど隷れいだったってだけの話だろう。セットゥなんかカナが現れる前からずっと人型でレストランにいたみたいだしな。

「守らなくて良い、そんなの」

『そういうわけには参りません』

　浮かんでくるリヴルの文字は強情の一言に尽つきるもので、正直こっちも段々怒りの念がわいてくるのを感じていた。『真白き本』に語りかけながら、俺はページをめくる。随ずい分ぶんと奇き妙みような読書であった。

「俺は、やることなくなっても、ここで本を読み続けたい」

『かしこまりました。では毎晩、イツキ様がいらっしゃる刻限までに、何冊か見み繕つくろうことにいたします』

「紅茶は誰が淹いれてくれんだ」

『ではそちらも用意しておきましょう』

「……そうじゃねえよ、俺は、お前がいない図書館なんて嫌いやなんだよ」

『私は、この形のままで、死し想そう図書館に在り続けます。どうぞご心配なさらず』

　どういう言い方をしても、俺はリヴルから、人型に戻るという言葉を浮かび上がらせることができなかった。結構恥はずかしいセリフも言ったつもりなのに、『真白き本』に書かれる文字からはわずかの感情すらも読みとれない。

　未み耶やと違って、俺は死書を読む才能はないのかもしれなかった。書く専門か。

『イツキ様、この姿でも、一通りお仕えすることは可能ですが』

「そうじゃない。俺はお前の声が聞きたいんだ」

『人型に戻ろうと、私にはすべき職務がありません』

「仕事があれば、戻れるのか？」

『どういう意味でしょうか』

　なにかを与えてやれば、人型に戻るのか。

　なにかってなんだよ。俺は図書館の仕事のことはほとんど知らないし、そっちのほうはリヴルのほうが詳くわしいに決まっている。中途半はん端ぱなことを言ったところで、リヴルに理論的に反論されてしまうのが目に見えているのだ。

　俺は。

　どうなんだろう。

　彼女に、どうして人型に戻ってほしいのか。

　従者だの奴ど隷れいだの、散々な呼び方をしてきた彼女で、でもぞんざいに扱あつかったつもりもなくて、人の形をしているのになんだかいつの間にか俺の所有物のようになっていて、だからといって彼女を物だと思ったことなんて一度もない。

　俺はただ。

　リヴルに、死んだままでいてほしくないだけなのかもしれない。

　他の死し書しよを見ればわかる。どいつもこいつも、なんだかんだで、人だの動物だのの形になってうるさく騒ぎまわっているじゃないか。リヴルだって、人型は無表情で従順だけれど、でも俺をかき回す傍はた迷惑さは変わらない。死書だとか言ったところで、あそこまで活動的で生きているヤツらを俺は死者にしてしまいたくない。

「俺はお前に生きていてほしい」

『私は初めから死んだものです。この世のどこにもあってはならぬものです』

「そうじゃない。お前は言ったよな、なにもできないのが死者なんだって。だったらお前に、できることをやるよ」

『なんでしょうか』

　初めて。

　ページに浮かび上がる文章に、感情的な色が見えた気がした。それはもしかしたら錯さつ覚かくだったかもしれないが、浮かび上がってすぐに消える文字に、俺は確かにリヴルの戸惑いを見たような気がした。

「なあ、リヴル、俺のこと、どう思ってる？」

『我が主と』

「いや、そうじゃなくて……」

『従者としてお慕いしております。イツキ様に気に入られたい。役立つと思って頂きたい。私はそのように創られているのです。それがたとえエレシュキガル様によって付与された行動原理であっても、私はそれすら嬉うれしいのです。私はイツキ様から頂くものは、それがなんであれ私の喜びとなるのです』

　まったく、頭の下がる隷属ぶりだった。すげえよリヴル。

　未み耶やが怒るだろうな。なんて説明したもんか。またアカシャに頼られたらどうしようもないけど、こっちはこっちで覚かく悟ごを決めなくては。帰ったら修しゆ羅ら場ばだと言われたから、その険悪な雰ふん囲い気きも耐たえるしかあるまい。自分で播まいた種だ。

「俺はまたお前に、俺の命令を聞いてほしい。俺の高速筆記。エレシュキガルが押しつけた力だけど、活用してみたいんだ。それがお前にやる仕事だ、リヴル」

『申し訳ありません。意味がわかりかねるのですが』

「お前の白紙に、俺の物語を書かせろ」

　返答はしばらくなかった。

　リヴルがその意味を考えているのかもしれない、と思った。

　いくら俺の力があろうとも、リヴルの白紙を文字で埋め尽つくすことは有り得ない。それをするためには二時間以内に全てのページを埋める必要があるのだが、なにかまとまった話を書こうとした時に、そんなのは不可能に近いだろう。それをやるにはあらかじめ文章を考えておいてから『真白き本』に書きこむ必要があるが、それにしたって二時間で完了するかどうか。

　つまるところ、この提案は、罠わなに近い。

　俺は命じたのだ。リヴルは逆らうことができない。多分終わらない物語を作り上げるまで、リヴルは俺の手伝いをするしかない。人型に戻らなくてはできないこともあるだろう。だから、ずっと一緒にいさせるのだ。

『一つ、聞いてもよろしいでしょうか？』

「なんだ」

『その物語は、素す晴ばらしいものですか？』

　どういう、意図の問いだろうか。

　俺はもちろん、話を作ったことなんてない。本はたくさん読んできたが、書いたことはないのだ。ちょっと考えてみる。リヴルに物語を書きこむということ。それはリヴル自身を、どういう物語にするか、俺が決めるということ。それがたとえ時間的制約で完結しないものだと、リヴル自身がわかっていたとしても。

　無ぶ粋すいな物語で、リヴルが喜ぶわけはないよな。

「……保証する。誰も読んだことがないくらいに面おも白しろい」

『未いまだ誰も見たことのない書しよ籍せきは、死書と呼ぶべきなのでしょうか、イツキ様』

「それは定義したエレシュキガルに聞いてくれよ。で、どうなんだ。俺に書かせてくれるのか」

　また、しばらく文字が止まる。

　でも、俺は回答をわかっていた気がした。それくらい、俺たちの主従は固い。『真白き本』に最後に浮かび上がった文字は、やっぱり俺の予想通りで、だからこそリヴルの存在意義を端的に示しているのだと思えた。

『イエス、マイライター』

　その筆跡も、硬くて細くて、とてもリヴルらしいものだった。
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　承しよう諾だくの意を示した後、リヴルは当たり前のように人型で俺の前に出現した。何事もなかったかのようなその態度が妙みようにおかしくて、思わず笑ってしまったのだが、リヴルはいつもの無表情で俺を見つめるだけだった。

　リヴルを連れて、元の部屋に。

　俺の説得、なにが一番、功を奏したのかはわからないが、これからのリヴルに責任をもたねばならない以上、未み耶やの説得は急務だよな。いや、未耶を守ると言った直後にこれなわけで、正直刺されても誰も擁よう護ごしてくれないかもしれないしな。そんな風に、これからのことを考えつつ、扉を開けてみたら。

「あっ、おっかえりぃ浮気野郎♪」

　ひらひらと、毒のあるセリフと共に未耶が手を振っていた。

　俺の指定席であるデスクチェアに腰掛けている。まあそれはいい。問題は、そうして組んだ足の下で、床に這はいつくばっている姿があることだ。土下座してやがるのは、よくよく見れば『邪神秘法書ネクロノミコン』であった。なにしてんだこの死し書しよ、というかなにをさせているんだ矢や口ぐち未耶。

「ぅえーん……お兄さぁん……」

『邪神秘法書ネクロノミコン』が俺のほうを振り向くが、未耶の足がぐりぐりと彼女の背中に食い込んで妙な呻うめき声をあげる。一方の未耶がどこか楽しそうに見えるのは気のせいだろうか。

「……いや、未耶」

「なぁにぃ？」

「殺されたからってな、まあ気持ちはわかるが、もっと別の方法というか」

「ん？」

「え？」

　げしげし、と未耶の足は止まらない。『邪神秘法書ネクロノミコン』は這ほう這ほうの体ていで俺の足元までやってきた。さすがにちょっと不ふ憫びんになってくる、いくら自業自得とはいえ。

「いや、イツキ、なんか勘違いしてるっしょ？」

「あん？」

「ちょっとそこのガングロ逃げるな！　アンタ人のダーリンに手ぇ出しといて無事で済むと思ってんじゃないでしょーね！」

　未耶が怒鳴る。一方の『邪神秘法書ネクロノミコン』は、最悪の死書の二つ名など忘れたかのように、びくびくと怯おびえて俺の後ろに隠かくれてしまった。一体なにを話したのか知らんが、どうも未耶の逆げき鱗りんに触れるようなことでも言ったんだろ。そういえばさっきキスされたな。

「剛胆ですね、未耶様」

　リヴルがまるで他ひ人と事ごとのように言う。

「あーん、未み耶やちゃんとリヴルちゃんばっかりズルいんだもぉん、おねーさんもヒロインの仲間入りしたかっただけなのにぃ♪」

「バカ言ってんじゃないわよ！　もうヒロインはインフレ気味なの！　あたしが予約済みなんだからとっとと諦あきらめなさいこの触手フェチ！」

　未耶、お前一体どこからそういう言葉仕入れてくるんだ？

『邪神秘法書ネクロノミコン』も本気で未耶を怖こわがっているのかどうなのか。確かに今の未耶は迫力があるが、案外このベリーダンサーのほうが未耶をからかって遊んでいるだけなのかもしれない。『邪神秘法書ネクロノミコン』は怯おびえた小鹿みたいにびくびくしながら本棚の向こうへと逃げていってしまった。

　害獣追い払ってやった、とばかりに未耶の目つきは鋭するどい。

「んで？」

「あー……えーと」

　からかい混じりでキスしてきた『邪神秘法書ネクロノミコン』にさえ、あの態度である。

　これでリヴルのほうを選びました、なんで馬ば鹿か正直に言えば、間違いなく刺し殺さつ確定だろう。ヤンデレ再さい降こう臨りんである。それはなんとしても避けたい。避けたいのだが、隣にリヴルがいる以上下へ手たな言い訳は死亡フラグ。

「やっほぉーダーリンお帰りぃーとか思ってたら、なんか変なのくっついてるけどぉ……」

「私のことでしょうか、未耶様」

「他に誰がいるってのこンの泥棒猫ぉー！　ちょっとイツキ、まあ行けって言ったのあたしだけどさぁ……まさか、またリヴルちゃんといちゃいちゃしようとか考えてないわよねぇ？」

　そこまで具体的には考えていなかったが。

　しかし思い返してみればリヴルは京きよう都とでの修学旅行、ワンダーランドでの発情に、そういや風呂まで乱入してきたこともあったな。未耶もアカシャの力でそういったことは全てわかっていたはずだし、なんと答えたもんか。

「ちょっと落ち着けよ未耶。俺はだな」

「あー！　やっぱりそうなんだこのやろー！　あたしをずっと守るとかかっこいーこと言った直後にこれだからマジ最悪！　こーなったらもー、とんでもなく面倒くさい女になってやるんだから！　一生つきまとってやるぜこの浮気男！」

　言い訳する前から、全てバレてしまったらしい。さすが幼おさな馴な染じみ。

　俺のことならなんでもお見通しらしかった。それはもちろんとても嬉うれしいことなのだが、正直今だけは勘弁してほしかった。進退極まってどうしようもなくなるだろ。

「そうなのですかイツキ様？　先ほど私にも、俺はお前に生きていてほしい、と仰おつしやったように思いますが。私個人は、あれは好意の表現と受け取ったのですが」

「ちょっと！　なにそれどーゆーこと！」

　俺が何か言いかける前に、未み耶やの鋭い視線がリヴルと交こう錯さくする。片やご主人様をとられそうで危機感を感じ威い嚇かくしているコーギーであり、もう一方はそんな小型犬の威嚇など意に介さず無表情を守るドーベルマンだった。

「あのさ！　イツキは渡さないんだけど！　こっちももうどうしようもないんだから！　あれだけバカなことやらかして、それでも守ってくれるって言ったイツキについてくしかないってのよ！」

「渡さないとは？」

「イツキはあたしの彼氏ってこと！　そ、そりゃ、う、り、リヴルさんのほうが、び、美人だし、胸も……その……あれだけど……でもそーゆーんじゃなくて、あたしはイツキと一緒にいたいの！」

　未耶の顔が真っ赤だった。こういう素直な未耶はとても可愛かわいいと思うのだが。

　喧けん嘩か売られて、リヴルが黙だまっているとも思えないのである。その前に仲裁しようとしたのだが、俺が口を開く前に、未耶とリヴルの両者から睨にらみつけられてしまった。有無を言わさぬその瞳に思わず口が縫ぬいとめられる。浮気者は口を出すな、ってことだろうか。

　なにか言ったらそれこそ刺されそうだ。

「未耶様のお気持ちはよくわかりました」

　胸に手をあて、優雅な仕草で、リヴルが頷うなずく。

「ご安心ください、未耶様。このリヴル・ブランシェ、イツキ様とは主と従者という関係でいられればそれで十分でございますので。イツキ様の恋人となろう、などとはわずかも考えておりません」

「は？」

「え？」

　今度はこっちが呆ぼう然ぜんとする番で。

　せっかく人型に戻ってくれた。俺の命令を聞いてくれたリヴル。それは、つまり、なんだ、そういうことであるのだと俺はてっきり考えていたのだが。それはもしかして俺の浮かれてしまうような勘違いだったのか？

　リヴルのほうに、そんなつもりは全然なかったってことなのか？

「えー……えっとつまり？　あたしとイツキを巡ってバトルー！　とか、そういうつもりはないってこと？」

　そんなこと考えてやがったのか未耶。

「はい。未耶様はイツキ様と、是非とも良好なお付き合いをなさればよろしいかと存じます。お二人が幸せであれば私にとっても喜ばしいことでございます」

「な、なぁんだそっかー！　いやぁー、未耶ちゃんちょっと早とちりしちゃったぜー！　イツキがなんか真剣な顔してるからさぁ、こりゃ修しゆ羅ら場ばるしかないと思ったんだけどね？」

　やっぱり表情だけで判断していたらしい。幼おさな馴な染じみ恐るべしである。

　真相がわかったからなのか、未み耶やがいきなり俺の手をとって、自分の腕をからめてきやがった。犬がすりよってきたような感じである。あと胸の感触はほとんどないに等しい。俺はなんというか、弁明というか謝罪というかを未耶に対して言おうと思った。リヴルがダメだったから未耶を、なんて不義理が許されるわけもないので、俺がどう考えているかをきっちり彼女に話そうと思ったのだが。

　その前に、リヴルが口を開いた。

「はい、お二人が幸せであればなによりでございます。私などは、愛あい妾しようの立場で十分ですので」

　今度こそ、本日のリヴル最大の爆ばく弾だん発言に、空気が凍こおった。

　愛妾。

　また古い言葉が出てきたな。

「あ……い、しょう……？　ん？　愛称？」

　未耶なんか、言葉の意味がよくわかっていないらしく、なんかぶつぶつ言っていた。できればわかってほしくないのだが、余計なことにリヴルがしなくてもいい補足をつける。

「いわゆる側室のことです、未耶様」

「側室、って……えーと、つまりその、二号さん？」

「そのような言い方もありますね。もっと端たん的てきに言うならば愛人とも」

「うっぎゃあー！」

　突然未耶が目を覆おおった。恥はずかしいらしい。

「な、なんだそれ！　なんだそれー！　下へ手たしたら三角関係よりもタチわりぃーじゃん！」

「そうでしょうか」

「そーでしょーよ！」

　未耶が壊れた。ばたばたと手を鳥みたいに動かしてリヴルに抗議しているが、リヴルのほうに意に介した様子は見られない。相手にしていないというよりも、一体、愛妾のどこが悪いのか、という顔つきをしていた。現代の恋愛観をこの死し書しよに教えるのは大変そうだ、と思った。

「ですが、未耶様との関係を邪魔せずにイツキ様にお仕えするには、そのような方法しか」

「いや、いやいや、そこは素直に諦あきらめとこ？」

「イツキ様。もし未耶様との夜の生活にご不満を感じた際は、いつでもお申し付けくださいませ。というより、未耶様との初夜の前には、私から手ほどきすることも重要であると考えております。お任せください」

「人の話を聞けぇー！　ていうかそういう話は十八歳未満絶対厳禁！　ピュアでプラトニックな恋愛以外認めませんー！　ていうかイツキとしょ……しょ……しょやとかぁ！　まだ無理だから色々とぉ！」

　リヴルの襟えり首くびを摑つかんでがんがん振る未み耶やであったが、リヴルはまったく取り合わない。リヴルはセクハラも含めて通常営業に戻ってきたらしい。それはそれで喜ばしいこと、なのだろうか。しかしそれにしてもこの状況はどう収しゆう拾しゆうつければいいんだ。

　もはや俺がなにか言っても解決するとは思えなくなってきた。

「では未耶様も交えて三人で、ということでしょうか？」

「ちっがーう！　ちょっとイツキ、この無表情な歩く性犯罪さんをなんとかしてよ！」

「失敬な。私は今後のことについて真剣に」

「きーきーたーくーなーいっ！　これ以上聞いたら未耶ちゃんが乙女じゃなくなっちゃいますー！」

　誰かなんとかしてくれ、と思って辺りを見回しても、頼りになるようなヤツはいない。そういえばエレシュキガルはどこへ行ったのだろうか。本棚の向こうではセットゥを従えたカナがいたが、またなんか食べてやがる。目線がこの状況を楽しんでいるように見えるのは気のせいだろうか。

　修しゆ羅ら場ばよりも更に悪い、と心底思った。




「なにをやってるんだい、彼らは……」

　呆あきれたような声が聞こえたので、カナはフランクフルトを頰ほお張ばりながら振り向く。そこには目の下にクマを作った赤あか崎さきシンがいた。
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「あー、お帰りなさいまし。生徒会長はんは？」

「ここにいましてよ、カナさん」

　シンの隣には、まったく顔の同じ双子。緑みどりヶが丘おかユカリとヒカリ。京きよう都とに住むカナは、もちろんこの二人とカナに面識などあるはずがないのだが、実は最近、カナの家が金を借りている金融会社が、緑ヶ丘グループの系列の店であることが最近判明した。だからといってカナの生活苦が改善するわけでもないので、どうでもいいことだったが。

「なんか食べますえ？　わたあめとかかき氷とか」

「どうして出店シリーズなんだい」

「食いたくなりまして」

「それだけ食べても全然太らないんだから、『主賓客イーター』は便利だね」

　カナは意に介さず、フランクフルトをもぐもぐ食べる。どこから取り出してくれるのか、隣のセットゥが無む尽じん蔵ぞうに食事を用意してくれるので口くち寂さびしいなどということはなかった。出店気分なのは無論、大仕事が終わったがゆえのお祝いだからなのだが、シンには通用しなかったらしい。

「そうは言いますけど、赤崎君？　貴方あなたも随ずい分ぶんと体型が変わりましたわね？」

「……だからやつれたって言っただろう。ていうか元々、工房に通い始めてからそれなりに肉は落ちていたよ。見た目に大きく変化はなかったかもしれないが、測ればすぐわかる。こないだの荒行がそれに追いうちをかけた感じかな」

「頭身まで変わっているような」

「元々猫背で背が低く見られるだけだよ」

　赤崎シン。最初にカナが会った時は、ワンダーランドだったはず。子豚のような体型をしていたシンだったが、それが今ではすっかり瘦やせていた。体型だけを見るならイツキと大差ないだろう。別段顔には出さなかったものの、それなりに驚いてはいた。

　瘦せてみれば、そこそこ整った顔立ちをしている。もっとも、若じやつ干かんひねくれた性格が顔に表れているのは変わらないのだが。

「シンはんは、あそこに混ざりませんの？　あの三人で楽しそうにしてはりますえ」

「僕が入ったところでこじれるだけだろう……。四角関係にして誰が得するんだ」

「ウチが楽しいどすえ」

「腹はら黒ぐろ狐ぎつねめ」

　くひひ、とカナは笑い、今度はセットゥからチョコバナナを拝借して口にいれる。太らないどころか食べれば食べるほどに腹が減ってくるのだが、この感覚をシンやユカリに説明しても多分わかってもらえないのだろう。

「お三人とも、お仕事は終わりで？」

「僕は音楽堂で寝させてもらったよ。まだ寝足りないけどね、そこの生徒会長様がさっさと出て行けって言うからさ」

「当然ですわよ」「いつまでも居座られては困りますもの」

　同じ顔で言葉を重ねる緑みどりヶが丘おか双子は、それだけでなにかの演奏のように聞こえてしまうから不思議だ。シンはつまらなそうに溜ため息いきをついてその辺りの本棚に寄りかかる。随ずい分ぶんと肉が落ちたせいで、そういう仕草も様になっていた。

「私たちはやること、あんまりありませんでしたわね？」「そうね。大体呼び出した魔物やらなにやらも、全て死し書しよが元に戻してしまうもの。今は静かなものですわ」

「お疲つかれさまどすえ。なんか食べはります？」

「いえ結構」

　優雅なユカリとヒカリの雰ふん囲い気きに、カナは金持ち独特の感性を感じとる。別に嫉しつ妬としたりするわけではないが、金があるのに使わないのはもったいないのではないか、とは考えた。そういう考え自体が貧乏性なのだとは思うものの。

「イツキは結局、どっちを選んだんだい」

「さあ？　どちらにせよもう未み耶やはんもリヴルはんも、イツキはんの言うことなんて聞かないみたいどすえ」

「ふん。つまらない見世物だ。僕は帰ろうかな？」

「帰るって……どちらに？」

「工房だ。少し寝て回復したからね。今度は黄おう銅どうの足を作ってやらないといけない。誰かさんが切断してしまったからね」

　特に嫌いや味みでもないのか、シンは苦笑を交えつつの怨うらみ事。そこでカナは、本棚の向こうに巨大な気配があることを感じた。シンの従者である黄銅なのだろうが、動く気配がなかった。あまり喋しやべらない男だし、カナも彼のことをほとんど知らない。

「気にせずとも。構わんぞ。若」

「なに言ってるんだ黄銅。足もないままで相あい槌づちが打てるのかい」

「女神に。頼めば。よかろう。足など。すぐに。作ってくれよう」

「なんでも神様頼りってのは好きじゃなくてね」

　赤あか崎さきシン。一時は未耶への恋心で暴走したこともあった男だったが、工房に入ってみればなかなかどうして、根性も気骨もある人間だった。元々そういう性質を持ってはいたのだろうが、環境や本人の考え方の問題で存分に発はつ揮きする機会がなかったのかもしれない。

「では。新しい。従者を。作るのは」

「……どういうことだい」

「工房は。世代の。交代が。行われる。技術は。連綿と。受け継がれる。儂わしが。若に。教えたことを。今度は。若が。新しき従者に。教えればよい」

「新しい従者ねえ」

「それこそ。女神に。言えば。すぐに。二代目の。従者を。作ってくれよう。今度は。若い娘に。することも。できるぞ？」

　くつくつと笑う黄おう銅どうだったが、シンはあまり乗り気ではなさそうだった。原因は当然、彼の視線の先にあるイツキや未み耶やなのだろう。ああはなりたくない、と思っていることがすぐに知れた。

「……まあ、やめとくよ」

「そうか」

「あらあらもったいないですこと」「可愛かわいらしい女性の従者さんを欲していたのではなくて？」

　シンの両側から、からかうような視線を向けるのはユカリとヒカリだった。シンと彼女たちは、カナと違って随ずい分ぶん前から面識があるようで、親しげに話す様子も何度か見ている。常にユカリが優勢ではあるようだったが。

「さすがにあの修しゆ羅ら場ばを見た直後だと、そんな風には思えないよ。それより会長、君たちの従者はどこだい？」

「音楽堂にいますわよ」「あの子たち、ちょっと疲つかれてしまったみたい」

　発はつ泡ぽうスチロールの器うつわに盛られたじゃがバターを食べながら、カナは他の主たちの話に耳を傾けていた。別に会話に入っても構わないのだが、食事中にべらべら喋しやべるのはカナの好みではなかった。

「カナ様」

　そんな風に考えていると、セットゥから声がかけられた。あくまで食事の邪じや魔まをしないような、丁てい寧ねいな声だった。

「カナ様はどうされるので？」

「……んく。ん？　どう、とは？」

「『筆記官ライター』が職務を終えた以上、カナ様もまたその手助けをする必要がなくなりました。別にあの男のことなどどうでもよいのですが、カナ様もまた、役目を終えた以上、レストランを去られるのではないか、と」

「んなわけありまへんえ。まだ食い足りへんし。もうイツキはんの義理は果たしても、レストランがまたボロボロにならんように見張ってへんと」

　裏にこめた叱しつ責せきにセットゥが気付いたのか、無言で軽く頭を下げた。カナ以外の命令は聞かない男だが、しかし逆に言うなら味方に置いておいてこれほど可愛い従者はいない、とカナはくすくす笑う。

「そうどすな。食うもんなんもなくなってしもうたら、セットゥ食べてみてもいいどすえ？」

「っ。光栄にございます、マドモアゼル」

　カナの猟りよう奇き発言に、しかしセットゥはやはり頭を下げる。今頭から食ってやろうかと一瞬思ってしまったカナだったが、メインディッシュは最後にとっておくものだ。危あやうく本能のままに飛びかかりそうな自分を押し込める。食欲だけで生きているわけではないのだから、自制は大事だろう。

「君たち、ちょっと頭おかしいんじゃない」

『主賓客イーター』とその従者のやり取りを見ていた『製作者メイカー』が、呆あきれた様子でそう言った。




　収拾つかねーなぁ。

　未み耶やのリヴルに対する抗議は、もはやただの悪口大会になっていた。未耶はアカシャによる情報のせいか、俺とリヴルが出会ってからのあれこれをよく知っており、その辺りの知識も総動員してリヴルを責め立てていたのだが、リヴル自身はあくまで従じゆう僕ぼくとしての恋愛観を述べているので、どうも二人の話は嚙かみ合っていなかった。

　それなのに俺が口を挟はさもうとすると、二人そろってこちらを睨にらみつけてくるのだから、俺は役立たずもいいところだった。

「あーもう、埒らちあかねー！　なんなのさこの人ー！」

「未耶様。イツキ様を独占しようとするのはどうかと思われますが」

「恋人だからいーじゃん！　奴ど隷れいのくせに口挟むんじゃねー！」

　それでもなんだか仲良いようにも見えるのだから不思議であった。

　もうやることねぇーなあ、と適当に溜ため息いきをついていると、視界の隅すみに妙みようなものが入った。

　紫の布。覚えがあるそれに、俺は自然と目で追った。そういえばアイツがいないなと思っていたのだ。翻ひるがえる透けるような紫の布は、本棚を間を縫ぬうように俺のもとまでやってくる。そんな彼女の全身を見て、俺は呆ぼう然ぜんとした。

「……誰だ？」

「なにを訳のわからぬことを。お主、こんな均整のとれたボディの女を、そう何人も知っておるのか？」

「つるぺた女神はどこ行った」

　エレシュキガル、だと思う。思うのだが。

　あのちっこい女神はどこにもいなかった。目の前に現れた女は、年の頃は二十半ばくらい、というか、エレシュキガルが一気に年をとったような姿をしていた。特徴的な髪の色と、薄い紫の衣服は間違いなくエレシュキガル。しかし、髪はやたら伸ばして腰まであるし、体つきはなんつーか、恋こい池いけ先生を連想させるようなものだった。露ろ出しゆつ気味の服装も相まって、とても目の毒である。

　つるぺたの反動のように胸が強調されている。思わず目が行くのだが、それが未耶にバレたらまた面めん倒どう臭くさいことになりそうだった。

「くふふふ、イツキ争奪戦、余も混じってみようかのう」

「なっ、却きやつ下か！　きゃーっかぁっ！」「エレシュキガル様といえど譲りません」

　やっぱ仲良いじゃねえかお前ら。

　成長（？）したエレシュキガルは、その顔立ちに若干大人っぽさがあるものの、表情も喋しやべり方もなに一つ変わっていなかった。安心したような、その一方で首筋がむずがゆい、不思議な気分になってしまった。

「楽しそうじゃのう、お主ら」

「お前、なんでそんなにでっかくなってんの」

　色んな部分が、とは言わなかった。というか、いつもの態度のでかさにあわせて身体も大きくなった、というのが正しい認識だろうか。

「うむ。カナの喰らった姉者の力なんじゃがな？　さすがに強大過ぎる。人間の身には不相応であるし、異次元で戦うのであればともかく、その力を持ったまま元の世界には戻れまい。制せい御ぎよできずに周囲を壊してしまうかもしれぬ。まあ、姉者にも叱しつ責せきされたことだし、カナの得た力は余が回収することにしたのじゃ」

「イシュタルに返す……のは、マズいのか」

「まあ、そのまま姉者に返したらイツキ、お主がまた襲おそわれてしまうであろうよ。それに姉者自身も、負けを認めておるようじゃしな。散々文句を言ってはおったが、今の時点で力を取り返そうとしなかったのはつまりそういうことじゃ。のうリヴル、カナと共に、一体どういう痛めつけ方をしたんじゃ？」

　確かにイシュタル、嚙かみ痕あとでボロボロだったからな。本当、カナのヤツは一体どういう戦いをしたんだか。そうやってカナが身体に取りこんだ神の力を、エレシュキガルが回収し、これだけ成長したってことなのか。

「力も増しておるし、おかげで風か邪ぜなど吹っ飛んだわ。やはり気力は大事じゃの」

「あー、良かったな。じゃあ俺、これで本当にお役やく御ご免めんってことか」

「うむ、苦労をかけたの。死の施し設せつはもう問題あるまい。しかし『筆記官ライター』であるお主は、死し想そう図書館に出入りすることも可能じゃ。用がなくても来てくれると、死し書しよたちも、それに余も嬉うれしいのう。当たり前じゃが、ここは人気がないからの」

「私もお世話の甲か斐いがございます、イツキ様」

「ちょおーっとぉ！　変なことしないでしょーね！　あたしも見張るために来るんだからね！」

「……とまあ、このように、賑にぎやかであればそれだけでも良いじゃろうからな」

　くふふふ、と大人エレシュキガルが笑う。まあ確かに、今の状況は賑やかだろーよ。いつの間にかカナだけじゃなく、シンや会長たちまでこの部屋に集まってるし。言うまでもなく死書たちは俺たちの修しゆ羅ら場ばなやり取りは全部聞いているわけで、しばらく俺がからかわれる種になるかもしれなかった。

「ちょっとちょっとぉー、女神様からもなんか言ってやってよー！　このメイドさん女神様の言うことなら聞くんでしょ？　健全なお付き合い以外認めません、って言ってやってよ！」

「ふむ。まあお主の育った文化を見ればそう思うのもやむなしといったところじゃろうが……人の歴史を見ても一夫多妻の時代のほうが長いしのう。ましてや異次元の存在であるリヴルにそんなルールを押しつけたところで無意味じゃろうよ。リヴルは二番手で良いと言っておるのじゃから、イツキの寵ちよう愛あいはお主のもの、ということで良かろ？」

「な、納なつ得とくいかねー。神様が浮気公認していいの？」

「別に構うまい」

　腕を組み、からからと笑うエレシュキガルは確かに以前より元気そうで、ちっこい女神様の時にはなかった強気が見え隠かくれしている気がした。今まではやっぱり弱っていたのだろう。でかくなった女神は色々手て強ごわいのではないかと思った。

「イシュタルは？」

「うむ、あちらのほうで『アカシック年代記レコード』と話しておるようじゃな」

「むー……くー……い、いまいち釈然としない未み耶やちゃんです……いっそこうなったらあたしもアカシャに浮気してやろーかな……」

「それは許さん」

「浮気男のくせに束そく縛ばくすんなぁ！」

　なんか喋しやべれば喋るほどにダメ男ぶりを露ろ呈ていしているような気がしてきたが、それでも未耶とアカシャが仲良くなるなんてのは許さん。結局アイツの思惑、最後までわからないままだったし。

　いつか問い詰めなくてはならないのだろうか。本棚の奥に立つ、やたら白い影が見えたような気がしたが、それはすぐに消え去った。あれが『アカシック年代記レコード』？　エレシュキガルが指したほうに見えたアカシャは、その強大な力に比して、驚くほどに存在感がない、と思ってしまった。




　本棚に立つ、白い男。

　服も、肌も、髪も、異様なまでに白い。驚くべきはその瞳であり、現実では有り得ないような乳白色をたたえていた。小こ柄がらな青年で、まだ成人はしていないだろう。体格は大きく異なるものの、年は黒くろ間まイツキと同じくらいのようにも思える。ただぼうっと虚こ空くうを見つめるその瞳は、感情はおろかなんらかの意志を感じ取ることさえ難しい。

　なにも考えていない。あきらかに呆ぼう然ぜんとしている表情、だったのだが。

「『アカシック年代記レコード』」

　彼に話しかける、少女の声。

　かちゃかちゃと嚙かみ合う鋼はがねの音で、その正体はすぐに知れる。

「やってくれましたね、全知の死し書しよ。こうまでやりたい放題で、私が黙っているとでも思いましたか」

「随ずい分ぶんと可愛かわいらしくなってしまった。秩ちつ序じよの女神」

　アカシャと呼ばれ、応じた青年は薄く笑う。笑っても、やはりその顔はなにかを思考しているようには見えない。人間の姿をしていても、まるで思考回路がまったく人間と違うようですらある。

　一方、イシュタルによく似た少女は、忌いま々いましそうに自らの両手を見つめた。全身を鎧よろいで覆おおいつくし、数十種の武具を装備している点では紛まぎれもなくイシュタルだが、その年恰かつ好こうはまだ十歳くらいの子供であった。背が低いせいで、身につけている武具もどことなく玩具おもちやめいた様相を見せている。

「混こん沌とんの女神が成長した代だい償しようだ。君は神の力を失ったぶん、そうして幼くなってしまった。僕は小さいほうが好きだな」

「ぬけぬけとよく言う。これが貴方あなたの望んだ結末ですか、『アカシック年代記レコード』」

「僕はなにも望まないんだ。よく知っていたよね、秩序の女神？」

　おかしな喋り方はアカシャの癖くせのようなものだった。時系列が入れ替わる。全てを知っている死書にとっては、今も未来も過去も全て等しく平へい坦たんであり、そこにあるはずの時間の概がい念ねんは希薄化していく。

「そうでしょうか？　貴方だって望みはあるはず」

「秩序の女神、君まで僕が矢や口ぐち未み耶やを気に入っているだなんて思ったのか？　やめてほしかった、僕にはそんなものはないよ」

「ええ、まさか貴方に恋愛感情があるなどとは、私も考えていません。矢口未耶などはどうとも思っていないのでしょう。貴方はただ、この図書館を守りたかっただけなのでしょう。そうして導いた結末が、あれですか」

　幼くなったイシュタルは、軽けい蔑べつすら混じった目で、騒がしいイツキたちの様子を眺ながめていた。あれはあるべき姿ではない、と言いたげだった。しかし遠目にみても、成長したエレシュキガルと、逆に幼くなってしまったイシュタルとの力量差は歴然である。もしアカシャが彼らに協力でもしたら、イシュタルに勝ち目はない。

　イシュタルは敗北したのだ。

「矢口未耶に取り入った。彼女に教える情報を取捨選択し、特定の方向へ誘導した。黒くろ間まイツキが矢口未耶に勝利できるように、ね。未来の分ぶん岐きを望む方向に変えたのです。貴方には容易たやすいことだったでしょう。そうしてこれが、貴方の意図するハッピーエンドですか」

　ぼけっと、アカシャは天井を見上げた。紅い月が煌こう々こうと輝いていた。

「僕がどうして、そこまでしなくちゃならなかった？」

「簡単なことです。死し想そう図書館が消え去れば、いくら貴方とて消しよう滅めつするしかない。ただでさえ大容量の貴方あなたです。この書の冥めい界かいで、死んだように存在し続けるしかない。他のどこの次元も貴方を受け入れるほどのスペースはないでしょうからね。全て知っている貴方といえど、欲望はあった。存在し続けたいという欲がね」

「秩ちつ序じよの女神、そんなことはどうでも良かったと思わない？」

　アカシャは表情を変えずに、小さくなってしまったイシュタルを抱きあげた。いわゆる高い高い、という形である。しかしイシュタルは一切の表情を変えず、蔑さげすむ視線も止やめなかった。姿が子供であるのに、エレシュキガルとはまた別の意味で子供らしからぬ態度であった。

「未来を選んだのは彼らだったんだよ。僕はなにもしていない」

「そうでしょうか？　見通せる貴方ならば、誘導することは容易いはず」

「そうかな？　誘導したところで、彼らがきちんと従ってくれるとは思えない。黒くろ間まイツキは自分の死を受け入れたかもしれない、矢や口ぐち未み耶やはどんな説得でもイツキに応じなかったかもしれない。死し書しよたちはここが襲おそわれてもなにもせずに諦あきらめていたかもしれない。この結果になったのはね、秩序の女神、この結果を望んだ多くの人たちがいたからなんだよ」

「詭き弁べんにしか思えませんね。下ろしなさい」

　鎧よろいの擦こすれる音とともに、アカシャは抱きあげたイシュタルを床へと下ろした。アカシャはなにも噓うそを言ったつもりはないのだが、イシュタルにとってはこの結果は不満なものらしかった。もしかしたら楽しそうなイツキたちに嫉しつ妬とをしているのかもしれない。

「なにか失礼なことを考えませんでしたか？」

「身体が熱かったけれど、もしかして君、風か邪ぜひいてる？」

「……エレシュキガルにうつされたのです」

　カナに散々痛めつけられたせいで、イシュタルは風邪に対する抵抗力を失ってしまっていた。今は落ち着いているが場合によってはもっと悪化することも有り得るだろう。その時は彼女の仕事も、エレシュキガルに肩代わりしてもらうしかあるまい。

「いいですか、『アカシック年代記レコード』。今回、私は彼らと敵対しましたし、一方、エレシュキガルは彼らの味方をしました。まるで妹が善であり、私が悪であるように、彼らが勘違いをするかもしれません。それは良いのですか」

「なにか問題がある？」

「私たち姉妹は、善悪でわかたれるものではありません。もし、今後、状況が違えば、妹が黒間イツキたちの望まぬことを行い、私がそれを防ぐ立場に変わるかもしれないと言っているのです。その時、私と妹でこれだけ力量差があれば私の敗北は必定。彼らにとってはバッドエンドの先延ばしになるだけやも」

「その時は、君が彼らに力を借りれば良かっただけだよ」

『アカシック年代記レコード』は、それだけ言うと、小さなイシュタルへと背を向けた。やはり視線は斜ななめ上、どこか上の空。しかし足取りだけは固く、揺ゆるぎない。

「もう彼らを狙ねらったりはしてなかったのかい？」

「なにをバカな。今でも可能ならば彼らを消去しますよ。しかしこの状況では、死し書しよの作りだした幻想にすら苦戦する。『アカシック年代記レコード』。図書館を狙うとなれば貴方あなたとて黙だまってはいないでしょう。ですから私は、それらの障害を排はい除じよし、秩序の維い持じする手段を模も索さくしているのです。目下厳しい現状ですが、いつかは必ず」

「では僕は、それが失敗するほうに賭かけよう」

「貴方が賭けをすることにどんな意味があるというのですか」

　そう。アカシャに負けはない。賭と博ばくなどアカシャの最も得意とするところだ。

「どちらへ？」

「死書みんなが別の部屋で宴えん会かいをしていたみたいだからね、そっちのほうへ行こうかと」

「宴会……」

「君も混じったのかい？　秩ちつ序じよの女神」

「遠慮しておきます」

　からかっているのかそうでないのか、結局アカシャは最後まで、その特徴である呆ぼう然ぜんとした表情を崩さずにいた。

　白い青年の後ろ姿を見送りながら、イシュタルは溜ため息いきをつく。輝きが鈍にぶくなってしまった自らの鎧よろいを、こつこつと叩たたいてみる。その防御力の心こころ許もとなさに、イシュタルは顔をしかめてしまった。幼い少女がふてくされているようだった。

「……胸が薄い。けほ」

　自分の胸元をこんこんと叩いて、イシュタルはもう一度、深く深く溜息をつくのだった。




　修しゆ羅ら場ばにもう疲つかれたので、俺は『真白き本』を開くことにした。

　リヴルに、物語を書いてやると言った以上、それは本当にしなくてはいけない。もちろん書き上がらないことなんてわかりきっているのだが、あんまり約束を反ほ故ごにし続けていると、またリヴルが本に戻ってしまうかもしれない。別に死ぬわけではないのはよくわかっているのだが、それはどうしても嫌いやだった。

　と、このようにリヴルばかりを優遇していると、今度は未み耶やの機嫌が悪くなるわけで、浮気云うん々ぬんは冗談だとしても、今度こそ本気でアカシャと結託して俺を襲ってくるかもしれない。それもさすがに御免被こうむる。真っ白いページを見つめながら、俺はそんなことをつらつらと考え始めていた。

「とりあえず、分担を決めよ」

　未耶が、その委員長ぶりを発はつ揮きして、リヴルと、あと何な故ぜかエレシュキガルに向けて説明をしていた。なんの分担だろう。どうせ怒られるだろうから、俺は意志確認されるまで口を挟はさまないことにする。

「現実では、あたし。死想図書館こつちでは、アンタたちがイツキとイチャつくの。それでいい？　言っとくけど、疲れてる時とかは寝させてあげてよ、こっちに来るだけでも結構大変なんでしょ？」

「かしこまりました」

「……ごねられるかと思ったけれど」

「あくまで妾めかけですので、未み耶や様が優先されることに対して異存はございませんが」

「あたしが言うのもなんだけど、リヴルちゃん都合よすぎる女じゃね？　もっと我わが侭まま言っても良いと思うんだけど」

「我が侭ですか。ないわけではないのですが」

「ほー、なになに」

「では。未耶様もメイド服をご一緒にいかがでしょうか」

「き、着ねーよ！　似合わねーしっ！」

　仲良いなあ。下へ手たしたら俺とより仲が良いんじゃねえのかお前ら。

　なんか勝手に俺の時間が分割されて、未耶とリヴルに割り当てられているんだが、浮気者といわれても仕方ないことをしていると自覚はあるので、口は出さないほうが賢けん明めいだろうな、と思った。二人で納なつ得とくしてくれるんならそれに越したことはないだろうし。

　綱渡りは、もう終わりか？

　いやいや、そんなまさか。確かに、俺と未耶の話はこれで一つのケリがついたかもしれないが、別にイシュタルは俺たちを諦あきらめたわけではないだろうし、結局、目的がはっきり読めない『アカシック年代記レコード』もいるのだ。これからのんびりできる、なんて俺は少しも考えてはいない。

　未耶を守ると言った。噓うそをついたつもりはない。

　まあ、噓でないから多分厄やつ介かいで、さっきから未耶とリヴルの口論が止まらないのだろうが。

　トラブルメーカーのエレシュキガルが、またなにか厄介事を持ちこんでくることも考えられる。カナやシン、生徒会長も、ここで手に入れた力でなにかするかもしれない。

　今までとはまた別の方向で、面倒なことが起きるかもしれなかった。

「イツキ様」

「どうした、リヴル」

「とりあえず、未耶様とはしばらく服装を交換し合うことで決着がつきましたが」

「……なんの話だ」

　どうしてそんな方向にいった。

「決着ついてねー！　アンタの服着たって胸があわないっての！」

「そうでした。失礼いたしました。では小さいものを仕立てましょうか」

「余計なお世話だばーかばーかっ！」

「お主ら。少し静かにせぬか。ここは静せい寂じやくを重んじる死し想そう図書館じゃぞ」

　エレシュキガルが窘たしなめても、効果はあんまりなさそうだった。活気があるほうがいい、と言ったのは他ならぬエレシュキガルだしな。多少は我が慢まんしてくれ。

　白いページは、まだ白いままだ。こんなにうるさいんじゃ集中だってできやしない。ていうかうるさいのは主に未み耶やなんだけど。あの悪夢からもう半年か。俺の中で、一つの決着はつけることができたのかもしれない。

「イツキ様」

「なんだ」

「夜間は私がイツキ様をお借りしてもいいとのことです。なにかご希望の服装などあれば」

「お前、もうコスプレ趣味隠かくすつもりもなくなってきたな」

　そんなことやってる暇ひまがあれば、俺のために本でも選んでくれねえかな。

　なんて言っても聞くはずがないのはよくわかっているので、俺は少し考える。考えたのだが、結局この従者思考が染みついている司書に一番似合う服は一つしか思いつかなかったので、それを口に出すことにした。

「いつものメイド服で」

「かしこまりました」

「あと紅茶」

「イエス、マイライター」

　淡々と、人ではない女が告げる。

　この従順な受け答えが心地よくて、俺は死想図書館にいたいのかもしれない、と思った。
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　　　あとがき




（BGM 「堕天國宣戦」by ALI PROJECT）




　すみません、どうしてもやりたかったんです。スーパー神話大戦。ゲームになりませんかね。




　お疲れ様です、折おり口ぐち良よし乃のです。

　最終巻は、もうなんというか、書きたいシーンを詰め込みまくった感がありまして、書いてる分にはとてもとても楽しかったです。どのページ開いてもクライマックス感ばりばりなリヴル・ブランシェ最終巻をお届けいたします。イツキとリヴルの物語、今回がラストでございます。

　特に書いてて楽しかったのが未み耶やでした。一巻を書いていた頃から、この巻の終わらせ方は頭の中にイメージしていたので、それがようやく形になった感じです。だからとにかく力の入りようが違う。親バカなもので、自分の書いたキャラは結構みんな好きですが、リヴルと未耶はなんだか別格という感じです。

　あ、今回コスプレは控えめです。




　実はこの本で、折口良乃の本が累計十冊を数えることとなりました。もしかすると巻末の作品ラインナップは九冊しかないかもしれませんが、私は間違いなく十冊を書いて、ＡＭＷから出版させて頂いております。

　これを区切りとして、また新たなことに挑戦していきたいなと思っています。

　そういえば、作家さん仲間からよく「ツイッターやらないの？」と聞かれるのですが、自分のことを書くのが苦手な上に、まだスマホも持っていない電子機器に疎うといような男ですので、多分しばらくはやらないような気がします。挑戦する、とか言った矢先に後ろ向きな話で恐縮ですが、元々言ってることとやってることが真逆な男ですので仕方がありません。

　創作のほうでは、挑戦しますよ、ホントに。




　では、この本に関わってくださった方に感謝を。

　編集Ｍさん。「折口さんが書くとみんなヤンデレになりませんか？」とか言われましたが誤解です。僕はクーデレ派です。リヴルとイツキの物語に最初から最後まで付き合って頂き本当にありがとうございました。リヴルがエロいのはいくらかはＭさんのせいだと思ってます。

　そして絵師のＫケｅーＧジさん。リヴルとイツキの物語に素晴らしい挿さし絵えを描いてくださり、本当にありがとうございました。僕はＫｅＧさんの絵は大好きで、しかもこれだけお世話になっておきながら、まだ実際にお会いしたことは一度もないという衝撃の事実！

　そのほか、何気なくいつも格好のネタをくれる家族、巻をまたいでまで修正をしてくださった校正さま、そして最後までリヴルとイツキの物語を読み終えてくださった皆様へ、最大限の感謝を。




　なに、次はロボットもの？　ＨＡＨＡＨＡ、Ｇガンしか知らない俺がロボットものとか、ちょーウケる。

　…………え？　マジで？
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折おり口ぐち良よし乃の

爬虫類になりたい23歳。最近やたら冷え性なのは自分が変温動物だからだと考えている。日光浴をすると身体が溶けるのでいつまでたっても冷え症が治らない。著者近影は僕にとてもよく似たワニさん。
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イラスト／ＫｅＧ

愛媛出身、埼玉で絶賛引きこもり中。安普請アパートの冬は厳しい。毎年この時期になると引っ越ししたくなります。
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死し想そう図と書しょ館かんのリヴル・ブランシェⅤ
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